
ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和6年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和６年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数200件／要望件数698件1990

約814億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/cat/wamjosei/WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
24％

300～
500万円

未満
16％

500～
700万円

未満
34％

700～
2,000万円
26％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち9,738件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現
を目指した福祉医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開
しています。そのうちWAM助成では、事業の一層の推進を図る観点から、
個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付けています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2024

NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！



制度の狭間に対する
民間福祉活動を応援し、
社会課題の解決の仕組みをつくる

福祉医療機構がＷＡＭ助成でめざすもの

　国庫補助金や寄付金を財源としたＷＡＭ助成（社会福祉振興助成事業）は、政策動向や国民ニーズを踏まえ、
民間の創意工夫ある活動や地域に密着したきめ細やかな活動等に対し、助成を行うことで、高齢者・障害者等が
地域のつながりの中で自立した生活を送れるよう、また、こどもたちが健やかに安心して成長できるよう必要な
支援を行うことを目的としています。

助成テーマ
制度化・モデル化した事例
（令和３年度事業より抜粋）

地域連携・
広域連携を応援

複数の団体と強みを
活かした連携により
実施する事業を
応援します。

行政との協働や
政策提言を

促進することで、
制度の更なる拡充を
図ります。

制度化を促進
分野横断的活動
を後押し

制度の狭間の
課題に対応する
分野横断的活動を
後押しします。

国の政策に連動

幅広い助成テーマを
設定しています。

連携
ネットワーク分野横断

中間
支援組織 社協地域住民

企業

助成機関

医療機関NPO

行政

福祉施設

制度の狭間
への対応

●成年後見制度利用促進のための中核機関設置事業
●子どもの権利擁護推進事業
●若年妊産婦の居場所事業
●ＮＰＯ等と連携したこどもの居場所づくり支援モデル
事業

●子育て支援事業「絵本でつながる親子の時間」
●つながりの場づくり緊急支援事業

⑴　安心して暮らせるための地域共生社会の実現に向けた
包括的な支援に資する事業

⑵　求められる介護サービスを提供するための多様な人材
の確保や生産性の向上等に資する事業

⑶　認知症（若年性認知症を含む）の人やヤングケアラーを
含む介護する家族の不安や悩みに応える相談機能の強化
及び支援体制の充実に資する事業

⑷　元気で豊かな老後を送れる健康寿命の延伸に向けた取
り組み強化や高齢者への多様な就労の機会の確保に資す
る事業

⑸　難病患者・がん患者等の活躍や様々な活動への参加等
を支援する事業

⑹　DV・性被害など困難な問題を抱える人への支援に資す
る事業

⑺　就職氷河期世代の就労・社会参加に対する支援に資す
る事業

⑻　障害者・障害児の地域生活の支援や様々な活動への参
加等を促進する事業

⑼　若者の自立等につながる多様な支援に資する事業
⑽　妊娠・出産・育児に関する各段階の環境づくりや負担・
悩み・不安を切れ目なく解消するための支援事業

⑾　出産後・子育て中も就業が可能な多様な保育サービス
の充実、多様な人材の確保、生産性の向上等に資する事業

⑿　希望する教育を受けることを阻む経済事情など様々な
制約の克服に資する事業

⒀　子育てが困難な状況にある家族・こども等への配慮・
対策等の強化に資する事業

【誰もが暮らしやすい包摂社会の実現】

⒁　被災者支援や被災者支援の担い手となる人材の確保・
育成など地域における防災力の強化に資する事業

【被災者支援・地域における防災力の一層の強化】
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先駆的な事例から紐解く『社会課題』『事業』『成果』

今、私たちの目の前に現れる社会課題は一層、複雑化しています。

ません。
本誌では、Ｗ A Ｍ助成の中から、複雑な社会課題に立ち向かうために、分野を横断し

たり、他機関とのネットワークを活かしたりしながら事業に取り組まれた、全国各地の
先駆的な事例とその成果等を掲載しています。
・どのような社会課題が存在するのか？
・誰と連携・協力し、どのような事業に取り組んでいるのか？
・事業はどのような成果につながっているのか？

令和６年 ９月
独立行政法人福祉医療機構 ＮＰＯリソースセンター

月刊誌「WAM」
［編集・発行］独立行政法人福祉医療機構
［編集協力］株式会社法研

連携先を

イメージ

社会課題を

知る

事業の組み方に

学ぶ

成果を

捉える

はじめに

　本誌は月刊誌「WAM」令和５年４月号～
令和６年３月号に掲載された「いきいきチャ
レンジ」の記事がもとになっています。掲載
内容は、月刊誌「WAM」掲載当時のものです。

　といった視点から、事例をご覧いただくことで、本誌が皆さまの活動のヒントや事業
立案の一助となり、そして、民間福祉活動にかかわりを持つ個人や企業・行政などさ
まざまな主体の連携の輪が広がるきっかけとなれば幸いです。
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行政・医療機関との連携

1 	「いまを支えて未来を創る」子育て環境デザイン事業�
	 ～特定非営利活動法人母力向上委員会～（静岡県富士宮市）
	 「コロナ禍の妊娠・子育てを支え、未来を創る」………………… 7

	 子育て 　

2 	 Hello ！ 妊娠期からつながろう！ あいち多胎育児�
	 支援事業
	 ～一般社団法人あいち多胎ネット～（愛知県名古屋市）
	 「妊娠期から関わり多胎育児家庭を孤立させない」……………… 11

	 子育て 　

3 	 被災者支援コーディネーション機能を確立するため�
	 の基盤整備事業
	 ～特定非営利活動法人全国災害ボランティア支援団体
	 ネットワーク（ＪＶＯＡＤ）～（東京都千代田区）
	 「被災者支援のコーディネーションの基盤を整備」……………… 15

	 災害 　 モデル

NPO・専門職者との連携

4 	 子どもの孤立を防ぐ居場所を拠点とした地域連携の�
	 包摂的支援事業
	 ～特定非営利活動法人サンカクシャ～（東京都豊島区）
	 「親や身近な大人を頼れない若者を支える」……………………… 19

	 若者 　 モデル
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NPO・専門職者との連携

5 	 子どもが孤立化しないための「第三の（夜間）居場所」事業�
	 〜特定非営利活動法人フリースクール　クレイン・ハーバー〜
	 （長崎県長崎市）
	 「子どもが孤立しないための第三の夜間の居場所」……………… 23

	 若者

6 	「訪問・送迎・宿泊型」不登校・ひきこもり自活準備�
	 支援事業
	 ～一般社団法人パーソナルサービス支援機構～（鹿児島県鹿屋市）
	 「「訪問・送迎・宿泊型」の自立支援、自活準備支援」… ……… 27

	 若者

7 	 NPO版「多文化子ども・若者支援センター」モデル事業�
	 ～認定ＮＰＯ法人多文化共生教育ネットワークかながわ～
	 （神奈川県横浜市）
	 「多文化家族とその子ども・若者への支援体制を整備」………… 31

	 外国人 　 モデル

地域との連携

8 	 重度知的障害者の健康で文化的な暮らしを実現する�
	 ための提言作成事業
	 〜認定ＮＰＯ法人クリエイティブサポートレッツ〜（静岡県浜松市）
	 「重度知的障害者の自立生活の選択肢を広げる」………………… 35

	 障害者
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地域との連携

9 	 難民のエンパワメントと社会参画を通した回復から�
	 自立までの支援事業
	 〜ＮＰＯ法人アルペなんみんセンター〜（神奈川県鎌倉市）
	 「社会参画を通して難民認定申請者を支援」……………………… 39

	 外国人 　

10 	 小規模多機能の包括的支援機能の強化事業�	 ～特定非営利活動法人コレクティブ～（熊本県熊本市）
	 「地域づくりの拠点としての小規模多機能型居宅介護を実践」…… 43

	 高齢者 　 モデル

巻末付録

11 	 こどもまんなか社会の実現を目指して�	 ～令和５年度 ＷＡＭ助成シンポジウム報告～
	 「こどもまんなか社会の実現を目指して
	   ～地域を巻き込むＮＰＯの在り方～」…………………………… 47

	 連携 　

12 	 具体的な計画をつくるには？�	 ～令和５年度 オンライン学習会報告～
	 「具体的な計画をつくるには？
	   ～助成事業実施団体の経験の語りから～」……………………… 53

	 計画
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コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
が
大
き
い
静
岡
県
在
住
の
妊
娠
中
ま
た
は

4
歳
未
満
児
の
子
育
て
世
帯
を
対
象
に
、
現
在
の
生

活
状
況
や
育
児
困
難
感
、
人
と
の
関
わ
り
や
外
出
状

況
な
ど
に
関
す
る
実
態
を
把
握
し
、
必
要
な
子
育
て

支
援
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
調
査
方
法
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で
、

県
内
各
所
の
子

育
て
支
援
団
体

の
協
力
の
も
と
、

調
査
協
力
を
呼

び
か
け
る
チ
ラ

シ
を
配
布
し
、
３
６
0
件
の
有
効
回
答
を
得
た
。

　「
調
査
結
果
で
は
、
外
出
頻
度
や
人
と
の
関
わ
り

が
著
し
く
減
少
し
て
お
り
、
相
談
先
や
相
談
で
き
る

友
人
が
い
な
い
と
い
う
回
答
は
約
7
割
に
達
し
、
誰

に
も
頼
れ
ず
に
孤
立
し
て
い
る
状
況
が
あ
ら
た
め
て

み
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
も
い
ち
ば
ん
衝
撃

を
受
け
た
の
は
、
世
界
保
健
機
関
が
測
定
指
標
と
し

て
推
奨
す
る
ス
ケ
ー
ル
を
用
い
て
精
神
的
健
康
状
況

を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
回
答
者
の
約
5
割
が
精
神
的

な
健
康
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
と
い
う
結
果
と
な
っ

た
こ
と
で
す
。
調
査
は
支
援
団
体
を
通
じ
て
実
施
し

初めての育児に取り組む母親や、地域に転入してきた
母親、会員を対象にしたイベントを開催し、オンライ
ンコミュニティ「Fcomo」の魅力を伝えるとともに
育児仲間をつくることで孤立化を防ぐ場となった

「Fcomo」の認知向上を目的とした屋外イベント
「Fcomoピクニック」には、延べ500人を超える
親子が来場した

特定非営利活動法人母力向上委員会
「いまを支えて未来を創る」子育て環境デザイン事業

令和3年度事業

助成額
396万1千円

【事業概要】
　コロナ禍のなか、妊娠・出産・子育て期の母親が安心して社会とつなが
り、子育てができる環境づくりを目的に、コロナ禍における子育ての実態
調査、オンラインコミュニティを活用した子育て支援の拡充、地域のなか
で子育てニーズを理解した人材を育成するプログラムを構築する事業

【実施内容】
◆�コロナ期妊娠子育て実態調査
新型コロナウイルス感染拡大の影響が
大きい妊婦と乳幼児の子育て世帯を対
象に、生活状況や育児困難感、人との
関わりなどに関する実態調査を実施

◆�オンラインコミュニティ「Fcomo」
認知拡大によるオンラインでの子育
て支援の拡充
運営する「Fcomo」の認知度や満足
度をさらに高めるとともに、オンラ
インとリアルの両面での子育て支援
の拡充を図る

◆�子育て応援未来人財育成プログラム
構築・ツール作成
地域のなかで、子育てニーズを理解
し、支援できる人材を育成するとと
もに、受講者自身の受援力を高める
人材育成プログラム「co育てアシス
トプログラム」を構築

事業概要

【成果】
◆実態調査（有効回答数360件）では、
外出や人との交流の頻度が少なくな
り、回答者の約 5割が精神的な健康
状態が悪化していることなどが明ら
かになった
　　調査結果は、行政や県内の支援団
体と共有することで、今後の子育て支援に活かしてい
くとともに、連携体制を強化することにつながった

◆オンラインコミュニティ「Fcomo」の認知向上に向けた
取り組みでは、屋外イベント「Fcomoピクニック」を開
催し、500人を超える来場者を集めた
　　そのほかにも、母親同士がつながる場として、初めて
育児を行う母親や地域に移住してきた母親、「Fcomo」
会員を対象にしたカフェを開催し、延べ30人が参加した

◆人材育成プログラムは、将来の子育てを担う高校生向
けに「co育てアシストプログラム」を構築し、市内の
高校生が授業の一環として受講した

▼
　事業の波及効果として、富士宮市健康福祉課において
調査結果を活用した保健師や民生・主任児童委員の研修
が実施されたほか、「co育てアシストプログラム」が富
士宮市のベビーステーション事業でプログラムが採用さ
れることにつながった

WAM助成
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

コ
ロ
ナ
禍
の

妊
娠
・
子
育
て
を
支
え
、未
来
を
創
る

静
岡
県
富
士
宮
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
母
力
向
上
委
員
会

妊
娠
・
子
育
て
期
の
支
援
に
取
り
組
む

　
静
岡
県
富
士
宮
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

母
力
向
上
委
員
会
は
、
子
育
て
中
の
母
親
た
ち
が
中

心
と
な
り
、
平
成
20
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、

平
成
28
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
。

　「
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
て
き
た
よ
か
っ
た
と
思

え
る
社
会
へ
」と
い
う
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、母
親
同
士

が
共
感
し
て
寄
り
添
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
期
の
母
子
保
健
事
業
や

子
育
て
環
境
デ
ザ
イ
ン
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
主
な
事
業
は
、「
妊
娠
出
産
子
育
て
シ
ェ
ア
サ
ポ

ー
ト
事
業
」（
富
士
宮
市
委
託
事
業
）
と
し
て
、妊
娠
・

出
産
・
育
児
に
関
す
る
相
談
支
援
や
講
座
の
開
催
、

地
域
の
子
育
て
情
報
を
発
信
す
る
複
合
的
な
機
能
を

有
す
る
居
場
所
の
運
営
を
は
じ
め
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ

ー
の
養
成
事
業
や
女
性
の
創
業
支
援
、
再
就
職
支
援

な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
富
士
宮
市
と
の
協
働
事
業
で
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
コ
ン
ビ

ニ
や
公
共
施
設
な
ど
を
認
定
す
る
「
ふ
じ
の
み
や
ベ

ビ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
を
実
施
し
、
子
ど
も
連

れ
の
家
族
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。

　
地
域
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の
塩

川
祐
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
活
動
地
域
の
富
士
宮
市
と
富
士
市
は
、
出
生
数

が
年
々
減
少
し
て
お
り
、
女
性
の
働
く
場
が
少
な
い

こ
と
も
あ
り
、
若
年
層
の
女
性
が
流
出
し
て
少
子
化

も
加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
県
内
外
か
ら

子
育
て
世
帯
を
含
め
、
転
入
者
が
多
い
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。
と
く
に
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
は
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
地

縁
・
血
縁
の
な
い
子
育
て
中
の
家
族
が
相
談
先
や
頼

り
に
す
る
存
在
に
な
か
な
か
出
会
え
ず
、
孤
立
す
る

母
親
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」（
以
下
、「  

」
内
は

塩
川
代
表
理
事
の
説
明
）。

　
同
法
人
は
、
令
和
２
～
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を

活
用
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
令
和
２
年
度
事
業
は
、
産
後
１
年
で
社
会
復
帰
す

る
母
親
が
増
加
傾
向
に
あ
る
な
か
、
０
歳
児
の
母
親

向
け
に
子
育
て
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と
と

も
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
、
地
域
の
子
育
て

情
報
を
配
信
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
Ｆ

ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」（
エ
フ
コ
モ
）
を
立
ち
上
げ
た
。

　
令
和
３
年
度
事
業
は
、「『
今
を
支
え
て
未
来
を
創

る
』
子
育
て
環
境
デ
ザ
イ
ン
事
業
」
と
し
て
、
コ
ロ

ナ
禍
の
な
か
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
母
親
が

 WAMから ひと言

　「コロナ期妊娠子育て実態調査」から
母親の孤立状況や精神状態の悪化を把握
し、支援を拡充させました。また、未来
の子育て当事者となる高校生を対象にし
た「co育てアシストプログラム」におい
ても他団体や障害児の親・高校生との意
見交換を行い、プログラムを構築する等、
対象者の状況やニーズに耳を傾け丁寧に
寄り添う事業を行ったことが成果へつな
がったと思料されます。
　当事業は行政の研修実施や高校の授業
で採用されるといった波及効果もみられ、
支援対象者に対する直接的支援に留まら
ず、地域で支えあう社会、地域共生社会
の実現に繋がることが期待できます。
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コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
の
母
親

が
安
心
し
て
社
会
と
つ
な
が
り
、
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
的
に
、
コ
ロ
ナ
期
妊
娠
子
育
て
実

態
調
査
、オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
F
c
o
m
o
」

認
知
拡
大
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
育
て
支
援
の

拡
充
、
子
育
て
応
援
未
来
人
財
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

構
築
を
実
践
し
た
静
岡
県
富
士
宮
市
の
特
定
非
営
利

活
動
法
人
母
力
向
上
委
員
会
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
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安
心
し
て
社
会
と
つ
な
が
り
、
子
育
て
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
を
目
的
に
、
①
コ
ロ
ナ
期
妊
娠
子
育
て
実

態
調
査
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
Ｆ
ｃ
ｏ

ｍ
ｏ
」
認
知
拡
大
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
子
育
て

支
援
の
拡
充
、
③
子
育
て
応
援
未
来
人
財
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
構
築
を
実
施
し
た
。

　「
コ
ロ
ナ
禍
に
入
り
、
妊
娠
や
子
育
て
を
開
始
し

た
人
た
ち
か
ら
不
安
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
な
か

で
、
生
活
状
況
を
把
握
す
る
実
態
調
査
を
実
施
し
、

支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

人
材
育
成
事
業
で
は
、
子
育
て
経
験
の
あ
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
タ
ー
の
育
成
が
中
心
で
し
た
が
、
子
育
て
当
事

者
で
は
な
い
人
た
ち
に
子
育
て
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
、
子
育
て
が
し
や
す
い
地
域
に
つ
な
が
る

と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
令
和
3
年
度
の
助
成
事
業
で

は
将
来
的
に
父
親
や
母
親
に
な
る
で
あ
ろ
う
高
校
生

に
向
け
た
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

コ
ロ
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禍
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生
活
状
況
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把
握
し
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行
政
・
支
援
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体
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共
有
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新
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コ
ロ
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ス
感
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症
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の
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大
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岡
県
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住
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中
ま
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4
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満
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現
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人
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関
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状
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に
関
す
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実
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を
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必
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６
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回
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得
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結
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友
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回
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約
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割
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頼
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し
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。
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受
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世
界
保
健
機
関
が
測
定
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し
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す
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精
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健
康
状
況
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測
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し
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と
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ろ
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回
答
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約
5
割
が
精
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健
康
状
態
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悪
化
し
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い
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と
い
う
結
果
と
な
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と
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支
援
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実
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し
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取り組みでは、屋外イベント「Fcomoピクニック」を開
催し、500人を超える来場者を集めた

　　そのほかにも、母親同士がつながる場として、初めて
育児を行う母親や地域に移住してきた母親、「Fcomo」
会員を対象にしたカフェを開催し、延べ30人が参加した

◆人材育成プログラムは、将来の子育てを担う高校生向
けに「co育てアシストプログラム」を構築し、市内の
高校生が授業の一環として受講した

▼
　事業の波及効果として、富士宮市健康福祉課において
調査結果を活用した保健師や民生・主任児童委員の研修
が実施されたほか、「co育てアシストプログラム」が富
士宮市のベビーステーション事業でプログラムが採用さ
れることにつながった

WAM助成
e -ライブラリー
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な
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

製
作
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
配

信
記
事
を
作
成
す
る
ラ
イ
タ
ー
の
質
を
高
め
る
研
修

を
実
施
し
、
認
知
度
と
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
取

り
組
ん
だ
。

高
校
生
を
対
象
に
し
た

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

　
人
材
育
成
の
取
り
組
み
で
は
、
未
来
の
子
育
て
当

事
者
と
な
る
高
校
生
を
対
象
に
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
、
支
援
が
で
き
る
人
材
の
育
成
と
受
講
者
自

身
の
受
援
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ｃ
ｏ
育
て
ア

シ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
構
築
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
先
駆
的
な
子

育
て
支
援
を
行
う
団
体
を
は
じ
め
、
医
療
的
ケ
ア
児

や
多
胎
児
、障
害
児
の
親
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
得
る
高
校
生
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
を
用
い
た
座
学
と
、
人
形
を
使
っ
て
着
替

え
や
オ
ム
ツ
交
換
、
ミ
ル
ク
作
り
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な

ど
の
ワ
ー
ク
体
験
を
行
い
、
教
材
と
し
て
母
親
が
子

育
て
を
し
て
い
る
姿
や
リ
ア
ル
な
声
を
知
っ
て
も
ら

う
動
画
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
市
役
所
や
ス
ー
パ

ー
を
想
定
し
て
ど
の
よ
う
な
場
面
で
子
育
て
の
手
助

け
が
必
要
に
な
る
の
か
を
理
解
し
、
自
分
に
で
き
そ

う
な
手
助
け
を
確
認
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
構
築
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
富
士
宮
市
内
の
福
祉

科
コ
ー
ス
の
あ
る
高
校
と
高
校
生
団
体
の
授
業
の
な

か
で
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
受
講
し
た
高
校
生
か
ら

は
「
子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

手
助
け
し
て
い
き
た
い
」、「
将
来
、
自
分
の
子
育
て

に
活
か
し
た
い
」、「
子
ど
も
は
地
域
の
み
ん
な
で
育

て
る
べ
き
だ
と
気
づ
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
と
い
う
。

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
面
で
の

支
援
を
拡
充

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
の
拡
充
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
実
態
調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
り
、
そ
の
人
た
ち
が

求
め
て
い
る
支
援
の
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
面
で
の
支
援

が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
で
、『
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
』
を
活
用

し
て
支
援
の
拡
充
や
母
親
同
士
の
交
流
を
具
現
化
で

き
た
こ
と
は
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
を

行
政
や
支
援
団
体
と
共
有
し

た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
支

援
関
係
者
と
つ
な
が
り
、
協

力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
、
富
士
宮
市
健
康
福
祉
課

で
調
査
結
果
を
活
用
し
た
保

健
師
や
民
生
・
主
任
児
童
委

員
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
ほ

か
、
富
士
宮
市
の
ベ
ビ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
高
校
の

授
業
で
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
活

動
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る

と
い
う
。

　

　構築した人材育成プログラムを
高校の授業で実施した際には、行
政の担当者が見学に訪れ、行政や
先生から事業に対して高い評価を
いただきました。高校生からも好
意的に受け止めてもらうことがで

き、実際に子育てをサポートしていきたいと思ってくれ
る人が増えていくことで、子育てしやすい地域になるの
ではないかと感じています。
　一方、オンラインコミュニティ「Fcomo」については、
令和 3 年度からサービスを有料化していますが、思うよ
うに有料会員数が伸びていない状況があります。必要性
はあるだけに、運営方法が課題となっています。

特定非営利活動法人母力向上委員会

代表理事　塩川  祐子氏

子育てしやすい
地域づくりにつながる

〒 418−0039　静岡県富士宮市野中 1136−5 
T E L： 0544−78−0741
F A X： 0544−78−0324
U R L： https://www.haharyoku.com
設　　立：平成 28 年 4 月（任意団体：平成 20 年）
代表理事：塩川　祐子

◆団体概要

て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
つ
な
が
り
が
あ
る
人
が
多

い
こ
と
を
考
え
る
と
、非
常
に
深
刻
な
状
況
で
あ
り
、

家
に
い
て
も
何
ら
か
の
支
援
を
届
け
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」。

　
調
査
結
果
は
、
行
政
や
保
健
所
、
支
援
団
体
と
共

有
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
や
課
題
に

応
じ
た
子
育
て
支
援
の
検
討
に
活
用
さ
れ
る
と
と
も

に
、
行
政
・
支
援
団
体
と
の
関
係
性
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
用
し
た

支
援
の
拡
充

　
子
育
て
支
援
の
拡
充
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」

の
認
知
度
と
満
足
度
を
さ

ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、

オ
ン
ラ
イ
ン
と
対
面
の
両

面
で
の
子
育
て
支
援
の
拡

充
を
図
っ
た
。

　
令
和
２
年
度
の
助
成
事
業
で
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

た
「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
あ
り
な
が
ら
、
富
士
宮
市
と
富
士
市
に
地
域
を

限
定
し
、
妊
婦
か
ら
3
歳
児
ま
で
の
子
育
て
中
の
母

親
を
対
象
に
し
て
い
る
。
子
育
て
経
験
者
が
本
当
に

お
す
す
め
す
る
子
育
て
支
援
ス
ポ
ッ
ト
や
店
舗
、
支

援
団
体
、
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
で
あ
り
、

会
員
専
用
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
い
、

悩
み
の
相
談
や
地
域
の
子
育
て
情
報
の
提
供
、
母
親

同
士
の
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
オ
ン
ラ
イ

ン
と
リ
ア
ル
の
間
を
取
り
も
つ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

認
知
向
上
と
交
流
を
図
る

　「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」
の
認
知
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
は
、
富
士

市
に
あ
る
富
士
中
央
公
園
に
お
い

て
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ

ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
を
開
催
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
骨
盤
ケ
ア
を
行

う
施
術
院
、
子
ど
も
向
け
の
グ
ッ
ズ

や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
販
売
、
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
パ
ン
屋
、
親

子
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
を
行
う
支
援
団
体
な
ど
に
出
店

し
て
も
ら
い
、
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
を
実
施
し
た
。

　「
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
延
べ

５
０
０
人
を
超
え
る
親
子
の
来
場
が

あ
り
、
三
世
代
で
参
加
す
る
人
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
来
場
者
は
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
を
敷
き
、
久
し
ぶ
り
に
会
う
人
た
ち
が
声
を
か

け
あ
っ
た
り
、
飲
食
を
楽
し
み
な
が
ら
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
来
場
者
に
は
『
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
』
の
体
験
入

会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
た
ほ
か
、
屋
外
イ
ベ
ン

ト
に
は
行
政
職
員
や
市
議
会
議
員
が
見
学
に
訪
れ
、

支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会

に
な
り
ま
し
た
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
初
め
て
の
育

児
に
取
り
組
む
母
親
を
対
象
に
し
た
「
初
マ
マ
ｃ
ａ

ｆ
ｅ
」、
新
し
く
地
域
に
移
住
し
て
き
た
母
親
を
対

象
に
し
た
「
転
入
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」、
初
の
会
員
向

け
イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ス
マ
ス
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
」
を
開
催
し
、

延
べ
30
人
の
親
子
が
参
加
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」の
魅
力
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
悩
み
の
相
談
や
地
域
の
子
育
て
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
い
、
育
児
仲
間
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
、会
員
向
け
イ
ベ
ン
ト
で
は
、普
段
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
が
っ
て
い
る
母
親
同
士
が
顔
と
顔
が
み
え

る
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　「『
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
』
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
た
母
親
が

い
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
居
場
所
事
業
の
な
か
の
個
別
相

談
を
紹
介
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
元
気
に
な
り
ま

し
た
。『
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
』
の
な
か
で
も
多
く
の
母
親
や

支
援
者
と
つ
な
が
り
、
最
終
的
に
は
創
業
支
援
事
業

に
参
加
す
る
と
こ
ろ
ま
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
な
か
に
は
対
面
で
は
な
く
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
ほ
う
が
煩
わ
し
く
な
い
と
感

じ
る
人
も
い
ま
す
し
、対
面
で
関
わ
り
た
い
人
も
い

ま
す
の
で
、
双
方
の
よ
い
と
こ
ろ
を
組
み
あ
わ
せ
て

自
分
に
あ
っ
た
関
わ
り
方
を
選
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
と
リ
ア
ル
の
両
輪
の
支
援
が
必
要

15 ●WAMー2023.4

助成事業で構築した「co 育てアシストプロ
グラム」を受講する高校生の様子。子育てニー
ズを理解するとともに、受講者自身の受援力
を高めるプログラムとなっている

特定非営利活動法人
母力向上委員会
理事・事務局長

鍋島 安佐子氏
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な
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
」。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、「
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
」
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

製
作
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
配

信
記
事
を
作
成
す
る
ラ
イ
タ
ー
の
質
を
高
め
る
研
修

を
実
施
し
、
認
知
度
と
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
に
取

り
組
ん
だ
。

高
校
生
を
対
象
に
し
た

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

　
人
材
育
成
の
取
り
組
み
で
は
、
未
来
の
子
育
て
当

事
者
と
な
る
高
校
生
を
対
象
に
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
を

理
解
し
、
支
援
が
で
き
る
人
材
の
育
成
と
受
講
者
自

身
の
受
援
力
を
高
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ｃ
ｏ
育
て
ア

シ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
構
築
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
先
駆
的
な
子

育
て
支
援
を
行
う
団
体
を
は
じ
め
、
医
療
的
ケ
ア
児

や
多
胎
児
、障
害
児
の
親
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
サ
ポ
ー

タ
ー
に
な
り
得
る
高
校
生
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
し
て
は
、
ワ
ー

ク
ブ
ッ
ク
を
用
い
た
座
学
と
、
人
形
を
使
っ
て
着
替

え
や
オ
ム
ツ
交
換
、
ミ
ル
ク
作
り
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
な

ど
の
ワ
ー
ク
体
験
を
行
い
、
教
材
と
し
て
母
親
が
子

育
て
を
し
て
い
る
姿
や
リ
ア
ル
な
声
を
知
っ
て
も
ら

う
動
画
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
。

　
作
成
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は
、
市
役
所
や
ス
ー
パ

ー
を
想
定
し
て
ど
の
よ
う
な
場
面
で
子
育
て
の
手
助

け
が
必
要
に
な
る
の
か
を
理
解
し
、
自
分
に
で
き
そ

う
な
手
助
け
を
確
認
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　
構
築
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
富
士
宮
市
内
の
福
祉

科
コ
ー
ス
の
あ
る
高
校
と
高
校
生
団
体
の
授
業
の
な

か
で
体
験
を
し
て
も
ら
い
、
受
講
し
た
高
校
生
か
ら

は
「
子
育
て
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で

手
助
け
し
て
い
き
た
い
」、「
将
来
、
自
分
の
子
育
て

に
活
か
し
た
い
」、「
子
ど
も
は
地
域
の
み
ん
な
で
育

て
る
べ
き
だ
と
気
づ
い
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
た
と
い
う
。

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
面
で
の

支
援
を
拡
充

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
子

育
て
支
援
の
拡
充
、
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
実
態
調
査
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
に
困
っ

て
い
る
こ
と
が
具
体
的
に
わ
か
り
、
そ
の
人
た
ち
が

求
め
て
い
る
支
援
の
方
向
性
を
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
両
面
で
の
支
援

が
必
要
と
さ
れ
る
な
か
で
、『
Ｆ
ｃ
ｏ
ｍ
ｏ
』
を
活
用

し
て
支
援
の
拡
充
や
母
親
同
士
の
交
流
を
具
現
化
で

き
た
こ
と
は
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
調
査
結
果
を

行
政
や
支
援
団
体
と
共
有
し

た
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
支

援
関
係
者
と
つ
な
が
り
、
協

力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」。

　
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
、
富
士
宮
市
健
康
福
祉
課

で
調
査
結
果
を
活
用
し
た
保

健
師
や
民
生
・
主
任
児
童
委

員
の
研
修
が
実
施
さ
れ
た
ほ

か
、
富
士
宮
市
の
ベ
ビ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
や
高
校
の

授
業
で
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
活

動
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る

と
い
う
。

　

　構築した人材育成プログラムを
高校の授業で実施した際には、行
政の担当者が見学に訪れ、行政や
先生から事業に対して高い評価を
いただきました。高校生からも好
意的に受け止めてもらうことがで

き、実際に子育てをサポートしていきたいと思ってくれ
る人が増えていくことで、子育てしやすい地域になるの
ではないかと感じています。
　一方、オンラインコミュニティ「Fcomo」については、
令和 3 年度からサービスを有料化していますが、思うよ
うに有料会員数が伸びていない状況があります。必要性
はあるだけに、運営方法が課題となっています。

特定非営利活動法人母力向上委員会

代表理事　塩川  祐子氏

子育てしやすい
地域づくりにつながる

〒 418−0039　静岡県富士宮市野中 1136−5 
T E L： 0544−78−0741
F A X： 0544−78−0324
U R L： https://www.haharyoku.com
設　　立：平成 28 年 4 月（任意団体：平成 20 年）
代表理事：塩川　祐子

◆団体概要

　今回のWAM助成で実施した産後ケアやLINE個別相談の反響は大きく2ヶ月待ちの予約状況にもなり、改めてニーズの高さ
を感じました。これまで地域の産後ケア事業は、助産院や病院でのみ行われていましたが、今回のWAM助成のおかげでNPO
である私たちのような支援者が実績を示し参入できたことは、今後の産後ケアのニーズ拡大に応える体制に一石を投じられたと
感じています。今後の展望として、このような事例を全国に広げていけたらと考えております。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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支
援
者
研
修
、
③
愛
知
県
下
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
情

報
提
供
支
援
ツ
ー
ル
の
制
作
を
実
施
し
た
。

　「
妊
娠
期
か
ら
の
訪
問
支
援
に
取
り
組
ん
だ
理
由

と
し
て
、
多
胎
妊
娠
は
出
産
リ
ス
ク
が
高
く
、
母
親

の
多
く
は
子
ど
も
を
無
事
に
出
産
す
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
に
な
り
が
ち
で
、
産
後
の
育
児
ま
で
イ
メ
ー
ジ
や

準
備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

産
後
の
訪
問
支
援
は
過
酷
な
育
児
生
活
の
な
か
で
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
く
余
裕
が
な
か
っ
た
り
、
情
報
収
集

や
支
援
者
と
の
つ
な
が
り
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
妊
娠
期
か
ら

の
訪
問
支
援
に
よ
り
専
門
職
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

つ
な
が
り
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
産
後
に
備
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
日
野
氏
）。

　
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
理
事

や
主
要
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
地
域
の
多
胎
サ
ー
ク
ル

で
構
成
す
る
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
支
援
内
容
や
情
報
提
供
ツ
ー
ル
の

制
作
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。

行
政
と
連
携
し

訪
問
支
援
と
研
修
を
実
施

　
家
庭
訪
問
支
援
で
は
、
孤
立
し
が
ち
な
多
胎
育
児

家
庭
に
妊
娠
期
か
ら
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
把
握
し
、
産
後
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
訪
問
支
援
の

ニ
ー
ズ
や
満
足
度
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

　
訪
問
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
知
県
豊
田

市
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
訪
問

後
に
各
家
庭
の

状
況
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
、

そ
の
情
報
を
も

と
に
必
要
に
応
じ
て
妊
娠
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や

社
会
資
源
の
紹
介
、
産
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら

う
連
携
体
制
を
構
築
し
た
。

　
訪
問
支
援
の
対
象
は
、
豊
田
市
が
開
催
す
る
「
多

胎
パ
パ
マ
マ
教
室
」
や
、
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
を
通

じ
て
募
集
し
、
訪
問
支
援
を
希
望
し
た
市
内
在
住
の

多
胎
妊
娠
家
庭
5
家
庭
に
対
し
、
育
児
困
難
な
多
胎

家
庭
へ
の
訪
問
看
護
を
行
う
助
産
師
と
、
地
域
の
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ペ
ア
で
訪
問
支
援
を
行
っ
た
。

　
訪
問
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
で
あ

り
、
助
産
師
と
し
て
訪
問
支
援
を
担
う
近
藤
綾
子
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一般社団法人あいち多胎ネット
Hello！妊娠期からつながろう！あいち多胎育児支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　愛知県内で多胎育児家庭が安心して生活できることを目的に、妊娠期
から行政や支援団体、医療関係者、多胎サークルなどと連携し、多胎児
を家庭に迎えることを切り口とした訪問支援を実施するとともに、支援
者育成や多胎育児支援に関する情報提供ツールを制作する事業

【実施内容】
◆��「あいち多胎妊娠者向け家庭訪問支
援」育児動線相談事業
孤立しがちな多胎育児家庭に妊娠期
から関わるた
め、助産師とピ
アサポーターが
多胎妊娠者の家
庭を訪問し、育
児動線のアドバ
イスや育児支援
などの情報提供
を行う

◆多胎妊娠家庭訪問支援者研修
家庭訪問支援を担うピアサポータ
ーを対象にした研修を実施し、支
援に必要なスキル習得を図る
◆愛知県下多胎育児家庭への情報提
供支援ツールの制作
事業内容を周知するとともに、県
内の各市区町村で行われている多
胎育児に特化した支援情報を掲載
した冊子とHPを制作

事業概要

【成果】
◆家庭訪問支援は、愛知県豊田市に在住する多胎
家庭5家庭を対象に、産後に必要な支援の情報
提供を行った
　　妊娠期から専門職やピアサポーターと関わる
ことにより、産後は訪問したすべての家庭が多
胎サークルへの参加や訪問看護を利用するな
ど、多胎育児家庭の孤立を防止することにつな
がった

◆制作した冊子（3000部）
は、行政や子育て支援団体、
医療機関などに配布し、県
内外から大きな反響があっ
た（5000部を追加発行）
　　冊子を通じて、さまざまな子育て支援団体から
多胎育児家庭への支援や対応に関する相談が寄せ
られ、連携体制が構築されることにつながった

▼
　事業の波及効果として、豊田市では令和5年4
月から多胎家庭訪問支援事業が開始されることに至
った。また、冊子に掲載した多胎育児支援は、県内
の各市区町村に調査を依頼したことで、行政は他地
域の支援状況を把握することとなり、新たに支援が
開始されるきっかけとなった

助成額
329万3千円

訪問支援を担うピアサポーターを対象にした研修
の様子

訪問時にはアセスメントシートを使用し、多胎育
児で想定されるトラブルや対処方法についてアド
バイスを行った

WAM助成
e -ライブラリー

○○○
○

いきいき

ャレンジチ
いきいき

妊
娠
期
か
ら
関
わ
り

多
胎
育
児
家
庭
を
孤
立
さ
せ
な
い

愛
知
県
名
古
屋
市
・
一
般
社
団
法
人
あ
い
ち
多
胎
ネ
ッ
ト

多
胎
家
庭
が
安
心
し
て
育
児
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て

　
双
子
や
三
つ
子
な
ど
の
多
胎
妊
娠
は
、
母
体
や
多

胎
児
へ
の
負
担
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、
出
産
後
の

育
児
に
お
い
て
も
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
、
経
済

的
な
問
題
に
よ
り
、
育
児
困
難
に
陥
る
ケ
ー
ス
が
少

な
く
な
い
。
さ
ら
に
、
日
本
で
の
多
胎
児
の
分
娩
頻

度
は
１
％
ほ
ど
で
、
周
囲
に
同
じ
よ
う
な
多
胎
家
庭

が
少
な
い
こ
と
か
ら
育
児
へ
の
共
感
が
得
づ
ら
く
、

外
出
も
困
難
な
た
め
、
地
域
社
会
か
ら
孤
立
し
て
し

ま
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
愛
知
県
名
古
屋
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
あ
い
ち

多
胎
ネ
ッ
ト
は
、「
多
胎
家
庭
が
笑
顔
で
楽
し
く
育

児
で
き
る
社
会
」
を
目
指
し
、
医
療
や
行
政
、
地
域

の
子
育
て
支
援
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
当
事
者
同
士
を
つ
な
げ
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
多
胎
家
庭
に
あ
っ
た
切
れ
目
の
な
い
育
児

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
団
体
の
設
立
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
理
事
の
日
野

紗
里
亜
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
私
自
身
が
三
つ
子
の
母
親
と
し
て
多
胎
育
児
で

苦
労
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。
多
胎
妊
娠
は
単
胎
児

と
比
べ
て
早
産
と
な
る
こ
と
が
多
く
、
育
て
づ
ら
さ

が
あ
る
乳
幼
児
3
人
を
同
時
期
に
育
て
る
こ
と
は
、

我
が
子
を
か
わ
い
い
と
思
う
だ
け
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
育
児
の
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
な
か
、

愛
知
県
豊
田
市
で
三
つ
子
の
母
親
が
育
児
疲
れ
か

ら
、子
ど
も
を
虐
待
死
さ
せ
て
し
ま
う
事
件
が
起
き
、

多
胎
サ
ー
ク
ル
に
参
加
す
る
母
親
か
ら
『
自
分
が
い

つ
同
じ
状
態
に
な
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
な
か
っ

た
』
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
悲

し
い
事
件
が
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
、
多
胎
育
児

の
経
験
者
（
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
）
や
助
産
師
、
看
護

師
、
研
究
職
な
ど
が
集
ま
り
、
県
内
の
多
胎
育
児
支

援
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
に
支
援
団
体
を
設
立
し

ま
し
た
」。

　
主
な
活
動
と
し
て
、
多
胎
家
庭
の
交
流
や
団
体
の

啓
発
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
は
じ
め
、
多
胎
児
を

妊
娠
中
の
家
庭
を
対
象
に
し
た
「
多
胎
プ
レ
フ
ァ
ミ

リ
ー
教
室
」
の
開
催
、ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
や
保
健
師
・

助
産
師
な
ど
の
専
門
職
、
子
育
て
支
援
者
に
対
す
る

多
胎
育
児
に
関
す
る
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、名
古
屋
市
の
「
多
胎
児
家
庭
支
援
事
業
」

を
受
託
し
、
多
胎
育
児
家
庭
の
電
話
相
談
や
乳
幼
児

健
診
の
同
行
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

妊
娠
期
か
ら
つ
な
が
り

産
後
の
多
胎
育
児
に
備
え
る

　
同
法
人
は
、
令
和
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
Ｈ
ｅ
ｌ
ｌ
ｏ
！
妊
娠
期
か
ら
つ
な
が
ろ
う
！

あ
い
ち
多
胎
育
児
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
。

　
同
事
業
は
、
多
胎
育
児
家
庭
が
安
心
し
て
育
児
が

で
き
る
よ
う
、
妊
娠
期
か
ら
訪
問
支
援
で
関
わ
り
な

が
ら
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
①
多
胎
妊

娠
者
向
け
家
庭
訪
問
支
援
、
②
多
胎
妊
娠
家
庭
訪
問

 WAMから ひと言

　多胎家庭が抱える不安に、経験者に
よるピアサポートと助産師の専門的な
知見を組み合わせて、共感性と安全性
を両立した質の高い支援をされている
ことが大いに評価されます。
　今後は行政とさらなる協働を行い、
受援力が低い家庭に積極的にアプロー
チすることで、新たな支援者を発見し、
さらにこのような活動が全国に拡がる
ことで、すべての多胎家庭が安心して
出産・子育てできる社会になることを
期待します。

17 ●WAMー2023.9

「
多
胎
家
庭
が
笑
顔
で
楽
し
く
育
児
で
き
る
社
会
」

を
目
指
し
、
医
療
や
行
政
、
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
と
と
も
に
、
多
胎
家
庭
へ
の
育
児
支
援
と

し
て
、
家
庭
訪
問
事
業
、
支
援
者
研
修
事
業
、
情
報

提
供
支
援
ツ
ー
ル
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
愛
知
県
名

古
屋
市
の
一
般
社
団
法
人
あ
い
ち
多
胎
ネ
ッ
ト
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

2
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支
援
者
研
修
、
③
愛
知
県
下
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
情

報
提
供
支
援
ツ
ー
ル
の
制
作
を
実
施
し
た
。

　「
妊
娠
期
か
ら
の
訪
問
支
援
に
取
り
組
ん
だ
理
由

と
し
て
、
多
胎
妊
娠
は
出
産
リ
ス
ク
が
高
く
、
母
親

の
多
く
は
子
ど
も
を
無
事
に
出
産
す
る
こ
と
が
ゴ
ー

ル
に
な
り
が
ち
で
、
産
後
の
育
児
ま
で
イ
メ
ー
ジ
や

準
備
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

産
後
の
訪
問
支
援
は
過
酷
な
育
児
生
活
の
な
か
で
ア

ド
バ
イ
ス
を
聞
く
余
裕
が
な
か
っ
た
り
、
情
報
収
集

や
支
援
者
と
の
つ
な
が
り
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
余
裕
の
あ
る
妊
娠
期
か
ら

の
訪
問
支
援
に
よ
り
専
門
職
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と

つ
な
が
り
、
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
産
後
に
備
え

る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
日
野
氏
）。

　
事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
理
事

や
主
要
メ
ン
バ
ー
の
ほ
か
、
地
域
の
多
胎
サ
ー
ク
ル

で
構
成
す
る
事
業
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
課
題

を
共
有
し
な
が
ら
支
援
内
容
や
情
報
提
供
ツ
ー
ル
の

制
作
な
ど
の
検
討
を
行
っ
た
。

行
政
と
連
携
し

訪
問
支
援
と
研
修
を
実
施

　
家
庭
訪
問
支
援
で
は
、
孤
立
し
が
ち
な
多
胎
育
児

家
庭
に
妊
娠
期
か
ら
介
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会

と
の
つ
な
が
り
を
把
握
し
、
産
後
に
必
要
と
さ
れ
る

支
援
の
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
訪
問
支
援
の

ニ
ー
ズ
や
満
足
度
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。

　
訪
問
支
援
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
知
県
豊
田

市
に
協
力
を
呼

び
か
け
、
訪
問

後
に
各
家
庭
の

状
況
に
つ
い
て

報
告
を
行
い
、

そ
の
情
報
を
も

と
に
必
要
に
応
じ
て
妊
娠
期
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や

社
会
資
源
の
紹
介
、
産
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
も
ら

う
連
携
体
制
を
構
築
し
た
。

　
訪
問
支
援
の
対
象
は
、
豊
田
市
が
開
催
す
る
「
多

胎
パ
パ
マ
マ
教
室
」
や
、
案
内
チ
ラ
シ
の
配
布
を
通

じ
て
募
集
し
、
訪
問
支
援
を
希
望
し
た
市
内
在
住
の

多
胎
妊
娠
家
庭
5
家
庭
に
対
し
、
育
児
困
難
な
多
胎

家
庭
へ
の
訪
問
看
護
を
行
う
助
産
師
と
、
地
域
の
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
ペ
ア
で
訪
問
支
援
を
行
っ
た
。

　
訪
問
支
援
の
体
制
に
つ
い
て
、
同
法
人
理
事
で
あ

り
、
助
産
師
と
し
て
訪
問
支
援
を
担
う
近
藤
綾
子
氏

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

一般社団法人あいち多胎ネット
Hello！妊娠期からつながろう！あいち多胎育児支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　愛知県内で多胎育児家庭が安心して生活できることを目的に、妊娠期
から行政や支援団体、医療関係者、多胎サークルなどと連携し、多胎児
を家庭に迎えることを切り口とした訪問支援を実施するとともに、支援
者育成や多胎育児支援に関する情報提供ツールを制作する事業

【実施内容】
◆��「あいち多胎妊娠者向け家庭訪問支
援」育児動線相談事業
孤立しがちな多胎育児家庭に妊娠期
から関わるた
め、助産師とピ
アサポーターが
多胎妊娠者の家
庭を訪問し、育
児動線のアドバ
イスや育児支援
などの情報提供
を行う

◆多胎妊娠家庭訪問支援者研修
家庭訪問支援を担うピアサポータ
ーを対象にした研修を実施し、支
援に必要なスキル習得を図る
◆愛知県下多胎育児家庭への情報提
供支援ツールの制作
事業内容を周知するとともに、県
内の各市区町村で行われている多
胎育児に特化した支援情報を掲載
した冊子とHPを制作

事業概要

【成果】
◆家庭訪問支援は、愛知県豊田市に在住する多胎
家庭5家庭を対象に、産後に必要な支援の情報
提供を行った

　　妊娠期から専門職やピアサポーターと関わる
ことにより、産後は訪問したすべての家庭が多
胎サークルへの参加や訪問看護を利用するな
ど、多胎育児家庭の孤立を防止することにつな
がった

◆制作した冊子（3000部）
は、行政や子育て支援団体、
医療機関などに配布し、県
内外から大きな反響があっ
た（5000部を追加発行）

　　冊子を通じて、さまざまな子育て支援団体から
多胎育児家庭への支援や対応に関する相談が寄せ
られ、連携体制が構築されることにつながった

▼
　事業の波及効果として、豊田市では令和5年4
月から多胎家庭訪問支援事業が開始されることに至
った。また、冊子に掲載した多胎育児支援は、県内
の各市区町村に調査を依頼したことで、行政は他地
域の支援状況を把握することとなり、新たに支援が
開始されるきっかけとなった

助成額
329万3千円

訪問支援を担うピアサポーターを対象にした研修
の様子

訪問時にはアセスメントシートを使用し、多胎育
児で想定されるトラブルや対処方法についてアド
バイスを行った

WAM助成
e -ライブラリー

○○○
○
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と
か
ら
追
加
で
５
０
０
０
部
を
発
行
し
ま
し
た
。
多

胎
育
児
支
援
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
の

全
市
区
町
村
に
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各

自
治
体
は
他
地
域
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
新

た
に
支
援
が
開
始
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
冊
子
を
通
じ
て
全
国
の
子
育
て
支
援
団
体
か

ら
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
支
援
や
対
応
な
ど
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
団
体
と
の

連
携
が
広
が
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
日

野
氏
）。

　
さ
ら
に
、
冊
子
で
も
紹
介
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ

ー
ト
は
、
行
政
の
行
う
乳
幼
児
訪
問
に
お
い
て
も
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
全
国
の
医
療
機
関
な
ど
か
ら
多
く

の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

妊
娠
期
か
ら
の

多
胎
育
児
支
援
が
拡
大

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
多
胎
育

児
家
庭
と
関
わ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
支
援
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
多
胎

育
児
支
援
の
普
及
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「
妊
娠
期
か
ら
専
門
職
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
関

わ
り
、情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、す
べ
て
の
家
庭
が

訪
問
看
護
の
利
用
や
地
域
の
多
胎
サ
ー
ク
ル
へ
の
参

加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
産
後
の
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
際
に
も
相
談
で
き
る
相
手
や
場
所
が
あ
る
こ
と

で
、多
胎
育
児
家
庭
の
孤
立
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
妊
娠
期
か

ら
の
訪
問
支
援
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
訪
問
支
援
を
行
っ
た
家
庭

は
支
援
希
望
者
の
た
め
、
悩
み
を
打
ち
明
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
潜
在
的
な
受
援
力
が

低
い
母
親
の
ほ
う
が
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う

実
態
が
あ
り
、
す
べ
て
の
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
訪
問

支
援
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
日
野
氏
）。

　
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
、
豊
田
市
で
は
令
和
5
年

度
か
ら
「
多
胎
家
庭
訪
問
支

援
事
業
」
と
し
て
妊
娠
期
か

ら
の
訪
問
支
援
が
事
業
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
同
法
人
が
自
主
事
業
で

実
施
し
て
い
た
多
胎
児
を
妊

娠
中
の
家
庭
を
対
象
に
し
た

「
多
胎
プ
レ
フ
ァ
ミ
リ
ー
教

室
」
が
名
古
屋
市
か
ら
受
託

す
る
多
胎
児
家
庭
支
援
事
業

の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
の
多
胎
育

児
支
援
が
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
と
い
う
。

　

　今後の展望としては、事業を継続
していくことに尽きます。その一方
で、慢性的なマンパワー不足が課題
となっています。その要因として、
当法人は多胎育児経験のあるピアサ
ポーターが中心に支援を支えてくれ

ていますが、自身の子どもの成長にともない、同時期に学校の
受験や進学などの経済的な問題が起きるのに対し、支援に専念
できるだけの給与を支払うことが難しいということがあります。
　これを仕事として成り立つことができるようになれば、マン
パワー不足の解消にとどまらず、支援の拡充にもつながると思
います。運営を安定させるためにも行政の事業化を目指すとと
もに、収益化させる事業の創出に取り組んでいく必要があると
考えています。

一般社団法人あいち多胎ネット

代表理事　日野  紗里亜氏

事業の継続に向けて

〒465−0095
愛知県名古屋市名東区高社一丁目89番地　第二東昭ビル4A
T E L：�052−778−7033
F A X：�052−855−3605
U R L：�https://aichi-tatai.net
設　　立：平成30年8月
代表理事：日野　紗里亜

◆団体概要

アセスメントシート「Tatai�1Year�Plan�」。
現在は行政が行う乳幼児訪問にも活用されている

　「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
自
身
の
育
児
経
験
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
や
工
夫
を
知
り
、
当
事
者
に
と
っ

て
も
共
感
性
が
高
い
も
の
の
、
専
門
職
で
は
な
い
の

で
知
識
の
汎
用
性
や
安
全
性
の
保
障
は
低
い
と
い
う

側
面
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
専
門
職
は
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
情
報
を
も
つ
の
に
対
し
、
共
感
性
が
低
い

こ
と
か
ら
、
両
者
が
ペ
ア
で
訪
問
す
る
こ
と
で
、
互

い
を
補
い
あ
い
な
が
ら
支
援
の
質
を
高
め
ま
し
た
」。

　
訪
問
支
援
を
担
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
対
し
て

は
、
多
胎
育
児
家
庭
の
支
援
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学

ぶ
支
援
者
研
修
を
3
回
開
催
し
、
延
べ
30
人
あ
ま
り

が
受
講
し
た
。

　
研
修
で
は
、
近
藤
氏
が
講
師
を
務
め
、
多
胎
家
庭

の
育
児
状
況
や
傾
聴
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ス
キ
ル
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
視
点
で
介
入
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
か
を
伝
え
た
。
ま
た
、
研
修
に
は

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
行
政
担
当
者
も
参

加
し
て
支
援
内
容
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
研
修
会

場
を
提
供
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

育
児
動
線
相
談
で

効
率
性
と
安
全
性
を
確
保

　
訪
問
支
援
で
は
、
各
家
庭
内
の
間
取
り
を
確
認
し

て
多
胎
児
を
自
宅
に
迎
え
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
育

児
動
線
相
談
を
行
い
な
が
ら
、
産
後
に
必
要
と
な
る

支
援
の
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

　「
多
胎
育
児
は
同
月
齢
の
複
数
の
子
ど
も
を
養
育

す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
効
率
的
で
あ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
、
複
数
の
子
ど
も
が
い
る
こ
と
で
、

思
わ
ぬ
事
故
に
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
育
児
動
線
相
談
で
は
自
宅
の
間
取
り
を
確
認

し
、
2
体
の
赤
ち
ゃ
ん
模
型
を
使
用
し
て
具
体
的
な

育
児
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
育
児
動
線

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
沐

浴
で
は
一
人
の
子
ど
も
が
沐
浴
を
し
て
い
る
間
に
、

も
う
一
人
の
子
ど
も
を
移
動
さ
せ
寝
か
せ
ら
れ
る
安

全
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
り
、
日
中
に
過
ご
す
場

所
、
夜
間
に
就
寝
す
る
場
所
な
ど
に
つ
い
て
一
つ
ひ

と
つ
確
認
し
ま
し
た
」（
近
藤
氏
）。

　
さ
ら
に
、
訪
問
時
に
は
、
産
後
1
年
間
の
多
胎
育

児
計
画
を
可
視
化
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

「Tatai 1Year Plan

」
を
使
用
し
た
。

　
独
自
に
作
成
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
は
、
時

系
列
で
健
診
や
予
防
接
種
な
ど
の
健
康
管
理
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
成
長
発
達
の
確
認
事
項
、
想
定
さ
れ
る
育

児
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
、
専
門
職
か
ら

の
情
報
提
供
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
経
験
談
を
聞
き

な
が
ら
、
家
庭
ご
と
に
頼
る
相
手
や
リ
ソ
ー
ス
先
な

ど
を
事
前
に
記
入
し
て
も
ら
い
、
産
後
の
多
胎
育
児

に
備
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

　
訪
問
支
援
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
す

べ
て
の
家
庭
が
支
援
に
満
足
し
た
と
回
答
し
、「
多

胎
育
児
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
訪
問
支
援
で
知
っ
た
情
報
が
多
く
、
産
後
の

育
児
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
」
と
い
う
声
が

寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

多
胎
育
児
に
関
す
る

支
援
情
報
ツ
ー
ル
を
制
作

　
そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
多
胎
育
児
家
庭

へ
の
情
報
提
供
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
家
庭
訪
問

支
援
事
業
の
紹
介
を
は
じ
め
、
県
内
の
全
市
区

町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
多
胎
育
児
に
特
化
し

た
支
援
策
な
ど
、
多
胎
育
児
に
関
す
る
幅
広
い

情
報
を
掲
載
し
た
冊
子
と
Ｈ
Ｐ
を
制
作
し
た
。

　「
冊
子
は
３
０
０
０
部
発
行
し
、
行
政
や
子

育
て
支
援
団
体
、
医
療
機
関
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
等
に
配
布
し
ま
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
大
き

な
反
響
が
あ
り
、
配
布
の
依
頼
が
相
次
い
だ
こ

19 ●WAMー2023.9

左から理事の榊原綾子氏、ピアサポータークラブ副
会長の本多ゆかり氏、理事の近藤綾子氏（助産師）、
代表理事の日野紗里亜氏、監事の福田雅彦氏

赤ちゃんの模型を用いて沐浴のイメージをしたり、
日中に安全に過ごせる場所を確認している様子
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と
か
ら
追
加
で
５
０
０
０
部
を
発
行
し
ま
し
た
。
多

胎
育
児
支
援
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
県
内
の

全
市
区
町
村
に
調
査
を
依
頼
し
た
こ
と
に
よ
り
、
各

自
治
体
は
他
地
域
の
取
り
組
み
を
知
る
こ
と
で
、
新

た
に
支
援
が
開
始
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
冊
子
を
通
じ
て
全
国
の
子
育
て
支
援
団
体
か

ら
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
支
援
や
対
応
な
ど
に
関
す
る

相
談
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
団
体
と
の

連
携
が
広
が
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
日

野
氏
）。

　
さ
ら
に
、
冊
子
で
も
紹
介
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ

ー
ト
は
、
行
政
の
行
う
乳
幼
児
訪
問
に
お
い
て
も
活

用
さ
れ
る
ほ
か
、
全
国
の
医
療
機
関
な
ど
か
ら
多
く

の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

妊
娠
期
か
ら
の

多
胎
育
児
支
援
が
拡
大

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
妊
娠
期
か
ら
多
胎
育

児
家
庭
と
関
わ
る
仕
組
み
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
幅

広
い
支
援
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
多
胎

育
児
支
援
の
普
及
や
活
性
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
た
。

　「
妊
娠
期
か
ら
専
門
職
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
関

わ
り
、情
報
提
供
を
行
う
こ
と
で
、す
べ
て
の
家
庭
が

訪
問
看
護
の
利
用
や
地
域
の
多
胎
サ
ー
ク
ル
へ
の
参

加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
産
後
の
困
り
ご
と
が
あ
っ

た
際
に
も
相
談
で
き
る
相
手
や
場
所
が
あ
る
こ
と

で
、多
胎
育
児
家
庭
の
孤
立
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
妊
娠
期
か

ら
の
訪
問
支
援
の
重
要
性
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
訪
問
支
援
を
行
っ
た
家
庭

は
支
援
希
望
者
の
た
め
、
悩
み
を
打
ち
明
け
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
潜
在
的
な
受
援
力
が

低
い
母
親
の
ほ
う
が
虐
待
の
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う

実
態
が
あ
り
、
す
べ
て
の
多
胎
育
児
家
庭
へ
の
訪
問

支
援
を
行
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
日
野
氏
）。

　
事
業
の
波
及
効
果
と
し

て
、
豊
田
市
で
は
令
和
5
年

度
か
ら
「
多
胎
家
庭
訪
問
支

援
事
業
」
と
し
て
妊
娠
期
か

ら
の
訪
問
支
援
が
事
業
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
同
法
人
が
自
主
事
業
で

実
施
し
て
い
た
多
胎
児
を
妊

娠
中
の
家
庭
を
対
象
に
し
た

「
多
胎
プ
レ
フ
ァ
ミ
リ
ー
教

室
」
が
名
古
屋
市
か
ら
受
託

す
る
多
胎
児
家
庭
支
援
事
業

の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
る
な

ど
、
妊
娠
期
か
ら
の
多
胎
育

児
支
援
が
広
が
り
を
み
せ
て

い
る
と
い
う
。

　

　今後の展望としては、事業を継続
していくことに尽きます。その一方
で、慢性的なマンパワー不足が課題
となっています。その要因として、
当法人は多胎育児経験のあるピアサ
ポーターが中心に支援を支えてくれ

ていますが、自身の子どもの成長にともない、同時期に学校の
受験や進学などの経済的な問題が起きるのに対し、支援に専念
できるだけの給与を支払うことが難しいということがあります。
　これを仕事として成り立つことができるようになれば、マン
パワー不足の解消にとどまらず、支援の拡充にもつながると思
います。運営を安定させるためにも行政の事業化を目指すとと
もに、収益化させる事業の創出に取り組んでいく必要があると
考えています。

一般社団法人あいち多胎ネット

代表理事　日野  紗里亜氏

事業の継続に向けて

〒465−0095
愛知県名古屋市名東区高社一丁目89番地　第二東昭ビル4A
T E L：�052−778−7033
F A X：�052−855−3605
U R L：�https://aichi-tatai.net
設　　立：平成30年8月
代表理事：日野　紗里亜

◆団体概要

アセスメントシート「Tatai�1Year�Plan�」。
現在は行政が行う乳幼児訪問にも活用されている

　当団体は愛知県内において多胎家庭での虐待を起こしたくない、そんな思いで設立し、6年目を迎えることができました。
　多胎というマイノリティの妊娠出産育児期を支えたい思いで始めたことが、当事者だけでなく社会にも必要と認知された結果
だと確信しております。しかし、産後になって初めて多胎育児の過酷さを目の当たりにし立ち尽くしてしまう家庭も依然として
多く、早期からの情報提供は重要です。オンラインによる妊娠期教室の開催に力を入れ多胎育児の想像力を育んでいける内容を
提供します。また、支援者を育成し、これからも末永く続いていける団体であり続けたいと考えております。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

〒 465−0095
愛知県名古屋市名東区高社一丁目 89 番地　第二東昭ビル 3D
T E L：052−778−7033
F A X：052−855−3605
U R L：https://aichi-tatai.net
設　　立：平成 30 年 8 月
代表理事：日野　紗里亜
※現在代表理事に「榊原　綾子 氏」が就任しています。
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動
に
対
す
る
認
知
度
が
低
く
、
連
携
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
専
門
性
を
も
つ
支
援
団

体
の
受
け
入
れ
調
整
を
ど
の
機
関
が
担
う
の
か
が
明

確
で
は
な
く
、
被
害
や
支
援
状
況
の
全
体
像
が
把
握

で
き
ず
、
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
熊
本
地
震
の
発
生
以
降
は
、

行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
被
災
者

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
内
容
が
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
人

材
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
日
本
各
地
で

災
害
が
発
生
し
て
も
、
支
援
の
『
も
れ
・
む
ら
』
を

な
く
し
、
必
要
な
支
援
が
効
果
的
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
被
災
者
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
機
能
・
役
割
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
支
援
関
係
者
へ
の
周
知
・

普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
検
討
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

　　
1
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
機
能
の
検
討
で
は
、「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
と
「
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
」
の
２
つ
の
会
議
を
設
置
し
た
。

　
会
議
体
に
つ
い
て
、
事
業
担
当
の
鈴
木
淳
子
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
は
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
や
日
本
赤
十
字
社
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ

ラ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
委
員
７

人
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
内
閣
府
防
災
担

当
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
中
央
共
同
募
金
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、『
災
害
中
間
支
援
組
織
全
体

会
』
は
全
国
の
災
害
中
間
支
援
組
織
20
団
体
で
構
成

し
ま
し
た
。『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
で

検
討
し
た
内
容
を
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
『
災
害

中
間
支
援
組
織
全
体
会
』
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

共
有
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
あ
う
こ
と
で
共
通
認
識

を
醸
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
全
体
会
で

は
自
分
の
意
見
を
話
し
に
く
い
方
も
い
る
た
め
、
最

初
は
個
別
に

意
見
を
聞
い

た
り
、
顔
の

見
え
る
関
係

性
を
構
築
す

る
た
め
、
両

方
の
会
議
体

を
合
同
で
開

催
す
る
機
会

を
設
け
ま
し

た
」。

　
2
つ
の
会

議
体
で
は
、

災
害
時
に
必

要
と
さ
れ
る

被
災
者
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の

機
能
や
役
割

等
に
つ
い
て

検
討
を
重

ね
、「
被
災

者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
機
能
と
し
て
、
①
連
携
を
促
進
す
る
機

能
、
②
全
体
像
を
把
握
す
る
機
能
、
③
活
動
を
支
援

す
る
機
能
、
④
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
調
整
機
能

の
4
つ
を
定
義
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
・
民
間
組
織
が

行
っ
た
実
践
事
例
を
は
じ
め
、
実
施
体
制
や
調
整
の

基
本
フ
ロ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

平
時
か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
で
は
、

令和 3 ～ 4 年度 WAM 助成モデル事業

特定非営利活動法人 
全国災害ボランティア支援団体

ネットワーク
被災者支援コーディネーション機能を確立するための基盤整備事業

助成額
令和3年度  731万8千円
令和4年度　　  687万円

【事業概要】
　日本各地で災害が発生しても、支援の「もれ・むら」をなくし、
必要な支援が効果的に届けられるために、被災者支援のコーディ
ネーションに関する機能・体制を明文化するとともに、コーディ
ネーターの育成、支援関係者への普及啓発を行う事業

【実施内容】
◆�被災者支援コーディネーションの全体
機能の検討
2つの会議体を設置し、災害時に必要と
される被災者支援コーディネーション
機能やガイドラインの作成、研修プログ
ラム等の検討を行う

◆支援分野別のコーディネーションの在
り方などの検討
支援課題が多い分野ごとにワーキング
グループを設置し、分野別のガイドラ
インを作成

◆コーディネーター育成研修
被災者支援の調整を担うコーディネー
ターの育成プログラムを開発し、災害
中間支援組織において研修を実施

◆コーディネーションの周知・普及活動
全国フォーラムや各地で開催される研
修会などで、被災者支援コーディネー
ションの機能や必要性を発信

事業概要

【成果】
◆「被災者支援コーディネーション」の機能や役割、事
例などをまとめたガイドラインを作成したことによ
り、支援関係者がコーディネーションに関する共通認
識を醸成することにつながった
　　さらに、被災者支援の全体像を14分野に整理し、
支援課題を多い5分野（家屋保全、食と栄養、子ども支
援、物資支援、外国人支援）のガイドラインを作成した

◆コーディネーター育成研修は、
奈良県と長野県の災害中間支
援組織の関係者を対象に開催
し、延べ 49 人が受講した。
研修には行政や社協の職員も
参加し、コーディネーション
の内容を共有することで連携
体制の強化を図った

◆コーディネーションの周知・普及に向けた活動では、
全国フォーラムや研修会などのイベント（計39回）
を通じて、被災者支援コーディネートの概要やガイド
ラインの内容を行政や支援関係者に発信し、必要性を
広く周知することができた

◀WAM助成
　 e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

被
災
者
支
援
の

コ
ー
ディ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
基
盤
を
整
備

東
京
都
千
代
田
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
）

災
害
中
間
支
援
組
織
と
し
て

被
災
者
支
援
の
調
整
を
担
う

　
東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人

全
国
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表
理
事
：
栗
田
暢
之
氏
）
は
、「
災
害
時
に
お
い

て
も
、
す
べ
て
の
市
民
が
多
様
性
を
認
め
あ
っ
て
支

え
あ
い
、
尊
厳
の
あ
る
生
活
が
守
れ
る
社
会
を
目
指

す
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
も
と
、
災
害
支
援
の
中

間
支
援
組
織
と
し
て
、
被
災
者
支
援
に
お
け
る
課
題

解
決
の
た
め
に
支
援
者
間
の
連
携
を
促
進
し
、
支
援

の
調
整
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
法
人
の
設
立
経
緯
は
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

を
踏
ま
え
、
平
成
25
年
７
月
に
全
国
域
の
災
害
支
援

組
織
が
有
志
で
集
ま
り
、
国
内
に
お
け
る
災
害
時
の

調
整
機
能「
Ｊ
Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
構
想
」に
つ
い
て
協
議
を
開

始
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ

国
内
に
お
け
る
災
害
時
の
支
援
調
整
を
行
う
「
Ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ 

Ｖ
Ｏ
Ａ
Ｄ
」
の
仕
組
み
を
参
考
に
し

た
も
の
で
、日
本
に
適
し
た「
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
機
能
を
目
指
し
、平
成
28
年
11
月
に

支
援
の
調
整
役
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
い
る
。

　
主
な
活
動
は
、
多
様
な
担
い
手
と
と
も
に
全
国
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
災
害
時
の
支
援
調
整
を
は

じ
め
、
災
害
に
備
え
た
啓
発
活
動
、
災
害
支
援
に
関

す
る
研
修
の
企
画
、
政
策
提
言
な
ど
を
実
施
。
さ
ら

に
、
平
時
か
ら
の
連
携
を
進
め
る
た
め
、
支
援
関
係

者
や
行
政
を
対
象
に
し
た
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え

る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
毎
年
開
催
し
て
い
る
。

必
要
な
支
援
を
効
果
的
に

届
け
る
た
め
の
基
盤
を
整
備

　
同
法
人
は
、
令
和
３
～
４
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の

モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
金
を
活
用
し
、「
被

災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
確
立
す
る

た
め
の
基
盤
整
備
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
災
害
時
に
必
要
な
支
援
を
効
果
的
に

届
け
る
た
め
の
「
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
」
の
基
盤
整
備
を
目
的
に
、
①
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
機
能
の
検
討
、
②
支
援
分

野
別
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
な
ど
の
検

討
、
③
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
研
修
、
④
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・
普
及
活
動
を
行
っ
た
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
の

明
城
徹
也
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
活

WAM助成
モデル事業

 WAMから ひと言

　被災者支援における中間支援組織
として、コーディネーションガイド
ラインの作成を行い被災者支援の基
盤を整備するとともに、支援の調整
を行うコーディネーターの育成研修
を行うなど、支援の「もれ・むら」を
なくす活動をしていることは大いに
評価できます。
　災害時においては、行政をはじめ
とする関係団体との連携が必要不可
欠であることから、継続的かつ積極
的な取り組みとともに、成果につい
てもエビデンスを蓄積し、社会へ向
けて発信し続けることを期待します。

17 ●WAMー2024.2

中
間
支
援
組
織
と
し
て
、
被
災
者
支
援
に
お
け
る

支
援
者
間
の
連
携
を
促
進
、
支
援
の
調
整
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
の
全
体
機
能
の
検
討
、
支
援
分
野
別
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
在
り
方
な
ど
の
検
討
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
育
成
研
修
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・

普
及
活
動
を
は
じ
め
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し

た
東
京
都
千
代
田
区
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
全
国

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

3

15



動
に
対
す
る
認
知
度
が
低
く
、
連
携
体
制
が
構
築
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
専
門
性
を
も
つ
支
援
団

体
の
受
け
入
れ
調
整
を
ど
の
機
関
が
担
う
の
か
が
明

確
で
は
な
く
、
被
害
や
支
援
状
況
の
全
体
像
が
把
握

で
き
ず
、
効
果
的
な
支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
教
訓
か
ら
熊
本
地
震
の
発
生
以
降
は
、

行
政
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
が
開
催

さ
れ
る
な
ど
、
連
携
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
被
災
者

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
具
体
的
な
内
容
が
示

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
人

材
が
育
成
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
日
本
各
地
で

災
害
が
発
生
し
て
も
、
支
援
の
『
も
れ
・
む
ら
』
を

な
く
し
、
必
要
な
支
援
が
効
果
的
に
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
被
災
者
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関

す
る
機
能
・
役
割
を
明
文
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
、
支
援
関
係
者
へ
の
周
知
・

普
及
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
検
討
し
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

　　
1
年
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
全
体
機
能
の
検
討
で
は
、「
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
」
と
「
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
」
の
２
つ
の
会
議
を
設
置
し
た
。

　
会
議
体
に
つ
い
て
、
事
業
担
当
の
鈴
木
淳
子
氏
は

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
は
、
日
本
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
や
日
本
赤
十
字
社
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ

ラ
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ユ
ニ
ッ
ト
等
の
委
員
７

人
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
内
閣
府
防
災
担

当
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
中
央
共
同
募
金
会
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、『
災
害
中
間
支
援
組
織
全
体

会
』
は
全
国
の
災
害
中
間
支
援
組
織
20
団
体
で
構
成

し
ま
し
た
。『
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
』
で

検
討
し
た
内
容
を
、
実
際
に
調
整
役
を
担
う
『
災
害

中
間
支
援
組
織
全
体
会
』
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

共
有
し
な
が
ら
意
見
を
出
し
あ
う
こ
と
で
共
通
認
識

を
醸
成
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
中
間
支
援

組
織
全
体
会
の
メ
ン
バ
ー
の
な
か
に
は
、
全
体
会
で

は
自
分
の
意
見
を
話
し
に
く
い
方
も
い
る
た
め
、
最

初
は
個
別
に

意
見
を
聞
い

た
り
、
顔
の

見
え
る
関
係

性
を
構
築
す

る
た
め
、
両

方
の
会
議
体

を
合
同
で
開

催
す
る
機
会

を
設
け
ま
し

た
」。

　
2
つ
の
会

議
体
で
は
、

災
害
時
に
必

要
と
さ
れ
る

被
災
者
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の

機
能
や
役
割

等
に
つ
い
て

検
討
を
重

ね
、「
被
災

者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
作
成
し
た
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
機
能
と
し
て
、
①
連
携
を
促
進
す
る
機

能
、
②
全
体
像
を
把
握
す
る
機
能
、
③
活
動
を
支
援

す
る
機
能
、
④
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
調
整
機
能

の
4
つ
を
定
義
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
・
民
間
組
織
が

行
っ
た
実
践
事
例
を
は
じ
め
、
実
施
体
制
や
調
整
の

基
本
フ
ロ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
す
る

平
時
か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
。

　
さ
ら
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
委
員
会
で
は
、

令和 3 ～ 4 年度 WAM 助成モデル事業

特定非営利活動法人 
全国災害ボランティア支援団体

ネットワーク
被災者支援コーディネーション機能を確立するための基盤整備事業

助成額
令和3年度  731万8千円
令和4年度　　  687万円

【事業概要】
　日本各地で災害が発生しても、支援の「もれ・むら」をなくし、
必要な支援が効果的に届けられるために、被災者支援のコーディ
ネーションに関する機能・体制を明文化するとともに、コーディ
ネーターの育成、支援関係者への普及啓発を行う事業

【実施内容】
◆�被災者支援コーディネーションの全体
機能の検討
2つの会議体を設置し、災害時に必要と
される被災者支援コーディネーション
機能やガイドラインの作成、研修プログ
ラム等の検討を行う

◆支援分野別のコーディネーションの在
り方などの検討
支援課題が多い分野ごとにワーキング
グループを設置し、分野別のガイドラ
インを作成

◆コーディネーター育成研修
被災者支援の調整を担うコーディネー
ターの育成プログラムを開発し、災害
中間支援組織において研修を実施

◆コーディネーションの周知・普及活動
全国フォーラムや各地で開催される研
修会などで、被災者支援コーディネー
ションの機能や必要性を発信

事業概要

【成果】
◆「被災者支援コーディネーション」の機能や役割、事
例などをまとめたガイドラインを作成したことによ
り、支援関係者がコーディネーションに関する共通認
識を醸成することにつながった

　　さらに、被災者支援の全体像を14分野に整理し、
支援課題を多い5分野（家屋保全、食と栄養、子ども支
援、物資支援、外国人支援）のガイドラインを作成した

◆コーディネーター育成研修は、
奈良県と長野県の災害中間支
援組織の関係者を対象に開催
し、延べ 49 人が受講した。
研修には行政や社協の職員も
参加し、コーディネーション
の内容を共有することで連携
体制の強化を図った

◆コーディネーションの周知・普及に向けた活動では、
全国フォーラムや研修会などのイベント（計39回）
を通じて、被災者支援コーディネートの概要やガイド
ラインの内容を行政や支援関係者に発信し、必要性を
広く周知することができた

◀WAM助成
　 e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
支
援
内
容
、
行
政
の
被

災
者
支
援
制
度
を
学
ぶ
座
学
と
ケ
ー
ス
検
討
を
中
心

に
行
っ
た
。

　「
ケ
ー
ス
検
討
で
は
、
水
害
や
地
震
を
想
定
し
て

被
害
状
況
や
規
模
を
提
示
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
支
援
ニ
ー
ズ
と
全
体
像
を
把
握
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
た
調
整
を
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
に
行
政
や

社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
を
想
定

し
、
課
題
に
対
す
る
支
援
方
針
や
調
整
の
提
案
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
み
込
み
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

行
政
や
社
協
の
職
員
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
中
間
支
援
組
織
が
実
践
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
連
携
体
制
の

強
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
明
城
氏
）。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・
普
及
活
動
で
は
、

同
法
人
が
毎
年
開
催
す
る
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え

る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、
都
道
府
県
域
で
行
わ
れ

る
研
修
会
（
延
べ
39
回
）
で
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
作
成
し
た
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を
行
い
、
参
加
し
た
支
援
関
係

者
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
在
は
、
行
政
や
全
国
の
支
援
関
係
者
か
ら
被
災

者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

新
た
な
活
動
に
発
展

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
や
機
能
、実
践
事
例
等
を
ま
と

め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
支
援
関
係
者
の
共

通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
が
で
き
た
。

　「
被
災
者
支
援
を
14
分
野
に
整
理
し
た
こ
と
に
よ

り
、
全
体
像
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
な

か
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
優
先
的
に
作
成
す
る
分
野

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
各
地
の
災

害
中
間
支
援
組
織
で
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
支
援
関
係
者
が
集
ま
る
議
論
の

場
を
設
け
、
支
援
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
連
携
体
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
」（
明
城
氏
）。

　
モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
千
葉
県
に

お
い
て
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
も
と
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
長
野
県
で
は
子
ど
も
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
し
て
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け

る
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
。

　
今
後
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
行
政
・
社
協
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
に
よ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の

構
築
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
災
害
時
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
等
を

通
じ
て
、
三
者
の
役
割
を
検

証
・
改
善
し
て
い
く
事
業
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

※�このたびの令和6年能登半島地震においてJVOADは、協定を結んでいる石川県、タイアップ宣言により連携する内閣府、そして地元団体や支援組織と協議を重ね、
対応にあたっている（令和6年1月現在）。

　

　モデル事業では、5 分野の支援分野別
ガイドラインを作成しましたが、整理が
必要な分野が残されています。とくに「保
健・医療・福祉分野」については、今回
蓄積したノウハウをもとに着手しなくて
はならないと考えています。
　また、災害中間支援組織の体制は脆弱

であることが多く、財源や人材確保は喫緊の課題となっていま
す。当法人は令和 3 年に災害支援のネットワークやノウハウづ
くり、キャパシティビルディングなどを応援する「災害支援そ
なえ令和基金」を設立しており、さらに充実させることで、平
時からの体制整備につなげていくことを目指しています。

特定非営利活動法人
全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

事務局長　明城  徹也氏

「保健・医療・福祉分野」の
ガイドラインを作成

〒 100−0004  
東京都千代田区大手町 2−2−1 新大手町ビル 267−B
T E L： 080−5961−9213
U R L： https://jvoad.jp/
設　　立：平成 28 年 11 月
代表理事：栗田　暢之

◆団体概要

災
害
時
に
支
援
課
題
の
多
い
「
家
屋
保
全
」、「
食
と

栄
養
」、「
子
ど
も
支
援
」
の
3
分
野
に
つ
い
て
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
支
援
事
例
を
体
系

化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組

み
を
検
討
し
、
分
野
別
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
た
。

被
災
者
支
援
を
14
分
野
に
整
理

　
2
年
目
は
、
2
つ
の
会
議
体
を
継
続
開
催
し
、
災

害
時
の
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
仕
組

み
づ
く
り
を
は
じ
め
、
行
政
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
、
災
害
中
間
支
援

組
織
と
共
通
認
識
の
醸
成
を

図
り
な
が
ら
、
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
議
論
を

具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
、
被
災
者
支
援

の
全
体
像
と
し
て
時
系
列
に
14
分
野
に
整

理
し
た（
図
）。支
援
分
野
の
整
理
を
受
け
、

2
年
目
は
「
外
国
人
支
援
」、「
物
資
支
援
」

の
2
分
野
を
選
定
し
、
新
た
に
設
置
し
た

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
の
検
討
を
踏
ま

え
、
分
野
別
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し

た
。

　「『
外
国
人
支
援
』
は
、
あ
る
程
度
の
支

援
の
仕
組
み
が
あ
る
も
の
の
、
災
害
支
援

と
外
国
人
支
援
を
行
う
支
援
者
の
接
点
が

な
く
、
効
果
的
な
連
携
が
図
ら
れ
て
い
な

い
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
外
国
人
支
援
の

活
動
や
支
援
事
例
を

掲
載
し
、
調
整
役
を

担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
把
握
し
て
も

ら
う
内
容
と
し
て
い

ま
す
。『
物
資
支
援
』

に
つ
い
て
は
、
行
政

の
役
割
が
大
き
い
こ
と
か
ら
行

政
の
支
援
に
精
通
し
て
い
る
専

門
家
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
ま
と
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
な
物
資

だ
け
で
な
く
、『
大
規
模
災
害

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
関

連
団
体
協
議
会
』（
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
）

と
い
う
リ
ハ
ビ
リ
関
係
の
災
害

支
援
組
織
が
過
去
の
災
害
で
福

祉
用
具
を
配
布
し
た
情
報
な
ど

も
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま

す
」（
明
城
氏
）。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
研
修
を
実
施

　
支
援
の
調
整
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
新
た
に
人
材
育
成
部
会
を
設
け
、
作

成
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
も
と
に
、
奈
良
県
と
長
野
県
の
災
害
中
間
支
援

組
織
の
関
係
者
を
対
象
に
研
修
会
を
実
施
し
た
。

　
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

19 ●WAMー2024.2

特定非営利活動法人
全国災害ボランティア支援

団体ネットワーク

事業担当

鈴木  淳子氏

災害中間支援組織の関係者を対象にしたコー
ディネーター育成研修の様子。行政や社協の職
員も参加することにより、実践するコーディ
ネーションについて共有することができた

発生　　→　　3カ月　 →　　　 半年　　  → 　　　　　　2年
①在宅（調査、移動、家屋、健康、経済、ケース）

②避難所（調査、運営（環境整備、支援調整））

③応急仮設住宅（環境整備、移動、見守り、生きがい、ケース）

④災害公営住宅（環境整備、見守り、ケース）

⑤食と栄養（食材、食事、調理環境、ケース）★

★は、分野別コーディネーション・ガイドラインを作成

⑥子ども（居場所、ストレス、メンタルケア、施設）★

⑦物資（衣料、消耗品、家電、備品、ケース）★

⑧保健医療福祉／要配慮者（ケース、環境整備、物資など）

⑨外国人（多言語発信、翻訳・通訳、調査）★

⑩ペット（食料、飼育用品、住み分け、健康管理）

⑪家屋保全（床下、壁、屋根、カビ、土砂、貴重品、のり面）★

⑫暮らしの再建（相談、ケース、経済、物資、転居、写真）

⑬コミュニティ形成（施設、備品、場、まちづくり）

⑭生業（農業、商店、事務所、販促、イベント）

被災者の生活
の場所ごとの
分野

被災者の課題
ごとの分野

避難生活
を支える

生活を
再建する

地域の
賑わい

※ジェンダーに関して上記のあらゆる領域に関係
していることにも留意する必要がある。

※災害によっては、市町村域・都道府県域を超える
　「広域避難」への対応が必要になるケースがある

図 被災者支援コーディネーション　支援分野の全体像（14 分野×時系列）
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
支
援
内
容
、
行
政
の
被

災
者
支
援
制
度
を
学
ぶ
座
学
と
ケ
ー
ス
検
討
を
中
心

に
行
っ
た
。

　「
ケ
ー
ス
検
討
で
は
、
水
害
や
地
震
を
想
定
し
て

被
害
状
況
や
規
模
を
提
示
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
支
援
ニ
ー
ズ
と
全
体
像
を
把
握
し
な
が
ら
、

課
題
解
決
に
向
け
た
調
整
を
行
う
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
時
に
行
政
や

社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
支
援
関
係
者
が
集
ま
り
、
課
題

解
決
に
向
け
た
検
討
を
行
う
情
報
共
有
会
議
を
想
定

し
、
課
題
に
対
す
る
支
援
方
針
や
調
整
の
提
案
を
行

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
組
み
込
み
ま
し
た
。
研
修
会
に
は

行
政
や
社
協
の
職
員
も
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
災

害
中
間
支
援
組
織
が
実
践
す
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
把
握
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
連
携
体
制
の

強
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」（
明
城
氏
）。

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
周
知
・
普
及
活
動
で
は
、

同
法
人
が
毎
年
開
催
す
る
「
災
害
時
の
連
携
を
考
え

る
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、
都
道
府
県
域
で
行
わ
れ

る
研
修
会
（
延
べ
39
回
）
で
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
機
能
や
役
割
、
作
成
し
た
各
種
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を
行
い
、
参
加
し
た
支
援
関
係

者
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
現
在
は
、
行
政
や
全
国
の
支
援
関
係
者
か
ら
被
災

者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
演
依
頼

が
多
く
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

と
い
う
。

　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

新
た
な
活
動
に
発
展

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
被
災
者
支
援
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
や
機
能
、実
践
事
例
等
を
ま
と

め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
支
援
関
係
者
の
共

通
認
識
を
醸
成
す
る
た
め
の
土
台
づ
く
り
が
で
き
た
。

　「
被
災
者
支
援
を
14
分
野
に
整
理
し
た
こ
と
に
よ

り
、
全
体
像
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な
り
、
そ
の
な

か
か
ら
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
優
先
的
に
作
成
す
る
分
野

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
各
地
の
災

害
中
間
支
援
組
織
で
研
修
会
を
実
施
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
支
援
関
係
者
が
集
ま
る
議
論
の

場
を
設
け
、
支
援
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
図
ら
れ
る
こ
と
で
連
携
体
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
」（
明
城
氏
）。

　
モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
は
、
千
葉
県
に

お
い
て
被
災
者
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
も
と
に
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
ほ

か
、
長
野
県
で
は
子
ど
も
支
援
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

参
考
に
し
て
、
行
政
と
Ｎ
Ｐ

Ｏ
等
に
よ
る
緊
急
時
に
お
け

る
子
ど
も
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
立
ち
上
げ
ら
れ
た
と
い

う
。

　
今
後
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く

と
と
も
に
、
行
政
・
社
協
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
三
者
に
よ
る
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
体
制
の

構
築
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が

ら
、
災
害
時
を
想
定
し
た
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
等
を

通
じ
て
、
三
者
の
役
割
を
検

証
・
改
善
し
て
い
く
事
業
に

発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し

て
い
る
。

※�このたびの令和6年能登半島地震においてJVOADは、協定を結んでいる石川県、タイアップ宣言により連携する内閣府、そして地元団体や支援組織と協議を重ね、
対応にあたっている（令和6年1月現在）。

　

　モデル事業では、5 分野の支援分野別
ガイドラインを作成しましたが、整理が
必要な分野が残されています。とくに「保
健・医療・福祉分野」については、今回
蓄積したノウハウをもとに着手しなくて
はならないと考えています。
　また、災害中間支援組織の体制は脆弱

であることが多く、財源や人材確保は喫緊の課題となっていま
す。当法人は令和 3 年に災害支援のネットワークやノウハウづ
くり、キャパシティビルディングなどを応援する「災害支援そ
なえ令和基金」を設立しており、さらに充実させることで、平
時からの体制整備につなげていくことを目指しています。

特定非営利活動法人
全国災害ボランティア支援団体ネットワーク

事務局長　明城  徹也氏

「保健・医療・福祉分野」の
ガイドラインを作成

〒 100−0004  
東京都千代田区大手町 2−2−1 新大手町ビル 267−B
T E L： 080−5961−9213
U R L： https://jvoad.jp/
設　　立：平成 28 年 11 月
代表理事：栗田　暢之

◆団体概要

　今後は、被災者支援コーディネーション ガイドラインをさらに充実させ、被災された方々の一日も早い生活再建のために幅
広い支援が円滑に行われることに貢献していきたいと思っています。また、令和５年度から開始したWAM助成・モデル事業で
は、災害時の動きを想定し、行政、社会福祉協議会、ＮＰＯ等の三者の役割を検証・改善するための訓練の実施を通じて、三者
による被災者支援のコーディネーション体制の構築に取り組んでいきます。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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の
育
成
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
実
施
し

た
。

　「
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
当

法
人
は
豊
島
区
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

不
登
校
の
子
ど
も
の
家
庭
訪
問
を
行
い
、
運
営
す
る

居
場
所
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
文
京
区
か
ら
『
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て

中
学
校
卒
業
後
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
て
活
動
で
き

な
い
か
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
家
庭
訪
問
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
不
登
校
等
の
若
者
の
支
援
を
文

京
区
内
で
活
動
す
る
各
支
援
機
関
と
連
携
し
、
支
援

が
途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
つ
な
が
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
」（
荒
井
氏
）。

不
登
校
等
の
若
者
へ
の

家
庭
訪
問
・
個
別
支
援
を
実
施

　
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
と
し
て
は
、
行
政
で
は
リ
ー
チ
し
に
く
い
不
登
校

等
の
若
者
に
早
期
に
介
入
し
て
孤
立
状
態
を
解
消
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
京
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
地
域
の
支
援
団
体
か
ら
紹
介
を
受
け
た
若
者
に
対

し
、
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
訪
問
を
実

施
し
た
。

　
紹
介
を
受
け
た
当
事
者
の
家
庭
訪
問
を
行
う
際

は
、
社
協
が
保
護
者
の
同
意
を
取
り
、
支
援
者
が
介

入
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、
個
人
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
必
要
な
情
報
を
開
示

し
て
も
ら
っ

た
。

　「
家
庭
訪

問
で
は
、
若

者
の
ニ
ー
ズ

や
情
報
を
把

握
し
、
居
場

所
の
利
用
に

つ
な
げ
る
た

め
に
信
頼
関

係
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。
本
人
と
保
護
者
の
対
応

を
一
緒
に
行
う
と
、
双
方
に
話
す
内
容
が
異
な
る
た

め
、
基
本
的
に
保
護
者
の
対
応
は
社
協
や
行
政
窓
口

の
担
当
者
に
お
願
い
し
て
、
当
法
人
は
当
事
者
に
対

応
す
る
役
割
分
担
を
し
ま
し
た
。
行
政
と
の
調
整
も

社
協
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
以
外
に
も
、
本
人

の
希
望
に
応
じ
て
自
宅
以
外
の
場
所
で
の
支
援
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
支
援
に
も
柔
軟
に
対
応
し
、

令
和
3
年
度
か
ら
は
文
京
区
内
の
行
政
機
関
や
支
援

運営する居場所で、職員と若者が一緒にゲーム
をしている様子

特定非営利活動法人サンカクシャ
子どもの孤立を防ぐ居場所を拠点とした地域連携の
包括的支援事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度434万5千円
令和２年度610万4千円
令和３年度681万2千円

【事業概要】
　学校や社会に馴染めず、周りの大人を頼ることができない子ども・若者にリ
ーチするために、関係機関と連携して「個別支援・家庭訪問」、「アウトリーチ
手法の開発」、「居場所の運営」、「支援者の育成」を実施し、支援が途切れやす
い義務教育終了後もつながり続けることができる支援体制を構築する事業

【実施内容】
◆�困難を抱える子ども・若者へのアウトリー
チ（家庭訪問・個別支援）
不登校等の子どもの孤立状態を解消するた
め、支援機関から紹介を受けた子どもへの
家庭訪問や個別支援を実施
◆子ども・若者の興味関心にあわせたアウト
リーチイベントの実施
家庭訪問や相談支援などに抵抗感がある子
どもに対し、支援を入り口としないアプロ
ーチ方法を開発
◆多様な主体が関わる常設型の居場所の運営
アウトリーチで出会
った子ども・若者の
生きる意欲を育むた
め、悩みの相談や興
味関心のあることに
取り組むことのでき
る居場所を運営
◆伴走支援者の育成と支援ネットワークづくり
子ども・若者に寄り添う伴走支援者の育成
とともに、学校等との連携が図れる支援ネ
ットワークを構築

事業概要

【成果】
◆3年目（令和3年度事業）の困難を抱える子ども・
若者へのアウトリーチの支援実績は、文京区教育
支援センターや支援団体から紹介された不登校等
の中高生 19 人に対し、家庭訪問や SNS、
ZOOM等を活用したオンラインでの対応を含め、
計151回の個別支援を行った

◆アウトリーチ手法の開発では、オンラインゲーム
や英会話教室といった子ども・若者の興味関心に
あわせたアプローチを実施。とくにオンラインゲ
ームの活用は、関係性を構築しやすく、これまで
アプローチが難しかった多くの子ども・若者とつ
ながることができた

◆居場所（全102回）の利用実績は、アウトリーチ
でつながった若者等の17人が利用した。居場所
では相談対応や参加者が興味関心のある活動のほ
か、若者同士や社会性を獲得するための交流、併
設するカフェでの職業体験な
どの機会を提供した
　居場所の活動を通して、
参加者は意欲的に変化
するとともに、継続的に
伴走支援を行う支援者
との信頼関係を構築す
ることにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

※令和元年度は、（福）文京区社会福祉協議会が実施、サンカクシャは連携団体として参加。
　令和2年度に事業承継を受けて、サンカクシャが実施。
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頼
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活
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親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
な
い
若
者
の

支
援
に
取
り
組
む

　
東
京
都
豊
島
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
サ

ン
カ
ク
シ
ャ
は
、
親
や
身
近
な
大
人
に
頼
れ
ず
孤
立

す
る
若
者
に
対
し
、
生
き
て
い
く
た
め
の
基
盤
と
し

て
「
居
場
所
づ
く
り
」、「
住
ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
」、「
社

会
に
出
て
働
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
」
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
代
表
理
事
の
荒
井
佑
介
氏
は
、
学
生
時
代
か
ら
ホ

ー
ム
レ
ス
支
援
に
携
わ
り
、
路
上
生
活
を
し
て
い
る

多
く
の
若
者
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
子
ど
も

の
貧
困
問
題
に
対
す
る
活
動
を
開
始
。
小
中
学
生
の

学
習
支
援
や
非
行
少
年
な
ど
の
若
者
支
援
を
行
う
な

か
で
、
行
政
等
の
支
援
が
途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育

終
了
後
の
サ
ポ
ー
ト
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら

令
和
元
年
5
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
し
た
。

　
現
在
の
主
な
活
動
は
、
若
者
が
安
心
し
て
地
域
の

大
人
と
交
流
で
き
る
居
場
所
の
運
営
を
は
じ
め
、
住

ま
い
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
親
を
頼
れ
な
い
若
者
向
け

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
都
内
4
カ
所
に
整
備
し
て
い

る
。
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
地
域
の
企
業
と
連
携

し
て
働
く
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
、
若
者
の
仕
事
探

し
を
伴
走
す
る
と
と
も
に
、
働
く
自
信
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
都
市
部
に
お
け
る
親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
な
い

若
者
の
課
題
に
つ
い
て
、
荒
井
氏
は
次
の
よ
う
に
説

明
す
る
。

　「
学
習
支
援
や
居
場
所
な
ど
の
支
援
は
増
え
て
い

ま
す
が
、
高
校
生
年
齢
を
対
象
と
し
た
公
的
支
援
や

民
間
の
支
援
は
不
足
し
て
お
り
、
若
者
世
代
が
孤
立

し
や
す
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
、
都
市
部
は

人
が
多
い
か
ら
こ
そ
人
に
頼
れ
ず
孤
立
感
が
あ
り
、

発
見
が
難
し
い
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

貧
困
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
、
搾
取
す
る
大
人
と
つ
な

が
り
や
す
い
傾
向
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
よ
り
一
層

孤
立
し
た
若
者
が
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
」。

モ
デ
ル
事
業
を
活
用
し
て

若
者
の
孤
立
を
防
ぐ

　
同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
～
３
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
の
「
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
「
子
ど
も
の
孤
立
を

防
ぐ
居
場
所
を
拠
点
と
し
た
地
域
連
携
の
包
括
的
支

援
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
学
校
や
社
会
に
な
じ
め
ず
、
周
り
の

大
人
を
頼
る
こ
と
の
で
き
な
い
15
～
25
歳
前
後
の
若

者
に
リ
ー
チ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
（
個
別
支
援
・

家
庭
訪
問
）、
②
子
ど
も
・
若
者
の
興
味
関
心
に
あ

わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
、
③
多
様

な
主
体
が
関
わ
る
常
設
型
の
居
場
所
の
運
営
、
④
困

難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
と
関
わ
る
伴
走
支
援
者

WAM助成
モデル事業

 WAMから ひと言

　心を閉ざす傾向にある若者に対し、関心
のあるゲームを取り入れ話しやすい環境を
作ることや、大人側も意識的に素を出すこ
とで信頼形成を促すなど、柔軟な発想で工
夫を行い、何よりも若者に寄り添うことを
大切にしています。
　支援の体制においては、社協や教育支援
センターと連携し、それぞれの長所を生か
し、有効な役割分担を確立しています。
　これまでの活動で地域との繋がりも深
まっており、今後学校等による若者支援へ
の協調など、更なる支援ネットワークの拡
大や地域への波及効果が期待できます。
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の
育
成
と
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
実
施
し

た
。

　「
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
と
し
て
は
、
当

法
人
は
豊
島
区
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

不
登
校
の
子
ど
も
の
家
庭
訪
問
を
行
い
、
運
営
す
る

居
場
所
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
文
京
区
か
ら
『
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
し
て

中
学
校
卒
業
後
の
支
援
を
一
緒
に
考
え
て
活
動
で
き

な
い
か
』
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
家
庭
訪
問
に
よ
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
不
登
校
等
の
若
者
の
支
援
を
文

京
区
内
で
活
動
す
る
各
支
援
機
関
と
連
携
し
、
支
援

が
途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
つ
な
が
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
る
支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
み

ま
し
た
」（
荒
井
氏
）。

不
登
校
等
の
若
者
へ
の

家
庭
訪
問
・
個
別
支
援
を
実
施

　
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
と
し
て
は
、
行
政
で
は
リ
ー
チ
し
に
く
い
不
登
校

等
の
若
者
に
早
期
に
介
入
し
て
孤
立
状
態
を
解
消
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
文
京
区
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

や
地
域
の
支
援
団
体
か
ら
紹
介
を
受
け
た
若
者
に
対

し
、
ス
タ
ッ
フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
家
庭
訪
問
を
実

施
し
た
。

　
紹
介
を
受
け
た
当
事
者
の
家
庭
訪
問
を
行
う
際

は
、
社
協
が
保
護
者
の
同
意
を
取
り
、
支
援
者
が
介

入
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
場
合
、
個
人
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
必
要
な
情
報
を
開
示

し
て
も
ら
っ

た
。

　「
家
庭
訪

問
で
は
、
若

者
の
ニ
ー
ズ

や
情
報
を
把

握
し
、
居
場

所
の
利
用
に

つ
な
げ
る
た

め
に
信
頼
関

係
の
構
築
を
図
り
ま
し
た
。
本
人
と
保
護
者
の
対
応

を
一
緒
に
行
う
と
、
双
方
に
話
す
内
容
が
異
な
る
た

め
、
基
本
的
に
保
護
者
の
対
応
は
社
協
や
行
政
窓
口

の
担
当
者
に
お
願
い
し
て
、
当
法
人
は
当
事
者
に
対

応
す
る
役
割
分
担
を
し
ま
し
た
。
行
政
と
の
調
整
も

社
協
に
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
庭
訪
問
以
外
に
も
、
本
人

の
希
望
に
応
じ
て
自
宅
以
外
の
場
所
で
の
支
援
や
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
個
別
支
援
に
も
柔
軟
に
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応
し
、

令
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は
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京
区
内
の
行
政
機
関
や
支
援

運営する居場所で、職員と若者が一緒にゲーム
をしている様子

特定非営利活動法人サンカクシャ
子どもの孤立を防ぐ居場所を拠点とした地域連携の
包括的支援事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度434万5千円
令和２年度610万4千円
令和３年度681万2千円

【事業概要】
　学校や社会に馴染めず、周りの大人を頼ることができない子ども・若者にリ
ーチするために、関係機関と連携して「個別支援・家庭訪問」、「アウトリーチ
手法の開発」、「居場所の運営」、「支援者の育成」を実施し、支援が途切れやす
い義務教育終了後もつながり続けることができる支援体制を構築する事業

【実施内容】
◆�困難を抱える子ども・若者へのアウトリー
チ（家庭訪問・個別支援）
不登校等の子どもの孤立状態を解消するた
め、支援機関から紹介を受けた子どもへの
家庭訪問や個別支援を実施
◆子ども・若者の興味関心にあわせたアウト
リーチイベントの実施
家庭訪問や相談支援などに抵抗感がある子
どもに対し、支援を入り口としないアプロ
ーチ方法を開発
◆多様な主体が関わる常設型の居場所の運営
アウトリーチで出会
った子ども・若者の
生きる意欲を育むた
め、悩みの相談や興
味関心のあることに
取り組むことのでき
る居場所を運営
◆伴走支援者の育成と支援ネットワークづくり
子ども・若者に寄り添う伴走支援者の育成
とともに、学校等との連携が図れる支援ネ
ットワークを構築

事業概要

【成果】
◆3年目（令和3年度事業）の困難を抱える子ども・
若者へのアウトリーチの支援実績は、文京区教育
支援センターや支援団体から紹介された不登校等
の中高生 19 人に対し、家庭訪問や SNS、
ZOOM等を活用したオンラインでの対応を含め、
計151回の個別支援を行った

◆アウトリーチ手法の開発では、オンラインゲーム
や英会話教室といった子ども・若者の興味関心に
あわせたアプローチを実施。とくにオンラインゲ
ームの活用は、関係性を構築しやすく、これまで
アプローチが難しかった多くの子ども・若者とつ
ながることができた

◆居場所（全102回）の利用実績は、アウトリーチ
でつながった若者等の17人が利用した。居場所
では相談対応や参加者が興味関心のある活動のほ
か、若者同士や社会性を獲得するための交流、併
設するカフェでの職業体験な
どの機会を提供した

　居場所の活動を通して、
参加者は意欲的に変化
するとともに、継続的に
伴走支援を行う支援者
との信頼関係を構築す
ることにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

※令和元年度は、（福）文京区社会福祉協議会が実施、サンカクシャは連携団体として参加。
　令和2年度に事業承継を受けて、サンカクシャが実施。
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ス
が
入
る
建
物
の
1
階
に
閉
店
し
た
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
2
年
目
は
カ
フ
ェ
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
き
、

若
者
と
一
緒
に
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
調
理
や
接
客
、

洗
い
物
な
ど
の
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
る
若
者
が
何
人
か
い
た
た
め
、

東
京
都
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
ほ
か
、
文
京
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
の
協
力
で
放
送
用
の
ス
タ
ジ
オ
で
原
稿
を
読

む
体
験
を
し
た
り
、
文
京
区
内
を
街
歩
き
し
て
店
を

紹
介
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
撮
影
し
、
編
集

作
業
を
学
ぶ
体
験
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

３
年
目
に
は
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
誕
生
日
会
が
自
発
的
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
参
加
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
こ
と
は
単
年
度
の
助
成

事
業
で
は
難
し
く
、
複
数
年
で
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
モ
デ
ル
事
業
な
ら
で
は
の
変
化
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
」（
塚
本
氏
）。

　
居
場
所
の
利
用
実
績（
１
０
２
回
開
催
）は
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
出
会
っ
た
若
者
を
中
心
に

17
人
が
利
用
し
た
。
居
場
所
で
の
活
動
を
通

し
て
利
用
者
の
自
己
肯
定
感
や
自
己
効
力
感

が
高
ま
り
、
家
族
以
外
の
大
人
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
学
校
に
通

う
こ
と
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
生
活
し

た
り
と
い
っ
た
変
化
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

　
伴
走
支
援
者
の
育
成
で
は
、
新
た
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
42
人
が
居
場
所
で
の

活
動
に
参
加
し
た
。
毎
回
の
居
場
所
終
了
後

に
は
振
り
返
り
を
行
い
、
若
者
一
人
ひ
と
り

の
背
景
や
近
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
の
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
ケ
ー
ス
会
議
や
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
よ
る
若
者
と
の
関
わ
り
方
相
談
会
、
支
援
団
体

と
の
勉
強
会
を
通
じ
て
伴
走
支
援
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
だ
。

支
援
の
必
要
性
へ
の
認
識
が
広
ま
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
公
的
機
関
の
支
援
が

途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
同
法
人
が
伴
走

支
援
を
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
3
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、
高
校
生
年

齢
の
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
行
政
機
関
や
支
援
団
体

等
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
助
成
事
業
終

了
後
に
高
校
生
の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

む
支
援
団
体
が
増
え
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
活
用
に
力
を
入
れ
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
不
登
校
で
ゲ

ー
ム
が
好
き
な
若
者
を
、
当

法
人
に
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と

が
行
政
機
関
や
支
援
団
体
に

広
く
浸
透
し
て
お
り
、
ゲ
ー

ム
を
介
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
に

文
京
区
以
外
の
支
援
団
体
が

見
学
に
訪
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
」（
荒
井
氏
）。

　
親
や
周
り
の
大
人
を
頼
れ

な
い
若
者
の
継
続
的
な
支
援

に
取
り
組
む
、
同
法
人
の
活

動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

　モデル事業を通して高校生年齢の支援
が必要であるという認識が広がり、新た
に取り組みや担い手が増えました。単年
度の事業では地域に外部の支援団体が入
り、行政機関や支援団体と協力体制を構
築することは難しかったと思います。支
援件数はあまり多くはありませんが、行
政機関が民間につないでうまくいったことにより、信頼して次
もつないでくれた結果なので非常に大きな意味があると思いま
す。
　今後の展望としては、さらに支援の手薄な 18 ～ 20 歳以降
の若者支援に力を入れていく必要性を感じています。この年齢
層の支援は一つの区では完結しないため、居場所づくりを行う
支援団体のネットワークをベースに広域ネットワークをつくり、
各区を跨いだ連携や交流に取り組んでいきたいと考えています。

特定非営利活動法人サンカクシャ
代表理事　荒井  佑介氏

18～20歳以降の
若者支援に力を入れる
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東京都豊島区上池袋 4−35 −12　3 階
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設　　立：令和元年 5 月
代表理事：荒井　佑介

◆団体概要

団
体
、
学
校
と
ケ
ー
ス
会
議
を
毎
月
開
催
し
、
情
報

交
換
を
し
な
が
ら
協
力
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」（
荒
井
氏
）。

　
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
の
支
援
実
績
と
し
て
は
、
行
政
機

関
や
地
域
の
支
援
団
体
等
か
ら
紹
介
さ
れ
た
不
登
校

等
の
中
高
生
19
人
に
対
し
、
家
庭
訪
問
を
含
め
て
計

１
５
１
回
の
個
別
支
援
を
実
施
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
た

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
さ
ら
に
、
家
庭
訪
問
や
相
談
支
援
に
抵
抗
の
あ
る

若
者
に
対
し
て
、
支
援
を
入
り
口
に
し
な
い
ア
プ
ロ

ー
チ
方
法
を
開
発
し
、
早
期
に
つ
な
が
り
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
や
同
法
人
の
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
英
会
話
教
室

と
い
っ
た
若
者
の
興
味
関
心
に
あ
わ
せ
た
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　「
そ
の
な
か
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
は
、課
題
を

抱
え
た
若
者
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
と
し
て
高
い
有

効
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
顔
を
映
す
こ
と
や
、
会

話
を
す
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
あ
る
人
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。そ
れ
に
対
し
、ゲ
ー
ム
は
プ
レ
イ
を
し
な
が

ら
自
然
な
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
通
の
話
題

が
あ
る
こ
と
で
関
係
性
も
構
築
し
や
す
く
、『
実
は

…
』と
相
談
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

ゲ
ー
ム
を
通
し
て
性
格
等
が
出
る
た
め
、
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。当
初
、行
政
機
関
や
学
校
、
保
護
者
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
介
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
否
定
的
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
関
わ
る
こ
と
の

で
き
な
か
っ
た
若
者
と
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政

や
保
護
者
の
認
識
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
」（
荒

井
氏
）。

自
己
肯
定
感
を
高
め
る

体
験
活
動
を
提
供

　
多
様
な
主
体
が
関
わ
る
常
設
型
の
居
場
所
は
、
毎

週
水
、
土
曜
日
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
出
会
っ
た
若
者

に
開
放
し
た
。
既
存
拠
点
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
都
合
で

は
な
く
、
希
望
す
る
と
き
に
自
由
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
興
味
関
心
の
あ
る

こ
と
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
生
き
る
意
欲
を
育
む
場

所
と
し
て
運
営
し
た
。

　
開
催
場
所
は
、
地
元
企
業
か
ら
居
場
所
ス
ペ
ー
ス

の
提
供
を
受
け
た
文
京
区
本
郷
で
運
営
を
開
始
し
、

令
和
3
年
10
月
以
降
は
千
石
地
区
に
移
設
し
て
い

る
。

　
居
場
所
の
運
営
に
つ
い
て
、
事
務
局
次
長
の
塚
本

い
づ
み
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
居
場
所
に
は
、
ゲ
ー
ム
や
マ
ン
ガ
、
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
な
ど
、
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
用
意
し
、
ス
タ
ッ
フ
は
法
人
職
員
3
人
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
か
、
大
学
と
連
携
し
て

ゼ
ミ
生
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
参
加
し
て
も
ら
い
、

常
時
4
～
5
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
ま
し
た
。
利

用
者
か
ら
開
催
日
以
外
に
居
場
所
で

相
談
を
受
け
た
い
な
ど
の
要
望
が
あ

れ
ば
、
ス
タ
ッ
フ
が
個
別
に
対
応
し

て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
居
場
所
の
活
動
で
は
、

同
世
代
の
若
者
同
士
や
法
人
ス
タ
ッ

フ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
の

交
流
と
と
も
に
、社
会
性
を
獲
得
で

き
る
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し

た
。

　「
本
郷
拠
点
は
、
居
場
所
ス
ペ
ー

17 ●WAMー2023.5

居場所の終了後には運営の振り返りを
行いながら、伴走支援者の育成に取り
組んだ

支援者以外の大人との関係構築に向
け、東京都美術館のボランティアとの
交流イベントを開催した

居場所に併設したカフェで職業体験を
行う利用者

特定非営利活動法人
サンカクシャ

事務局次長

塚本 いづみ氏
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ス
が
入
る
建
物
の
1
階
に
閉
店
し
た
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
2
年
目
は
カ
フ
ェ
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
き
、

若
者
と
一
緒
に
カ
フ
ェ
を
運
営
し
て
調
理
や
接
客
、

洗
い
物
な
ど
の
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ー
ト
に
興
味
が
あ
る
若
者
が
何
人
か
い
た
た
め
、

東
京
都
美
術
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
交
流
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
た
ほ
か
、
文
京
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
の
協
力
で
放
送
用
の
ス
タ
ジ
オ
で
原
稿
を
読

む
体
験
を
し
た
り
、
文
京
区
内
を
街
歩
き
し
て
店
を

紹
介
す
る
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
を
撮
影
し
、
編
集

作
業
を
学
ぶ
体
験
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。ま
た
、

３
年
目
に
は
参
加
者
同
士
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、

参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
誕
生
日
会
が
自
発
的
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
参
加
者

同
士
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
こ
と
は
単
年
度
の
助
成

事
業
で
は
難
し
く
、
複
数
年
で
取
り
組
む
こ
と
の
で

き
る
モ
デ
ル
事
業
な
ら
で
は
の
変
化
だ
と
実
感
し
て

い
ま
す
」（
塚
本
氏
）。

　
居
場
所
の
利
用
実
績（
１
０
２
回
開
催
）は
、

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
で
出
会
っ
た
若
者
を
中
心
に

17
人
が
利
用
し
た
。
居
場
所
で
の
活
動
を
通

し
て
利
用
者
の
自
己
肯
定
感
や
自
己
効
力
感

が
高
ま
り
、
家
族
以
外
の
大
人
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
学
校
に
通

う
こ
と
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
生
活
し

た
り
と
い
っ
た
変
化
が
み
ら
れ
た
と
い
う
。

　
伴
走
支
援
者
の
育
成
で
は
、
新
た
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
42
人
が
居
場
所
で
の

活
動
に
参
加
し
た
。
毎
回
の
居
場
所
終
了
後

に
は
振
り
返
り
を
行
い
、
若
者
一
人
ひ
と
り

の
背
景
や
近
況
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
関
わ
り
方
の
検
討
を
行
っ
た

ほ
か
、
ケ
ー
ス
会
議
や
教
育
セ
ン
タ
ー
の
職

員
に
よ
る
若
者
と
の
関
わ
り
方
相
談
会
、
支
援
団
体

と
の
勉
強
会
を
通
じ
て
伴
走
支
援
者
の
育
成
に
取
り

組
ん
だ
。

支
援
の
必
要
性
へ
の
認
識
が
広
ま
る

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
公
的
機
関
の
支
援
が

途
切
れ
や
す
い
義
務
教
育
終
了
後
も
同
法
人
が
伴
走

支
援
を
す
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
3
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を
通
し
て
、
高
校
生
年

齢
の
支
援
が
必
要
な
こ
と
を
行
政
機
関
や
支
援
団
体

等
に
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
助
成
事
業
終

了
後
に
高
校
生
の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

む
支
援
団
体
が
増
え
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
の
活
用
に
力
を
入
れ
、

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
不
登
校
で
ゲ

ー
ム
が
好
き
な
若
者
を
、
当

法
人
に
つ
な
ぐ
と
い
う
こ
と

が
行
政
機
関
や
支
援
団
体
に

広
く
浸
透
し
て
お
り
、
ゲ
ー

ム
を
介
し
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
た
め
に

文
京
区
以
外
の
支
援
団
体
が

見
学
に
訪
れ
る
こ
と
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
」（
荒
井
氏
）。

　
親
や
周
り
の
大
人
を
頼
れ

な
い
若
者
の
継
続
的
な
支
援

に
取
り
組
む
、
同
法
人
の
活

動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

　モデル事業を通して高校生年齢の支援
が必要であるという認識が広がり、新た
に取り組みや担い手が増えました。単年
度の事業では地域に外部の支援団体が入
り、行政機関や支援団体と協力体制を構
築することは難しかったと思います。支
援件数はあまり多くはありませんが、行
政機関が民間につないでうまくいったことにより、信頼して次
もつないでくれた結果なので非常に大きな意味があると思いま
す。
　今後の展望としては、さらに支援の手薄な 18 ～ 20 歳以降
の若者支援に力を入れていく必要性を感じています。この年齢
層の支援は一つの区では完結しないため、居場所づくりを行う
支援団体のネットワークをベースに広域ネットワークをつくり、
各区を跨いだ連携や交流に取り組んでいきたいと考えています。

特定非営利活動法人サンカクシャ
代表理事　荒井  佑介氏

18～20歳以降の
若者支援に力を入れる
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◆団体概要

　居場所を週3日（水・木・土曜日）に開放し、個別対応のために火曜日にも不定期で開放しました。開放日数は206日、利
用者数は165人。令和3年度と比べて利用者数は約10倍と大幅に増加しております。また令和5年度から、夜に行き場がない
若者向けに、夜通し開放する「ヨルキチ」を月2回実施し、44人の若者が「ヨルキチ」を利用しました。利用者数の増加に伴
い居場所の手狭感が出てきたため、今後は若者と外出したり、街の施設で活動体験ができたりする機会を増やすことで、若者が
安心して過ごせる場所が増えるための働きかけをしていきたいと考えております。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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の
居
場
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、
親
子
交
流
を
行

う
「
保
護
者
デ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　「長
崎
市
は
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
う
ち
、ひ
と
り

親
世
帯
の
割
合
が
、
全
国
と
比
べ
て
高
い
現
状
が
あ

り
ま
す
。
共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も
は
学

校
か
ら
帰
宅
し
て
も
1
人
で
過
ご
す
時
間
が
長
く
、

孤
独
感
を
抱
い
た
り
、
家
庭
的
な
温
も
り
を
感
じ
ら

れ
な
い
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は

92
カ
所
の
学
童
保
育
施
設
が
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て

の
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

夜
間
に
運
営
し
て
い
る
施
設
は
少
な
く
、
中
高
生
を

対
象
に
し
て
い
る
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う

な
課
題
に
対
し
、
夜
間
の
居
場
所
を
開
設
し
て
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
や
学
習
支
援
、食

事
の
提
供
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
が
孤

立
を
感
じ
る
こ
と
な
く
親
の
帰
り
を
待
つ
こ
と
が
で

き
、保
護
者
に
は
安
心
し
て
仕
事
に
従
事
で
き
る
環

境
を
提
供
す
る
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

延
べ
１
８
８
３
人
の
子
ど
も
が
利
用

　夜
間
の
居
場
所
は
、
放
課
後
か
ら
夜
間
に
か
け
て

孤
立
し
が
ち
な
共
働
き
と
ひ
と
り
親
家
庭
の
小
中
高

生
を
対
象
に
、
平
日
の
17
～
21
時
ま
で
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
の
場
を
開
放
し
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場
所
と

と
も
に
食
事
の
提
供
を
行
っ
た
。

　居
場
所
の
利
用
実
績
（
２
６
７
回
開
催
）
は
、
年

間
延
べ
１
８
８
３
人
、
１
日
当
た
り
約
７
人
が
利
用

し
た
。
居
場
所
に
は
ゲ
ー
ム
や
マ
ン
ガ
、
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
な
ど
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
し
て
過
ご
せ
る

環
境
を
用
意

し
、
ス
タ
ッ
フ

は
法
人
職
員
２

人
と
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
て
も
ら

い
、
食
事
の
準
備
や
学
習
支
援
、
子
ど
も
と
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を
提

供
し
た
。

　「居
場
所
の
周
知
方
法
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
協

議
会
や
子
育
て
支
援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
を
通
じ

て
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、
加
入
す
る
子
ど
も
食

堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
案
内
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
し

た
。
ま
た
、
送
迎
に
つ
い
て
は
、
長
崎
市
は
坂
が
多

く
小
学
生
だ
と
自
分
で
来
所
す
る
こ
と
が
難
し
い
こ

と
も
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
学
校
や
自
宅
ま
で
迎
え
に

行
き
ま
し
た
。
活
動
の
終
了
後
は
基
本
的
に
保
護
者

に
迎
え
に
来
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
仕

特定非営利活動法人
フリースクール  クレイン・ハーバー
子どもが孤立化しないための「第三の（夜間）居場所」事業

令和 3 年度事業

【事業概要】
　共働きやひとり親世帯の子どもを対象にした夜間の居場所を
運営し、他者とのコミュニケーションの充実や学習支援、社会的
支援を通して子どもの孤立化や自己否定を抑止するとともに、親
が安心して仕事に従事することのできる環境を提供する事業

【実施内容】
◆�第三の（夜間の）居場所の運営
放課後から夜間にかけて孤立しがち
な小中高生に対し、平日の17～
21時の時間帯に居場所を開放し、
食事の提供や宿題等の学習サポー
ト、子ども同士やスタッフとの交流
を行う

◆保護者デーの開催
休日に保護者が一緒に参加できる
イベントを開催し、子どもとの時
間を共有するとともに、保護者か
らの相談を受けることで子育てに
対する不安の軽減を図る

事業概要

【成果】
◆全267回開催した夜間の居場所は、延べ1883
人（1日当たり約7人）の子どもが参加した
　居場所での過ごし方や活動は、子どもとスタッ
フが話しあうことで、自主性や協調性を育んだ。
また、食事の提供では、子どもとスタッフが一
緒に食事をつくり食べることにより、栄養面・
健康面のサポートにとどまらず、家庭的な自己
受容感を得ることができた

◆年間14回開催した保護者デーは、延べ81人
の親子が参加した。野外活動や季節行事、食事
会などを通して、子どもと保護者が楽しい時間
を共有することで親子関係の向上を図るととも
に、保護者の相談対応を行うことで子育てに対
する不安を軽減することができた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

339万9千円

共働きやひとり親世帯の子どもに対し、平日の17 
～ 21 時まで同法人のフリースクールを夜間の居場
所として開放し、延べ 1883 人が利用した

いきいき

ャレンジチ
いきいき

子
ど
も
が
孤
立
し
な
い
た
め
の

第
三
の
夜
間
の
居
場
所

　

不
登
校
の
子
ど
も
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
運
営

　長
崎
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル

　ク
レ
イ
ン
・
ハ
ー
バ
ー
は
、
不
登
校
や
ひ

き
こ
も
り
傾
向
に
あ
る
子
ど
も
・
若
者
に
対
し
、
安

心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活

動
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
に
向
け
た
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
な

か
、
不
登
校
の
子
ど
も
支
援
に
始
ま
り
、
若
者
の
就

労
支
援
、
子
育
て
支
援
、
家
族
支
援
へ
活
動
を
広
げ
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
着
目
し
、
平
成
28
年
か
ら
リ

ユ
ー
ス
学
生
服
に
よ
る
寄
付
活
動
を
行
う
「
学
生
服

バ
ン
ク
」
を
開
始
し
て
い
る
。

　不
登
校
の
子
ど
も
の
居
場
所
を
開
設
し
た
経
緯
に

つ
い
て
、
代
表
の
中
村
尊
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「私
は
学
生
時
代
か
ら
小
学
校
の
教
員
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
で
教
職
課
程
を

学
ぶ
な
か
で
、
自
分
の
や
り
た
い
子
ど
も
と
の
関
わ

り
は
難
し
い
と
感
じ
た
た
め
、
卒
業
後
は
地
元
の
企

業
に
就
職
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
不
登

校
の
問
題
が
社
会
的
な
課
題
と
な
り
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
と
い
う
言
葉
が
出
始
め
た
頃
に
、
子
ど
も
に
関

わ
る
仕
事
を
し
た
か
っ
た
と
い
う
思
い
が
再
燃
し
ま

し
た
。
当
時
、
県
内
に
は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
な
か

っ
た
た
め
、
不
登
校
の
親
の
会
が
開
催
す
る
子
ど
も

の
居
場
所
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
た
と
こ

ろ
、
居
場
所
で
あ
れ
ば
自
分
が
や
り
た
か
っ
た
子
ど

も
と
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
る
と
考
え
、
平
成
16
年
3

月
に
不
登
校
の
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
」（
以
下
、「 
」
内
は
中
村

代
表
の
説
明
）。

　庭
付
き
の
一
軒
家
を
活
用
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
家
庭
環
境
に
影
響
さ
れ
な
い
子
ど
も
の
成
長
支

援
を
行
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
子
ど
も
へ

教
育
・
成
長
の
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
活
動
で
は
、
学
習
支
援
に
取
り
組
む
も
の

の
、
学
校
復
帰
は
目
標
と
し
て
お
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
の
主
体
性
を
育
む
こ
と
を
大
切
に
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
人
と
関
わ
る
活

動
を
通
し
て
自
己
肯
定
感
が
高
ま
り
、
学
校
復
帰
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
い
う
。
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
に
通
う
こ
と
で
学
校
の
出
席
扱
い
と
し
て
認
め
ら

れ
る
な
ど
、
学
校
と
の
連
携
も
進
め
て
い
る
。

夜
間
の
居
場
所
の
開
設
で

親
も
安
心
し
て
仕
事
に
従
事

　同
法
人
は
、
令
和
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
子
ど
も
が
孤
立
化
し
な
い
た
め
の『
第
三
の（
夜

間
）
居
場
所
』
事
業
」
を
実
施
し
た
。

　同
事
業
は
、
共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
子
ど
も

の
孤
立
化
や
自
己
否
定
を
抑
止
し
、
親
が
安
心
し
て

仕
事
に
従
事
で
き
る
環
境
の
提
供
を
目
的
に
、
夜
間

 WAMから ひと言

　夜間の居場所支援をするうえで、子ど
もの周囲の大人に対してもストレスがか
からないよう十分に配慮して運営されて
いたことが印象的でした。保護者とのコ
ミュニケーションの場を積極的に設け、送
迎等のニーズにも対応しました。ボラン
ティアスタッフには活動を一緒に楽しみ
ながら支援に協力してもらうものの、子
どもとの関係性が深まりすぎてストレス
になってしまうことを懸念し連絡先交換
は禁止とする等、周囲の大人に負担がか
からないよう努められたことが見守り体
制の維持につながり、子どもの前向きな
変化に現れたのだと考えます。
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、
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が
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提
供
を
目
的
に
、
夜
間
の
居
場
所
を

運
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と
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、
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を
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「
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取
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介
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場
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と
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、
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デ
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を
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し
た
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崎
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は
子
ど
も
の
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る
世
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の
う
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の
割
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が
、
全
国
と
比
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て
高
い
現
状
が
あ
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ま
す
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や
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と
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世
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の
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は
学
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か
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帰
宅
し
て
も
1
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で
過
ご
す
時
間
が
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く
、

孤
独
感
を
抱
い
た
り
、
家
庭
的
な
温
も
り
を
感
じ
ら

れ
な
い
子
ど
も
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は

92
カ
所
の
学
童
保
育
施
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が
あ
る
も
の
の
、
す
べ
て

の
希
望
者
を
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れ
る
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は
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ま
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ん
し
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る
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く
、
中
高
生
を

対
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に
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て
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る
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は
あ
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ま
せ
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。
こ
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よ
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な
課
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に
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し
、
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を
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し
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他
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の
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や
学
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の
提
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を
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に
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た
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が
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と
な
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帰
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は
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取
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共
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と
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◆�第三の（夜間の）居場所の運営
放課後から夜間にかけて孤立しがち
な小中高生に対し、平日の17～
21時の時間帯に居場所を開放し、
食事の提供や宿題等の学習サポー
ト、子ども同士やスタッフとの交流
を行う

◆保護者デーの開催
休日に保護者が一緒に参加できる
イベントを開催し、子どもとの時
間を共有するとともに、保護者か
らの相談を受けることで子育てに
対する不安の軽減を図る

事業概要

【成果】
◆全267回開催した夜間の居場所は、延べ1883
人（1日当たり約7人）の子どもが参加した

　居場所での過ごし方や活動は、子どもとスタッ
フが話しあうことで、自主性や協調性を育んだ。
また、食事の提供では、子どもとスタッフが一
緒に食事をつくり食べることにより、栄養面・
健康面のサポートにとどまらず、家庭的な自己
受容感を得ることができた

◆年間14回開催した保護者デーは、延べ81人
の親子が参加した。野外活動や季節行事、食事
会などを通して、子どもと保護者が楽しい時間
を共有することで親子関係の向上を図るととも
に、保護者の相談対応を行うことで子育てに対
する不安を軽減することができた

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

339万9千円

共働きやひとり親世帯の子どもに対し、平日の17 
～ 21 時まで同法人のフリースクールを夜間の居場
所として開放し、延べ 1883 人が利用した
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いきいき

　イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
参
加
し
た
親
子
同
士
が
一
緒

に
食
事
を
つ
く
っ
て
食
べ
る
こ
と
で
、
栄
養
面
・
健

康
面
へ
の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
自
己
受
容
感

を
得
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　さ
ら
に
、
保
護
者
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と

し
て
、
居
場
所
で
の
子
ど
も
た
ち
の
様

子
の
報
告
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
て
活
動
へ
の
感
想
や
要
望
を
聞
き

取
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
よ
い
場
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
保
護
者
か
ら
は

「
居
場
所
で
の
活
動
を
子
ど
も
か
ら
話
し

て
く
れ
る
の
で
、
家
庭
内
で
の
会
話
が

増
え
て
親
子
関
係
が
向
上
し
た
」、「
家

庭
だ
け
で
子
育
て
を
抱
え
込
ま
な
く
て

も
よ
い
こ
と
が
わ
か
り
、
気
持
ち
に
余

裕
を
も
っ
て
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」、「
子
育
て
で

不
安
が
あ
る
と
き
に
、
す
ぐ
に
相
談
で

き
る
の
で
安
心
で
き
る
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
。

学
習
支
援
に
特
化
し
た
居
場
所
を
開
設

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
は
、
安
心
し
て
過
ご
せ

る
夜
間
の
居
場
所
を
運
営
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の

交
流
を
通
し
て
子
ど
も
の
孤
立
化
を
防
ぐ
と
と
も

に
、
保
護
者
の
子
育
て
支
援
や
親
子
関
係
の
向
上
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「子
ど
も
た
ち
は
居
場
所
で
の
活
動
を
通
し
て
、

ス
タ
ッ
フ
が
介
入
し
な
く
て
も
子
ど
も
同
士
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
、
他

者
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
変
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な

り
ま
し
た
。
利
用
者
の
な
か
に
は
、
大
人
に
な
っ
た

ら
子
ど
も
と
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
話
し
て
く
れ

る
子
ど
も
も
い
て
、
生
き
て
い
く
希
望
を
も
て
た
こ

と
は
本
当
に
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
」。

　そ
の
一
方
で
、
保
護
者
か

ら
居
場
所
で
の
活
動
に
つ
い

て
、
学
習
支
援
に
力
を
入
れ

て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
を
受

け
、令
和
4
年
度
か
ら
夜
間
の

居
場
所
と
は
別
に
共
働
き
や

ひ
と
り
親
、生
活
困
窮
家
庭
の

子
ど
も
を
対
象
に
し
た
無
料

学
習
塾
を
立
ち
上
げ
、高
校
受

験
を
控
え
た
中
学
生
を
中
心

に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　共
働
き
や
ひ
と
り
親
世
帯

が
増
加
す
る
な
か
、
子
ど
も

が
孤
立
し
な
い
た
め
の
居
場

所
づ
く
り
を
行
う
同
法
人
の

活
動
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　

　WAM助成では、夜間の居場所
を運営しましたが、とくに生活困
窮世帯の子どもは体験活動の機会
が少ない傾向があるので、居場所
を活用してもらい、さまざまな体
験活動や社会とつながることで将
来の希望がみえることにつながる
のではないかと思います。
　地域の子育て支援の情報を周知
していくため、今年度は「こどもの
未来応援基金」を活用し、居場所を

含めた地域の子育て支援情報を発信するホームページと紙媒体
の制作に取り組む予定です。
　今後は、助成金に頼らなくても自立して夜間の居場所を運営
していくため、個人や企業の寄付を増やしていく必要がありま
す。子育ては家庭だけでなく、地域で育んでいくという考えを
広めながら、皆さんの支えで子育てのサポートができているこ
とを伝えていきたいと思います。

特定非営利活動法人フリースクール  クレイン・ハーバー

代表　中村  尊氏

子育ては家庭だけでなく
地域で育む

〒 852−8145　長崎市昭和 3 丁目 387−1
T E L： 095−844−8899
F A X： 095−844−8799
U R L： https://craneharbor.info
設　　立：平成 16 年 3 月
代　　表：中村　尊

◆団体概要

保護者デーでは、みかん狩りやタケノコ掘り、田植
え体験、川遊び、バーベキューなどを企画し、親子
が一緒に過ごす機会を提供した

事
の
都
合
な
ど
で
困
難
な
場
合
は
事
前
に
伝
え
て
も

ら
え
れ
ば
、
自
宅
ま
で
送
り
ま
し
た
」。

　居
場
所
で
の
活
動
の
流
れ
と
し
て
は
、
利
用
者
が

揃
う
ま
で
は
各
々
が
学
習
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら

学
校
の
宿
題
を
し
た
り
、
調
理
に
興
味
の
あ
る
子
ど

も
が
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
食
事
の
準
備
を
行
い
、
6

時
半
頃
に
利
用
者
全
員
で
食
事
を
し
て
い
る
。
食
後

は
子
ど
も
同
士
や
ス
タ
ッ
フ
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
な
が
ら
過
ご
し
て
い
る
。

活
動
を
話
し
あ
う
こ
と
で

自
主
性
や
協
調
性
を
育
む

　居
場
所
の
過
ご
し
方
や
活
動
に
つ
い
て
は
、
子
ど

も
た
ち
と
ス
タ
ッ
フ
が
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
話
し
あ
う

こ
と
で
、
自
主
性
や
協
調
性
を
育
む
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　野
外
活
動
と
し
て
、
庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
窯
で

ピ
ザ
を
焼
い
た
り
、
市
民
農
園
で
野
菜
の
栽
培
を
す

る
な
ど
、
非
日
常
的
な
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
自
宅
で
動
物
を
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
家
庭
が

多
い
な
か
、居
場
所
で
飼
っ
て
い
る
猫
や
ウ
サ
ギ
を

子
ど
も
た
ち
が
世
話
を
し
て
い
る
。
動
物
と
の
ふ
れ

あ
い
が
癒
し
と
な
る
た
め
、
居
場
所
を
利
用
し
て
い

る
子
ど
も
も
い
る
と
い
う
。
ゲ
ー
ム
を
す
る
と
き
に

は
年
齢
差
が
あ
っ
て
も
み
ん
な
が
楽
し
め
る
工
夫
を

し
た
り
、
野
外
活
動
で
は
危
険
が
な
い
よ
う
に
年
上

の
子
ど
も
が
年
下
の
子
ど
も
を
見
守
る
と
い
っ
た
気

配
り
が
活
動
を
通
し
て
自
然
に
身
に
つ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。

　「子
ど
も
と
の
関
わ
り
で
は
、
支
援
す
る
の
で
は

な
く
ス
タ
ッ
フ
自
身
が
一
緒
に
活
動
を
楽
し
む
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ン
ス
で

関
わ
る
こ
と
で
子
ど
も
と
の
関
係
性
が
構
築
さ
れ
、

親
や
学
校
の
先
生
に
は
話
し
に
く
い
相
談
や
話
を
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
内
容
と
し
て
は
親
の

愚
痴
が
多
く
、
こ
れ
ま
で
話
す
相
手
が
い
な
か
っ
た

親
の
愚
痴
を
話
し
始
め
た
ら
、
居
場
所
に
馴
染
め
て

き
た
サ
イ
ン
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
な
か
に
は

親
の
仕
事
が
忙
し
く
、

親
子
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ

ク
し
て
い
る
と
感
じ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
当
法
人
の
場
合
、

保
護
者
が
子
ど
も
の
た

め
に
居
場
所
を
調
べ

て
、
預
け
て
い
る
の
で

虐
待
を
疑
わ
れ
る
と
い

う
ケ
ー
ス
は
ほ
と
ん
ど

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、

ど
う
し
て
も
仕
事
の
都

合
で
食
事
を
つ
く
る
時
間
が
確
保
で
き
ず
、
コ
ン
ビ

ニ
の
食
事
で
済
ま
せ
て
い
る
子
ど
も
も
少
な
く
な
い

た
め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
提
供
す
る
こ
と
と
、
食
事

は
楽
し
い
と
感
じ
て
も
ら
え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

は
意
識
し
て
い
ま
す
」。

　一
方
、
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て
は
、
子
ど
も
の
自
立

を
目
指
す
た
め
、
共
依
存
関
係
に
な
ら
な
い
よ
う
に

個
人
の
連
絡
先
は
交
わ
さ
ず
、
相
談
等
は
居
場
所
内

で
受
け
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
る
と
い
う
。

　「と
く
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
は
人
の
役
に

立
ち
、信
頼
さ
れ
る
こ
と
で
承
認
欲
求
が
満
た
さ
れ
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
に
も
対
応
し
て
し
ま
い
が
ち

で
す
が
、
対
応
で
き
な
い
こ
と
が
起
き
る
と
『
信
頼

し
て
い
た
の
に
裏
切
ら
れ
た
』
と
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
相
手
の
た
め
に

な
り
ま
せ
ん
し
、
支
援
者
に
と
っ
て
も
負
担
に
な
る

こ
と
を
理
解
し
た
う
え
で
、
子
ど
も
と
接
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
」。

親
子
の
交
流
と
子
育
て
に
対
す
る

不
安
軽
減
を
図
る

　そ
の
ほ
か
に
も
助
成
事
業
で
は
、
保
護
者
デ
ー
と

し
て
土
曜
・
日
曜
日
に
保
護
者
も
一
緒
に
参
加
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
14
回
開
催
し
、
延
べ
81
人
の
親

子
が
参
加
し
た
。

　イ
ベ
ン
ト
で
は
、み
か
ん
狩
り
や
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、

田
植
え
・
稲
刈
り
体
験
、
川
遊
び
・
海
水
浴
の
ほ
か
、

節
分
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
季
節
行
事
を
行
い
、

親
子
で
の
楽
し
い
時
間
を
共
有
す
る
機
会
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
相
談
対
応
を
行
い
、
子
育

て
に
対
す
る
不
安
の
軽
減
を
図
っ
た
。

17 ●WAMー2023.6

子どもとスタッフが一緒に食事をする様子。子どもた
ちの希望するメニューを取り入れながら、調理を手伝
う機会をつくった

居場所の野外活動として農作業に取り組む子どもたち
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広めながら、皆さんの支えで子育てのサポートができているこ
とを伝えていきたいと思います。

特定非営利活動法人フリースクール  クレイン・ハーバー

代表　中村  尊氏

子育ては家庭だけでなく
地域で育む

〒 852−8145　長崎市昭和 3 丁目 387−1
T E L： 095−844−8899
F A X： 095−844−8799
U R L： https://craneharbor.info
設　　立：平成 16 年 3 月
代　　表：中村　尊

◆団体概要

保護者デーでは、みかん狩りやタケノコ掘り、田植
え体験、川遊び、バーベキューなどを企画し、親子
が一緒に過ごす機会を提供した

　令和３年度のWAM助成事業「子どもが孤立化しないための第三の（夜間の）居場所」事業終了後も同内容の事業を継続して
います。継続していく中で、利用するこどもも成長して巣立ったり、状況が改善された家庭もあります。また、利用者も増えて
おります。
　国においてこども基本法が施行され、長崎県でもこどもの居場所の充実のため県の施策の方向性を検討し始めていますが、当
該助成事業からこどもの居場所事業を継続している実績を受け、当団体代表が県の「こども場所等の充実に向けた施策検討支
援」会議にて意見を求められることとなりました。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望

〒 852−8145　長崎市昭和 3 丁目 387−1
T E L：095−844−8899
U R L： https://craneharbor.info
設　　立：平成 16 年 3 月
代　　表：中村　尊
※�現在役職名が「理事長」に変更しました。
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大
隅
地
域
３
カ
所
で
居
場
所
支
援
を
実
施

　不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
居
場
所
支
援
事
業
は
、
居

住
地
や
経
済
的
問
題
な
ど
の
家
庭
事
情
に
関
わ
ら

ず
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
自
立
の
き
っ
か

け
と
な
る
興
味
・
関
心
の
芽
生
え
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　居
場
所
の
開
設
場
所
は
、
大
隅
地
域
の
中
間
に
位

置
す
る
鹿
屋
市
の
法
人
本
部
（
週
2
～
5
日
開
催
）

の
ほ
か
、
大
隅
地
域
の
北
部
と
南
部
（
各
週
1
日
開

催
）
に
も
居
場
所
を
設
け
、
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
送
迎
の
体
制
と
し
て
は
、
送

迎
車
を
令
和
2
年
度
の
3
台
か
ら
５
台
に
増
や
し
、

ル
ー
ト
を
拡
充
し
た
こ
と
で
、
居
場
所
の
利
用
者
数

（
約
２
０
０
回
開
催
）は
、年
間
延
べ
１
９
２
０
人（
実

人
数
46
人
）
に
達
し
、
あ
ら
た
め
て
支
援
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　「居
場
所
の
活
動
で
は
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、

管
理
栄
養
士
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
く
っ
た
料
理
を
利
用

者
全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く

り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
活
動
の
企
画
内
容
は
、
す

べ
て
利
用
者
と
の
会
話
の
な
か
か
ら
考
え
る
こ
と
に

よ
り
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
菓
子
作
り
や
バ
イ
ク
の
整
備

士
に
な
り
た
い
と
い
う
利
用
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、

ケ
ー
キ
店
や
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
依
頼
し
て
体
験
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
士
に
な
り
た

か
っ
た
利
用
者

は
、
高
校
を
中

退
し
て
い
ま
し

た
が
、
通
信
制

高
校
に
再
入
学

し
、
卒
業
後
に

バ
イ
ク
整
備
の
仕
事
に
就
職
し
て
資
格
取
得
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」。

居
場
所
支
援
と
と
も
に

訪
問
支
援
に
取
り
組
む

　さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
居
場
所
支
援
で
は
な
く
在
宅
で
の
個
別
支
援

を
希
望
し
た
74
人
に
対
し
、
年
間
約
１
０
０
０
回
の

訪
問
支
援
を
行
っ
た
。

　訪
問
支
援
の
体
制
と
し
て
は
、
初
回
は
支
援
の
見

立
て
を
す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
臨
床
心
理

一般社団法人
パーソナルサービス支援機構
「訪問・送迎・宿泊型」不登校・ひきこもり自活準備支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　居住地の公共交通機関が乏しいことや、経済的な家庭事情を理由
に支援とつながることが困難な不登校・ひきこもり状態の子ども・
若者を対象に、「訪問・送迎」を軸とした居場所支援を行うとともに、
「宿泊型」の自活準備支援を実施する事業

【実施内容】
◆�不登校・ひきこもり居場所支援事業
不登校やひきこもり状態の子ども・
若者に対し、居住地や経済的な家庭
事情にかかわらず、学習や体験活動
の機会を提供するため、訪問・送迎
を行う居場所支援を実施

◆自活準備ホーム事業
宿泊型の自活準備ホームを開設し、
自立を目指す 15 歳以上の若者を
対象に、就労訓練や職場定着に向
けたフォロー、食事の提供など、
生活と就労の一体的な支援を行う

事業概要

【成果】
◆居場所支援事業は、大隅地域の中間に位置する
法人本部のほか、北部と南部の3カ所で実施し、
延べ1920人の子ども・若者が利用した
　　さらに、コロナ禍で居場所の利用ではなく、
在宅支援を希望する 74 人に対し、約 1000
回の訪問支援を行った。居場所での活動や訪問
支援により、利用者の復学や進学、就職につな
がるケースもあった

◆自活準備ホーム事業では、自立を目指した17
～44歳の男性4人と女性4人の計8人が利用
した。生活支援とともに企業と連携して就労訓
練や職場定着のフォローを行うことにより、利
用者8人のうち、6人が就職に結びついた
　　自活準備ホームの利
用経路は、同法人への直
接相談以外にも行政福
祉課、生活困窮窓口、児
童相談所などからの依
頼があり、このような仕
組みが地域に必要であ
ることが公的機関に共
有されることとなった

助成額

700万円

自活準備ホーム

居場所では学習支援や体験活動の機会を提供する
ほか、管理栄養士がつくった食事を毎回提供した

居場所での農業体験のあとに、収穫した野菜を楽
しみながら食する利用者

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

「
訪
問・送
迎・宿
泊
型
」の

自
立
支
援
、
自
活
準
備
支
援

鹿
児
島
県
鹿
屋
市
・
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る

子
ど
も
・
若
者
の
自
立
支
援
に
取
り
組
む

　鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に
あ
る
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ

ナ
ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構
は
、「
誰
も
が
平
等
に
、

自
分
ら
し
く
、
活
躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
を
理
念

に
、
生
き
づ
ら
さ
や
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
る
子

ど
も
や
若
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
自
立
や
社
会
参

画
に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　主
な
事
業
で
は
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
な

ど
の
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
に
し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
を
は
じ
め
、
就
労
訓
練
事
業
所
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

支
援
を
一
体
的
に
行
う
「
ふ
ら
っ
と
」
を
運
営
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、
令
和
元
年
度
か
ら
鹿
児
島
県
の
地

域
自
殺
対
策
強
化
事
業
を
受
託
し
、
電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
自
殺
相
談
を
実
施
し
て
お
り
、
不
登
校
・
ひ

き
こ
も
り
に
関
す
る
家
族
か
ら
の
相
談
や
自
殺
相
談

に
対
し
、
訪
問
支
援
を
自
主
事
業
と
し
て
実
施
し
て

い
る
。

　不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
状
態
の
子
ど
も
・
若
者
の

支
援
を
行
う
う
え
で
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
、
代
表

理
事
の
大
倉
一
真
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「当
法
人
が
活
動
拠
点
に
す
る
鹿
屋
市
を
含
め
た

鹿
児
島
県
大
隅
地
域
（
4
市
5
町
）
は
、
東
京
都
と

ほ
ぼ
同
じ
面
積
が
あ
る
の
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関

の
種
類
や
本
数
が
非
常
に
乏
し
く
、
居
住
地
に
よ
っ

て
は
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
、
生
活
困
窮
状
態
の
あ

る
人
へ
の
支
援
が
届
き
づ
ら
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
大
隅
地
域
の
公
的
支

援
の
ほ
と
ん
ど
が
通
所
型
支
援
で
あ
る
た
め
に
、
移

動
手
段
を
も
て
な
か
っ
た
り
、
自
身
で
の
移
動
そ
の

も
の
が
障
壁
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
と
く
に
生
活
困
窮
状
態
で
車
を
所
有
で
き
な
か

っ
た
り
、
交
通
費
が
支
払
え
な
か
っ
た
り
す
る
家
庭

の
場
合
、
社
会
資
源
に
つ
な
が
る
こ
と
は
困
難
で
、

孤
立
し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
」（
以
下
、「  
」

内
は
大
倉
氏
の
説
明
）。

居
住
地
や
経
済
的
問
題
に
関
わ
ら
ず

支
援
を
提
供

　こ
の
よ
う
な
地
域
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
同
法

人
は
令
和
元
～
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、

居
住
地
や
経
済
的
な
理
由
で
支
援
と
つ
な
が
る
こ
と

が
困
難
な
子
ど
も
・
若
者
を
対
象
に
し
た
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　令
和
元
～
2
年
度
事
業
は
、
送
迎
支
援
を
行
う
居

場
所
を
開
設
し
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
就
労
体
験
な
ど
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
に
取
り
組
ん
だ
。

　令
和
3
年
度
事
業
は
、「『
訪
問
・
送
迎
・
宿
泊
型
』

不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
自
活
準
備
支
援
事
業
」
と
し

て
、
居
場
所
支
援
を
強
化
・
広
域
化
さ
せ
る
と
と
も

に
、
自
立
を
目
指
す
若
者
に
対
し
て
生
活
と
就
労
を

一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
居
場
所
支
援
事
業
、
②
自
活
準
備
ホ
ー

ム
事
業
を
実
施
し
た
。

 WAMから ひと言

　公共交通機関が乏しい地域でも地域
全体の対象者に支援を届けることを目
標に、居場所拠点を3箇所置き、送迎
を行ったことは、団体の「一人も取り
残さない」という強い信念を感じます。
また、訪問支援により不登校や引きこも
り状態の要因が家庭環境にあることが
明らかになった場合、保護者のケアや家
事の支援も行われました。こうした対象
者への包括的支援と、不登校から就職ま
で支援が受けられるシステムの構築に
より、一時的ではなく寄り添い続ける支
援を可能としたことが、対象者の自立の
実現につながったと思われます。

17 ●WAMー2023.7

居
場
所
支
援
を
強
化
・
広
域
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、

自
立
を
目
指
す
若
者
に
対
し
て
生
活
と
就
労
を
一
体

的
に
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
移
動
手
段
が
な
く

社
会
資
源
に
つ
な
が
る
こ
と
が
困
難
な
対
象
者
へ
訪

問
・
送
迎
付
き
支
援
を
行
う
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り

居
場
所
支
援
事
業
や
自
活
準
備
ホ
ー
ム
事
業
を
実
施

し
た
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
の
一
般
社
団
法
人
パ
ー
ソ
ナ

ル
サ
ー
ビ
ス
支
援
機
構
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

6
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大
隅
地
域
３
カ
所
で
居
場
所
支
援
を
実
施

　不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
居
場
所
支
援
事
業
は
、
居

住
地
や
経
済
的
問
題
な
ど
の
家
庭
事
情
に
関
わ
ら

ず
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
自
立
の
き
っ
か

け
と
な
る
興
味
・
関
心
の
芽
生
え
を
後
押
し
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　居
場
所
の
開
設
場
所
は
、
大
隅
地
域
の
中
間
に
位

置
す
る
鹿
屋
市
の
法
人
本
部
（
週
2
～
5
日
開
催
）

の
ほ
か
、
大
隅
地
域
の
北
部
と
南
部
（
各
週
1
日
開

催
）
に
も
居
場
所
を
設
け
、
地
域
全
体
を
カ
バ
ー
す

る
こ
と
を
目
指
し
た
。
送
迎
の
体
制
と
し
て
は
、
送

迎
車
を
令
和
2
年
度
の
3
台
か
ら
５
台
に
増
や
し
、

ル
ー
ト
を
拡
充
し
た
こ
と
で
、
居
場
所
の
利
用
者
数

（
約
２
０
０
回
開
催
）は
、年
間
延
べ
１
９
２
０
人（
実

人
数
46
人
）
に
達
し
、
あ
ら
た
め
て
支
援
ニ
ー
ズ
が

高
い
こ
と
が
う
か
が
え
た
と
い
う
。

　「居
場
所
の
活
動
で
は
、
学
習
支
援
や
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
活
動
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
を
行
う
と
と
も
に
、

管
理
栄
養
士
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
く
っ
た
料
理
を
利
用

者
全
員
が
楽
し
み
な
が
ら
食
事
を
す
る
機
会
を
つ
く

り
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
活
動
の
企
画
内
容
は
、
す

べ
て
利
用
者
と
の
会
話
の
な
か
か
ら
考
え
る
こ
と
に

よ
り
興
味
・
関
心
を
引
き
出
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
菓
子
作
り
や
バ
イ
ク
の
整
備

士
に
な
り
た
い
と
い
う
利
用
者
が
い
た
こ
と
か
ら
、

ケ
ー
キ
店
や
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
依
頼
し
て
体
験
活

動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
整
備
士
に
な
り
た

か
っ
た
利
用
者

は
、
高
校
を
中

退
し
て
い
ま
し

た
が
、
通
信
制

高
校
に
再
入
学

し
、
卒
業
後
に

バ
イ
ク
整
備
の
仕
事
に
就
職
し
て
資
格
取
得
に
つ
な

が
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
」。

居
場
所
支
援
と
と
も
に

訪
問
支
援
に
取
り
組
む

　さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
で
、
居
場
所
支
援
で
は
な
く
在
宅
で
の
個
別
支
援

を
希
望
し
た
74
人
に
対
し
、
年
間
約
１
０
０
０
回
の

訪
問
支
援
を
行
っ
た
。

　訪
問
支
援
の
体
制
と
し
て
は
、
初
回
は
支
援
の
見

立
て
を
す
る
た
め
、
精
神
保
健
福
祉
士
と
臨
床
心
理

一般社団法人
パーソナルサービス支援機構
「訪問・送迎・宿泊型」不登校・ひきこもり自活準備支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　居住地の公共交通機関が乏しいことや、経済的な家庭事情を理由
に支援とつながることが困難な不登校・ひきこもり状態の子ども・
若者を対象に、「訪問・送迎」を軸とした居場所支援を行うとともに、
「宿泊型」の自活準備支援を実施する事業

【実施内容】
◆�不登校・ひきこもり居場所支援事業
不登校やひきこもり状態の子ども・
若者に対し、居住地や経済的な家庭
事情にかかわらず、学習や体験活動
の機会を提供するため、訪問・送迎
を行う居場所支援を実施

◆自活準備ホーム事業
宿泊型の自活準備ホームを開設し、
自立を目指す 15 歳以上の若者を
対象に、就労訓練や職場定着に向
けたフォロー、食事の提供など、
生活と就労の一体的な支援を行う

事業概要

【成果】
◆居場所支援事業は、大隅地域の中間に位置する
法人本部のほか、北部と南部の3カ所で実施し、
延べ1920人の子ども・若者が利用した

　　さらに、コロナ禍で居場所の利用ではなく、
在宅支援を希望する 74 人に対し、約 1000
回の訪問支援を行った。居場所での活動や訪問
支援により、利用者の復学や進学、就職につな
がるケースもあった

◆自活準備ホーム事業では、自立を目指した17
～44歳の男性4人と女性4人の計8人が利用
した。生活支援とともに企業と連携して就労訓
練や職場定着のフォローを行うことにより、利
用者8人のうち、6人が就職に結びついた

　　自活準備ホームの利
用経路は、同法人への直
接相談以外にも行政福
祉課、生活困窮窓口、児
童相談所などからの依
頼があり、このような仕
組みが地域に必要であ
ることが公的機関に共
有されることとなった

助成額

700万円

自活準備ホーム

居場所では学習支援や体験活動の機会を提供する
ほか、管理栄養士がつくった食事を毎回提供した

居場所での農業体験のあとに、収穫した野菜を楽
しみながら食する利用者

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
支
援
の
仕
組
み
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
だ
け
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
た
人
た
ち
を
の
自
立
に
は
結
び
つ
か
ず
、

長
い
時
間
を
費
や
し
て
も
本
音
で
対
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
こ
そ
、
支
援
の
仕
組
み
が
活
き
て
く
る

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

地
域
に
必
要
な
支
援
と
し
て

認
知
が
広
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
課
題
に
対
応
し

た
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
・

若
者
に
自
立
に
向
け
た
支
援
を
届
け
る
と
と
も
に
、

自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

と
就
労
を
一
体
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「前
述
の
よ
う
に
自
活
準
備
ホ
ー
ム
の
相
談
経
路

は
、当
法
人
へ
の
直
接
相
談
に
来
ら
れ
る
以
外
に
も
、

行
政
福
祉
課
や
生
活
困
窮
窓
口
、
児
童
相
談
所
な
ど

か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
地
域

に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
公
的
機
関
内
で
も
顕

著
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令
和
５
年
4
月

に
肝
付
町
で
新
た
に
「
不
登

校
児
童
生
徒
支
援
室
」
を
立

ち
上
げ
、
同
法
人
が
送
迎
支

援
・
家
族
支
援
を
含
め
た
運

営
を
受
託
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
公
設
民
営
と
い
う

か
た
ち
で
教
育
分
野
の
事
業

委
託
を
行
っ
た
の
は
県
内
初

で
あ
り
、
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
と
い
う
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　「私
は
鹿
児
島
市
内
の
大
学
で
福
祉
分
野
に
関
す

る
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
人
材
育
成
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
の
取
り
組
み
は

自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
た
ち
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
な
が

ら
、
連
携
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
福
祉
を
担
う
人
た
ち
と
関

わ
り
、
将
来
的
に
協
力
し
あ

う
こ
と
に
よ
り
、『
み
ん
な

で
地
域
を
支
え
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
』
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　居
住
地
や
経
済
的
な
理
由

か
ら
支
援
に
結
び
つ
き
に
く

い
と
い
う
地
域
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
訪
問
・
送
迎
・

宿
泊
型
の
支
援
を
行
う
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　現在、国が各自治体に重層的支援
体制の整備を推進するように働きか
けているなかで、当法人もその社会
資源の一つとなることを常に意識し、
地域課題に向き合いながら仕組みづ
くりに取り組んできました。
　とくに、WAM 助成で実施した不
登校・ひきこもり状態の子ども・若

者の自立に向けた支援や自活準備ホームの運営は、子どもの減
少による過疎化や地場産業の担い手不足といった現状を考える
と、分野横断的に持続していかなくてはならない事業だと考え
ています。
　今後は、長期的に継続可能な事業とするためにも、支援実績
をもとに行政への政策提言を進め、制度化を目指していきたい
と考えています。

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

代表理事　大倉  一真氏

事業の制度化を目指す

〒 893−0064　鹿児島県鹿屋市西原 2 丁目 18−33
TEL/FAX： 0994−37−5639
U R L： https://kanoya-ps.com
設　　立：平成 30 年 10 月
代表理事：大倉　一真

◆団体概要

自活準備ホームの利用者が就労訓練に
取り組んでいる様子

士
の
資
格
を
有
す
る
大
倉
氏
が
担
い
、
ケ
ー
ス
に
応

じ
て
看
護
師
や
管
理
栄
養
士
、
教
員
な
ど
の
ス
タ
ッ

フ
を
マ
ッ
チ
ン
グ
し
て
継
続
的
に
訪
問
支
援
を
行
っ

て
い
る
。

　「訪
問
支
援
を
行
う
大
き
な
意
味
と
し
て
は
、
不

登
校
や
ひ
き
こ
も
り
状
態
に
な
っ
て
い
る
要
因
が
本

人
だ
け
の
課
題
で
は
な
く
、
家
庭
環
境
に
も
問
題
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
み
え
て
く
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

保
護
者
の
ケ
ア
が
必
要
で
あ
る
場
合
は
看
護
師
が
支

援
に
介
入
し
た
り
、
家
庭
で
の
食
事
や
生
活
環
境
に

問
題
が
あ
る
場
合
は
、
管
理
栄
養
士
が
食
事
を
届
け

て
家
事
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
な
か
に
は
、
不
登
校

支
援
よ
り
も
保
護
者
へ
の
支
援
が
先
に
必
要
で
福
祉

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
い
だ
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」。

　居
場
所
で
の
活
動
や
訪
問
支
援
を
通
し
て
、
利
用

者
と
の
関
係
性
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
自
発

的
に
悩
み
や
困
り
ご
と
を
打
ち
明
け
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
、
本
音
で
対
話
が
で
き
る
よ
う
に
変
化
す
る

様
子
が
み
ら
れ
、
自
ら
の
意
思
で
学
校
へ
の
復
学
や

進
学
、
就
職
を
目
指
す
利
用
者
も
い
た
と
い
う
。

自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、

生
活
・
就
労
を
一
体
的
に
支
援

　自
活
準
備
ホ
ー
ム
事
業
で
は
、
法
人
本
部
の
近
隣

に
宿
泊
型
の
自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
し
、
生
活
と

就
労
を
一
体
的
に
支
援
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　自
活
準
備
ホ
ー
ム
は
、
個
室
3
室
と
共
用
ス
ペ
ー

ス
の
リ
ビ
ン
グ
を
備
え
た
、
男
性
棟
・
女
性
棟
の
2

棟
を
開
設
。
支
援
対
象
は
自
立
を
目
指
す
15
歳
以
上

の
若
者
と
し
、
助
成
期
間
中
に
17
～
44
歳
の
男
女
4

人
ず
つ
の
計
8
人
が
利
用
し
た
。　「利

用
経
路
と
し
て

は
、
当
法
人
に
直
接
相

談
さ
れ
る
以
外
に
も
、

行
政
の
福
祉
課
、
生
活

困
窮
に
関
す
る
窓
口
、

児
童
相
談
所
な
ど
か
ら

の
紹
介
も
あ
り
ま
し

た
。
利
用
者
の
な
か
に

は
、
児
童
養
護
施
設
の

退
所
後
に
就
職
し
た
企

業
を
辞
め
、
保
証
人
が

い
な
い
た
め
に
住
ま
い

を
確
保
で
き
な
か
っ
た

り
、
再
就
職
で
き
ず
に

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
な

っ
て
い
た
男
性
や
、
義

父
か
ら
性
的
虐
待
を
受

け
、
家
出
し
た
女
性
と
自
殺
相
談
で
つ
な
が
り
、
警

察
と
連
携
し
な
が
ら
受
け
入
れ
る
な
ど
深
刻
な
ケ
ー

ス
も
あ
り
、
シ
ェ
ル
タ
ー
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い

ま
す
」。

　生
活
支
援
と
し
て
は
、
定
期
的
な
面
談
や
食
事
の

提
供
、
必
要
に
応
じ
て
金
銭
管
理
や
社
会
性
を
身
に

付
け
る
た
め
の
支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
就
労
訓
練

で
は
、地
域
の
複
数
の
企
業
と
連
携
協
定
書
を
結
び
、

開
発
し
た
就
労
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
者
に
マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
職
場
へ
の
送
迎
や
定
着
に

向
け
た
伴
走
型
支
援
を
行
っ
た
。

　「大
隅
地
域
は
、
1
次
産
業
が
盛
ん
で
、
当
法
人

は
行
政
や
農
業
関
係
の
企
業
、
社
会
福
祉
法
人
な
ど

の
多
様
な
主
体
が
集
ま
る
『
大
隅
半
島
ノ
ウ
フ
ク
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
』
と
い
う
組
織
の
監
事
を
し
て
い
る

関
係
で
、
企
業
と
の
つ
な
が
り
が
多
く
あ
り
ま
す
。

※
6
次
産
業
化
し
て
い
る
企
業
も
少
な
く
な
い
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
企
業
側
に
と
っ
て
も
人
手
不
足
が
深
刻

な
状
況
の
た
め
、
双
方
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
就
労
訓
練
を
経
て
、
雇
用
に
結
び
つ
い
た
後
も

自
活
準
備
ホ
ー
ム
で
生
活
を
続
け
て
も
ら
い
、
勤
務

先
へ
の
送
迎
や
食
事
の
提
供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
人
暮
ら
し
を
始
め
る
た
め
に
必
要
な
費
用
を
貯
蓄

し
て
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、利
用
者
8
人
の
う
ち
、

6
人
が
就
職
に
結
び
つ
き
ま
し
た
」。

　一
方
、
当
初
の
計
画
で
は
入
居
期
間
は
3
～
6
カ

月
程
度
を
想
定
し
て
い
た
が
、
利
用
者
の
メ
ン
タ
ル

面
や
複
雑
な
課
題
背
景
も
あ
り
、
1
年
以
上
の
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　「信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が

重
要
に
な
る
た
め
、
や
は
り
3
～
6
カ
月
の
期
間
で
※6次産業化…�１次産業としての農林漁業と、2次産業としての製造業、3次産業としての小売業等の事業との

総合かつ一体的な推進を図り、地域資源を活用した新たな付加価値を生み出す取り組み。
19 ●WAMー2023.7

男女各1棟ずつ開設した自活準備ホー
ム。居室はすべて個室で、共用スペー
スとしてリビングを設置

大隅地域北部の居場所では、地域住民の協力のもと弓道体験を行った
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は
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
支
援
の
仕
組
み
や

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
つ
く
る
だ
け
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
を
抱
え
た
人
た
ち
を
の
自
立
に
は
結
び
つ
か
ず
、

長
い
時
間
を
費
や
し
て
も
本
音
で
対
話
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
こ
そ
、
支
援
の
仕
組
み
が
活
き
て
く
る

の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

地
域
に
必
要
な
支
援
と
し
て

認
知
が
広
が
る

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
課
題
に
対
応
し

た
居
場
所
支
援
を
実
施
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
・

若
者
に
自
立
に
向
け
た
支
援
を
届
け
る
と
と
も
に
、

自
活
準
備
ホ
ー
ム
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活

と
就
労
を
一
体
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「前
述
の
よ
う
に
自
活
準
備
ホ
ー
ム
の
相
談
経
路

は
、当
法
人
へ
の
直
接
相
談
に
来
ら
れ
る
以
外
に
も
、

行
政
福
祉
課
や
生
活
困
窮
窓
口
、
児
童
相
談
所
な
ど

か
ら
の
紹
介
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
地
域

に
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
公
的
機
関
内
で
も
顕

著
と
な
っ
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
」。

　助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
令
和
５
年
4
月

に
肝
付
町
で
新
た
に
「
不
登

校
児
童
生
徒
支
援
室
」
を
立

ち
上
げ
、
同
法
人
が
送
迎
支

援
・
家
族
支
援
を
含
め
た
運

営
を
受
託
す
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
た
。
公
設
民
営
と
い
う

か
た
ち
で
教
育
分
野
の
事
業

委
託
を
行
っ
た
の
は
県
内
初

で
あ
り
、
大
き
な
注
目
を
集

め
て
い
る
と
い
う
。

　今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
事
業
を
継
続
し
て
い
く

た
め
に
、
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
る
必
要
性
が
あ
る

と
し
て
い
る
。

　「私
は
鹿
児
島
市
内
の
大
学
で
福
祉
分
野
に
関
す

る
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
人
材
育
成
の

一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
法
人
の
取
り
組
み
は

自
分
た
ち
だ
け
で
な
く
、
多
様
な
人
た
ち
と
顔
の
見

え
る
関
係
を
つ
く
り
な
が

ら
、
連
携
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

の
福
祉
を
担
う
人
た
ち
と
関

わ
り
、
将
来
的
に
協
力
し
あ

う
こ
と
に
よ
り
、『
み
ん
な

で
地
域
を
支
え
、
誰
も
が
活

躍
で
き
る
地
域
づ
く
り
』
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」。

　居
住
地
や
経
済
的
な
理
由

か
ら
支
援
に
結
び
つ
き
に
く

い
と
い
う
地
域
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
訪
問
・
送
迎
・

宿
泊
型
の
支
援
を
行
う
同
法

人
の
取
り
組
み
が
全
国
に
広

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

　現在、国が各自治体に重層的支援
体制の整備を推進するように働きか
けているなかで、当法人もその社会
資源の一つとなることを常に意識し、
地域課題に向き合いながら仕組みづ
くりに取り組んできました。
　とくに、WAM 助成で実施した不
登校・ひきこもり状態の子ども・若

者の自立に向けた支援や自活準備ホームの運営は、子どもの減
少による過疎化や地場産業の担い手不足といった現状を考える
と、分野横断的に持続していかなくてはならない事業だと考え
ています。
　今後は、長期的に継続可能な事業とするためにも、支援実績
をもとに行政への政策提言を進め、制度化を目指していきたい
と考えています。

一般社団法人パーソナルサービス支援機構

代表理事　大倉  一真氏

事業の制度化を目指す

〒 893−0064　鹿児島県鹿屋市西原 2 丁目 18−33
TEL/FAX： 0994−37−5639
U R L： https://kanoya-ps.com
設　　立：平成 30 年 10 月
代表理事：大倉　一真

◆団体概要

自活準備ホームの利用者が就労訓練に
取り組んでいる様子

　私たちは、困難を抱えるこども・若者やその家族を誰一人と取りこぼさず制度や支援につなぐ活動をおこなっており、WAM
助成を活用し、「訪問・送迎・居場所」を1セットにした仕組みづくりに取り組みました。
　助成終了後は、本拠点以外の複数の自治体から同様の仕組みでの運営を委託されるようになり、また、本拠点がこの地域の子
育て支援拠点になるとのことで、新施設を建設するに至りました。人材育成に課題は残りますが、持続可能な地域の社会資源と
なりつつあります。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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施
す
る
こ
と
で
、
実
施
体
制
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
モ
デ
ル
化
し
、
全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
」（
以
下
、「 

」
内
は
高
橋
事
務

局
長
の
説
明
）。

居
場
所
・
学
習
支
援
・
相
談
を
基
盤
と
し
た

包
括
的
支
援
に
取
り
組
む

　「多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業

で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
や
若
者
の
包
括
的

な
支
援
を
行
う
た
め
、
居
場
所
と
相
談
機
能
を
も
つ

日
本
語
や
教
科
学
習
の
教
室
を
実
施
し
た
。
生
活
・

教
育
・
福
祉
等
に
関
す
る
相
談
で
は
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
・
若
者
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

　事
業
の
実
施
場
所
は
、
横
浜
市
の
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅

の
駅
前
に
あ
る
商
業
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
、
学

習
支
援
教
室
「
み
ら
と
び
対
面
教
室
」
を
週
3
回
開

催
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
み
ら
と

び
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
教
室
」（
週
１
回
）
も
あ
わ
せ
て
実
施

し
た
。

　令
和
３
年
度
の
学
習
教
室
の
利
用
実
績
は
、
年
間

１
０
８
回
の
開
催
で
延
べ
９
９
０
人
が
利
用
し
た
。

　学
習
支
援
の
体
制
で
は
、
中
国
語
を
話
せ
る
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
す
る
ほ
か
、
同
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
で
つ
な
が
り
を
も
っ
た
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
多
言
語
で
の
対
応
を
行
っ
た
。

　「外
国
人
支
援
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
支
援

機
関
が
あ
り

ま
す
が
、
外

国
に
つ
な
が

る
親
子
が
い

き
な
り
電
話

で
深
刻
な
相

談
を
す
る
こ

と
に
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
と
く
に
親
は
、
来
日
し
て
在
留
資
格
の

問
題
な
ど
で
不
利
な
立
ち
位
置
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
は
居
場
所
と
し
て
安
心
で
き
る
場
所
、

人
と
つ
な
が
る
場
所
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支

援
の
利
用
者
は
、
高
校
の
受
験
生
と
高
校
生
が
半
々

く
ら
い
で
す
が
、
高
校
に
進
学
で
き
て
も
中
途
退
学

率
が
日
本
人
と
比
べ
て
高
い
た
め
、
高
校
進
学
後
も

関
わ
り
な
が
ら
、
社
会
参
加
ま
で
つ
な
げ
て
『
グ
ロ

「多文化子ども・若者支援センター」で実施す
る学習支援教室には、延べ990人の外国につ
ながる子どもが利用した

コロナ禍の影
響で失業や生
活困窮に陥っ
た若者への食
料支援を行う
ため、法人事
務所で食料の
箱詰め作業を
行う様子

認定NPO法人
多文化共生教育ネットワークかながわ
NPO版「多文化子ども・若者支援センター」モデル事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度512万4千円
令和2年度　　 950万円
令和3年度　　 854万円

【事業概要】
　外国につながる多文化家族の子どもや若者に対し、生活・教育・福祉等の包括的
支援を関係機関との連携により、きめ細かく効果的に行うことのできる「多文化子
ども・若者支援センター事業」を実施し、モデルとして全国に広げることを目的す
る事業

【実施内容】
◆�多文化子ども・若者支援センター事業
外国につながる子どもや若者の包括的
な支援を行うため、居場所や学習支援
教室、相談機能を有した「多文化こども・
若者支援センター」を開設
◆多文化若者向けシェルター（自立型シ
ェアハウス）
家庭内の虐待や不和により、家を出ざ
るを得ない外国につながる若者の緊急
支援や自立に向けた一時的な避難場所
としてシェ
ルターを開
設し、対象
者の支援を
行う

◆広報啓発事業
事業の実践や成果を広く周知するた
め、フォーラムの開催やホームページ
上で外国につながる若者の教育相談を
含めた高校進学に関する多言語（10
言語）での情報発信を行う

事業概要

【成果】
◆ 3年目（令和 3年度事業）の多文化こども・若者支
援センターで実施した学習支援教室は、対面（週3回）
に加え、オンライン（週 1回）で開催し、延べ 990
人の外国につながる子ども・若者が利用した
　　相談支援では、センターや法人事務所で 205件の
教育相談に対応したほか、
目的別に高校の進学や進
路に関する相談会をはじ
め、小中学校の教員・支
援者向けの高校進学説明
会、在留相談会を開催。
センターでの相談を含め、
約1500人が参加した

◆令和3年3月に開設した多文化若者向けシェルターは、
令和4年度から運用を開始した。また、コロナ禍の影
響で失業や生活困窮に陥った若者に対する食料支援を
多文化ユースプロジェクトとの協働事業で実施した

◆広報啓発事業では、ホームページに10言語での高校
進学に関する情報発信を行い、利用者は約1400人、
閲覧回数は6万回を超え、広く情報を届けることがで
きた
　　オンラインで開催したフォーラム（全3回）には、
支援者や教育関係者など延べ293人が参加し、支援ネ
ットワークが拡大することにつながった

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき

ャレンジチ
いきいき

多
文
化
家
族
と
そ
の
子
ど
も・

若
者
へ
の
支
援
体
制
を
整
備

神
奈
川
県
横
浜
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ

外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
・
若
者
の
教
育
を
支
援

　神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
多
文

化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
（
理
事
長
：

武
一
美
氏
）
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
支
援
し
、
共
生
社
会
を
実
現
す
る
と
い
う
理

念
の
も
と
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働
事
業

を
は
じ
め
、
県
内
の
関
係
機
関
や
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

連
携
し
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
て
多
角
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　平
成
７
年
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
し
て
立
ち
上

げ
、
平
成
23
年
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
経
て
、
令
和
元

年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

　主
な
事
業
は
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
の
協
働

事
業
で
実
施
し
た
「
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
た

ち
の
た
め
の
高
校
進
学
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」を
は
じ
め
、

高
校
入
試
に
関
す
る
情
報
を
多
言
語
（
10
言
語
）
で

翻
訳
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行
、
外
国
に
つ
な
が

る
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
を
行
う
「
た
ぶ
ん
か
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
よ
こ
は
ま
」
を
運
営
。
そ
の
ほ
か
に

も
、
高
校
で
の
人
権
や
在
留
資
格
に
関
す
る
研
修
、

大
学
や
国
際
交
流
団
体
で
の
多
文
化
共
生
に
関
す
る

研
修
な
ど
の
講
師
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

　同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
～
３
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
版
『
多
文
化

子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
』
モ
デ
ル
事
業
」
を

実
施
し
た
。
同
事
業
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も

や
若
者
に
対
す
る
生
活
・
教
育
・
福
祉
等
の
包
括
的

支
援
を
実
施
し
、
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
事
業
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
②
多
文
化
若
者
向
け
シ
ェ
ル
タ

ー
（
自
立
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）、
③
広
報
啓
発
事
業

を
実
施
し
た
。

　モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
事
務

局
長
の
高
橋
清
樹
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「当
法
人
は
、
平
成
7
年
か
ら
外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
や
若
者
の
教
育
支
援
を
実
施
し
て
き
ま
し
た

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
も
つ
子
ど
も
・
若
者
へ
の

支
援
は
多
様
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
受
け
皿
が
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
支
援
の
た
め
に
他
機
関
と
の
重

層
的
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
き
ま
し

た
。
と
く
に
、
多
文
化
家
族
の
子
ど
も
・
若
者
へ
の

支
援
の
仕
組
み
は
全
国
的
に
み
て
も
未
整
備
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
生
活
・

教
育
・
福
祉
等
の
包
括
的
支
援
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
実

WAM助成
モデル事業

 WAMから ひと言

　全国規模での外国につながる子どもの高
校入試制度の調査や弁護士、通訳と協同で
在留相談会を実施する等、多様なネット
ワーク先に対して役割をうまく分担するこ
とで、支援体制の基盤強化ができてきたと
思われます。今後はシェルター等の施設も
活用し、困りごとを抱える外国につながる
若者との信頼関係を強化しながら、その後
の自立をサポートしていくことを目標とさ
れています。幅広いネットワークと豊富な
実績を持って、これからも外国につながる
子ども・若者の包括的支援が広がっていく
ことが期待されます。

15 ●WAMー2023.8

外
国
に
つ
な
が
る
こ
ど
も
や
若
者
の
生
活
・
教
育
・

福
祉
等
の
包
括
的
な
支
援
を
行
い
、
実
施
体
制
や
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
モ
デ
ル
化
し
て
全
国
に
活
動
を

広
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
、
多
文
化
子
ど
も
・
若

者
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
を
始
め
、
多
文
化
若
者

向
け
シ
ェ
ル
タ
ー
（
自
立
型
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
）
や
広

報
啓
発
事
業
を
実
施
し
た
神
奈
川
県
横
浜
市
の
認
定

N
P
O
法
人
多
文
化
共
生
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な

が
わ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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施
す
る
こ
と
で
、
実
施
体
制
や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど

を
モ
デ
ル
化
し
、
全
国
に
活
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
ま
し
た
」（
以
下
、「 

」
内
は
高
橋
事
務

局
長
の
説
明
）。

居
場
所
・
学
習
支
援
・
相
談
を
基
盤
と
し
た

包
括
的
支
援
に
取
り
組
む

　「多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ
ー
」
事
業

で
は
、
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
や
若
者
の
包
括
的

な
支
援
を
行
う
た
め
、
居
場
所
と
相
談
機
能
を
も
つ

日
本
語
や
教
科
学
習
の
教
室
を
実
施
し
た
。
生
活
・

教
育
・
福
祉
等
に
関
す
る
相
談
で
は
専
門
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
子
ど
も
・
若
者
だ
け
で
な
く
、
保
護

者
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。

　事
業
の
実
施
場
所
は
、
横
浜
市
の
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅

の
駅
前
に
あ
る
商
業
施
設
の
ス
ペ
ー
ス
を
借
り
、
学

習
支
援
教
室
「
み
ら
と
び
対
面
教
室
」
を
週
3
回
開

催
し
た
。
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
「
み
ら
と

び
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
教
室
」（
週
１
回
）
も
あ
わ
せ
て
実
施

し
た
。

　令
和
３
年
度
の
学
習
教
室
の
利
用
実
績
は
、
年
間

１
０
８
回
の
開
催
で
延
べ
９
９
０
人
が
利
用
し
た
。

　学
習
支
援
の
体
制
で
は
、
中
国
語
を
話
せ
る
ス
タ

ッ
フ
を
配
置
す
る
ほ
か
、
同
法
人
の
こ
れ
ま
で
の
活

動
で
つ
な
が
り
を
も
っ
た
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協

力
し
て
も
ら
い
、
多
言
語
で
の
対
応
を
行
っ
た
。

　「外
国
人
支
援
で
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
る
支
援

機
関
が
あ
り

ま
す
が
、
外

国
に
つ
な
が

る
親
子
が
い

き
な
り
電
話

で
深
刻
な
相

談
を
す
る
こ

と
に
は
高
い

ハ
ー
ド
ル
が

あ
り
ま
す
。
と
く
に
親
は
、
来
日
し
て
在
留
資
格
の

問
題
な
ど
で
不
利
な
立
ち
位
置
に
い
る
こ
と
が
多

く
、
非
常
に
警
戒
心
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
ま
ず
は
居
場
所
と
し
て
安
心
で
き
る
場
所
、

人
と
つ
な
が
る
場
所
を
つ
く
り
、
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
仕
組
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
学
習
支

援
の
利
用
者
は
、
高
校
の
受
験
生
と
高
校
生
が
半
々

く
ら
い
で
す
が
、
高
校
に
進
学
で
き
て
も
中
途
退
学

率
が
日
本
人
と
比
べ
て
高
い
た
め
、
高
校
進
学
後
も

関
わ
り
な
が
ら
、
社
会
参
加
ま
で
つ
な
げ
て
『
グ
ロ

「多文化子ども・若者支援センター」で実施す
る学習支援教室には、延べ990人の外国につ
ながる子どもが利用した

コロナ禍の影
響で失業や生
活困窮に陥っ
た若者への食
料支援を行う
ため、法人事
務所で食料の
箱詰め作業を
行う様子

認定NPO法人
多文化共生教育ネットワークかながわ
NPO版「多文化子ども・若者支援センター」モデル事業

令和元年度～令和3年度WAM助成モデル事業
助成額

令和元年度512万4千円
令和2年度　　 950万円
令和3年度　　 854万円

【事業概要】
　外国につながる多文化家族の子どもや若者に対し、生活・教育・福祉等の包括的
支援を関係機関との連携により、きめ細かく効果的に行うことのできる「多文化子
ども・若者支援センター事業」を実施し、モデルとして全国に広げることを目的す
る事業

【実施内容】
◆�多文化子ども・若者支援センター事業
外国につながる子どもや若者の包括的
な支援を行うため、居場所や学習支援
教室、相談機能を有した「多文化こども・
若者支援センター」を開設
◆多文化若者向けシェルター（自立型シ
ェアハウス）
家庭内の虐待や不和により、家を出ざ
るを得ない外国につながる若者の緊急
支援や自立に向けた一時的な避難場所
としてシェ
ルターを開
設し、対象
者の支援を
行う

◆広報啓発事業
事業の実践や成果を広く周知するた
め、フォーラムの開催やホームページ
上で外国につながる若者の教育相談を
含めた高校進学に関する多言語（10
言語）での情報発信を行う

事業概要

【成果】
◆ 3年目（令和 3年度事業）の多文化こども・若者支
援センターで実施した学習支援教室は、対面（週3回）
に加え、オンライン（週 1回）で開催し、延べ 990
人の外国につながる子ども・若者が利用した

　　相談支援では、センターや法人事務所で 205件の
教育相談に対応したほか、
目的別に高校の進学や進
路に関する相談会をはじ
め、小中学校の教員・支
援者向けの高校進学説明
会、在留相談会を開催。
センターでの相談を含め、
約1500人が参加した

◆令和3年3月に開設した多文化若者向けシェルターは、
令和4年度から運用を開始した。また、コロナ禍の影
響で失業や生活困窮に陥った若者に対する食料支援を
多文化ユースプロジェクトとの協働事業で実施した

◆広報啓発事業では、ホームページに10言語での高校
進学に関する情報発信を行い、利用者は約1400人、
閲覧回数は6万回を超え、広く情報を届けることがで
きた

　　オンラインで開催したフォーラム（全3回）には、
支援者や教育関係者など延べ293人が参加し、支援ネ
ットワークが拡大することにつながった

WAM助成
e -ライブラリー
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在
留
相
談
の
報
告
や
日
本
の
入
管
制
度
に
関
す
る
状

況
や
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

　高
校
入
試
に
関
す
る
調
査
で
は
、
都
道
府
県
立
高

校
に
お
け
る
特
別
措
置
や
特
別
入
学
枠
の
有
無
や
枠

数
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
別
の
設
置
状
況
を
一
覧
表

に
ま
と
め
て
い
る
。

　調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
各
地
で
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
約
60
の
団
体
や

個
人
が
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
調

査
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
者

目
線
の
き
め
細
や
か
な
デ
ー
タ
の
集
計
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
の
パ

イ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、
調
査
結
果
や
各
地
域
の
課
題

を
共
有
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
教
育
環
境
の
改
善
に
つ

な
が
る
の
か
、
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を

行
い
、
全
国
の
支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

包
括
的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の

事
業
化
を
目
指
す

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
外
国
に
つ

な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括
的
支
援
を

行
う
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
、
行
政
や

支
援
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
構
築

し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
』
を
実
施
し
、
支
援
体
制
の
整
備

や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
こ
と
で
、

行
政
か
ら
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括

的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
運
営
依
頼
に
対
し
、
い

つ
で
も
実
施
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
、
行
政
か
ら

委
託
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い
く
と

い
う
モ
デ
ル
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
か
ら
、
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
高
校
進

学
後
の
中
退
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
日
本
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
校
生

向
け
の
日
本
語
学
習
教
室
の

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
川
崎
市
で
運
営
を
開

始
し
、
今
後
は
県
内
3
カ
所

に
増
や
し
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。

　行
政
や
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
外

国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若

者
の
包
括
的
支
援
を
実
施
す

る
同
法
人
の
取
り
組
み
が
全

国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

　当法人は、単年度の WAM 助成を活
用した経験もありますが、今回は 3 年
間のモデル事業として実施しました。こ
れにより NPO としての力を高める効果
があったと考えます。3年間あることで、
基盤が安定するとともに、その期間に財
政基盤の見直しができることは大きかっ
たと思います。モデル事業を通じてネッ

トワークが拡大したことに伴い、委託事業や寄付金、講師業務
などが増え、自立して事業を運営することができています。
　WAM 助成への要望としては、助成を受けた団体同士がつな
がり、互いに情報交換ができる仕組みをつくることで、支援団
体のネットワークや支援の幅も広がると思います。その仲介を
WAM が担うことで、スムーズに連携を進めることができるの
ではないかと考えています。

認定 NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ
事務局長　高橋  清樹氏

互いに情報交換できる
仕組みづくりを要望

〒 247−0007  神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 1−2−1
地球市民かながわプラザ NPO のための事務室内

T E L： 045−896−0015
F A X： 045−896−0015
U R L： https://me-net.or.jp
設　　立：平成 7 年 4 月
理 事 長：武　一美

◆団体概要

令和 3 年 3 月に開設したシェ
ルター（自立型シェアハウス）
は、古民家を改修して個室 4
室と共用スペースを設置した

ー
バ
ル
人
材
』
を
育
て
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
要
素

だ
と
考
え
て
い
ま
す
」。

目
的
別
の
相
談
会
や
食
料
支
援
を
実
施

　相
談
対
応
で
は
、
学
習
支
援
教
室
の
な
か
で
随
時

対
応
す
る
ほ
か
、
法
人
事
務
所
で
も
教
育
相
談
（
週

３
回
）
を
行
い
、
令
和
３
年
度
は
２
０
５
件
の
相
談

に
対
応
し
た
。
相
談
内
容
で
は
、
高
校
進
学
や
転
編

入
、高
校
進
学
後
の
進
路
・
進
学
、学
校
選
択
、在
留
資

格
に
関
す
る
相
談
が
多
く
、
在
留
資
格
の
相
談
で
は

弁
護
士
会
と
の
連
携
に
よ
り
個
別
対
応
を
行
っ
た
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
目
的
別
の
相
談
会
と
し
て
、「
高

校
進
学
相
談
会
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
2
回
を
含
め
5
回
）、

「
高
校
生
向
け
進
路
相
談
会
」（
2
回
）、
小
中
学
校

教
員
・
支
援
者
向
け
の
高
校
進
学
説
明
会
（
オ
ン
ラ

イ
ン
3
回
）、
在
留
相
談
会
（
1
回
）
を
開
催
し
た
。

　在
留
相
談
会
で
は
、
相
談
者
1
組
に
対
し
、
通
訳
、

弁
護
士
、法
人
ス
タ
ッ
フ
が
チ
ー
ム
で
対
応
し
た
。

家
族
滞
在
で
高
校
卒
業
後
の
就
労
に
関
す
る
在
留
資

格
の
変
更
に
つ
い
て
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

い
う
。

　生
活
支
援
と
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
失
業

し
た
り
、
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
若
者
へ
の
食
料
支
援

を
「
多
文
化
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
協
働
事

業
で
実
施
し
た
。

　「多
文
化
ユ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
こ
れ
ま

で
同
法
人
か
ら
支
援
を
受
け
、
大
学
生
や
社
会
人
に

な
っ
た
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
が
、
支
援
者
側
に
回

る
た
め
に
自
発
的
に
立
ち
上
げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、
食
料
支
援
で
は
フ
ー
ド
バ
ン
ク
団
体
と
連
携

し
な
が
ら
、
生
活
困
窮
に
陥
っ
た
若
者
に
対
し
、
49

件
の
食
料
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

自
立
に
向
け
た
避
難
場
所
と
し
て

シ
ェ
ル
タ
ー
を
開
設

　さ
ら
に
、
モ
デ
ル
事
業
で
は
家
庭
内
の
虐
待
や
家

族
間
の
不
和
な
ど
に
よ
り
、
家
を
出
ざ
る
を
得
な
い

外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
緊
急
避
難
や
自
立
に
向
け

た
一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
て
多
文
化
若
者
向
け
シ

ェ
ル
タ
ー
を
開
設
し
、
対
象
者
の
支
援
を
行
っ
た
。

　当
初
の
計
画
で
は
令
和
2
年
度
か
ら
シ
ェ
ル
タ
ー

の
運
用
を
開
始
す
る

予
定
で
あ
っ
た
が
、

開
設
場
所
の
選
定
が

難
航
し
た
こ
と
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
影
響

に
よ
り
、
実
質
的
な

運
用
は
令
和
4
年
度

か
ら
開
始
し
て
い
る
。

　「シ
ェ
ル
タ
ー
は
、

連
携
す
る
弁
護
士
会

が
所
有
す
る
横
浜
市
に
あ
る
古
民
家
を
改
築
し
て
整

備
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。居
住
環
境
と
し
て
は
、

居
室
4
室
と
キ
ッ
チ
ン
・
リ
ビ
ン
グ
な
ど
の
共
有
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。
建
物
の
半
分
は
弁
護
士

会
の
事
務
所
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
法
人
の
ス
タ

ッ
フ
を
含
め
、
日
常
的
に
見
守
り
が
で
き
る
環
境
と

な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ェ
ル
タ
ー
は
保
護
の
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
が
、
支
援
を
受
け
な
が
ら
一
定
期
間
の

生
活
を
し
た
あ
と
は
、
自
立
し
た
生
活
を
し
て
も
ら

う
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
と
い
う
位
置
づ
け
で
考

え
て
い
ま
す
」。

　現
在
は
、
家
庭
で
虐
待
を
受
け
た
南
米
ル
ー
ツ
の

女
子
学
生
が
利
用
し
て
お
り
、
同
法
人
・
弁
護
士
会
・

学
校
の
3
者
が
関
わ
り
、
家
族
間
の
関
係
修
復
を
図

り
な
が
ら
、
自
立
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

シ
ェ
ル
タ
ー
の
利
用
に
関
す
る
相
談
や
問
い
合
わ
せ

は
多
く
、
高
い
支
援
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
い
う
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て

広
く
情
報
を
発
信

　広
報
啓
発
事
業
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
外
国

に
つ
な
が
る
若
者
の
教
育
相
談
や
高
校
入
試
に
特
化

し
た
多
言
語
（
10
言
語
）
の
情
報
を
提
供
す
る
特
設

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
令
和
3
年
５
月
開
設
か
ら
の

利
用
者
数
は
約
１
万
４
０
０
０
人
、
閲
覧
回
数
は

６
万
回
を
超
え
、
必
要
な
情
報
を
広
く
発
信
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　さ
ら
に
、
事
業
の
実
践
や
成
果
を
広
く
周
知
す
る

た
め
、フ
ォ
ー
ラ
ム（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）を
3
回
開

催
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
①
外
国
に
つ
な
が
る

子
ど
も
た
ち
の
教
育
保
障
、
②
外
国
人
生
徒
や
入
試

に
関
す
る
調
査
結
果
や
課
題
の
報
告
、③
教
育
相
談
・

17 ●WAMー2023.8

在留相談会は、在留資格の変更などの相
談に対し、弁護士、通訳、法人スタッフ
がチームとなり対応した

県内の夜間中学校と川崎市国際交流セン
ターで開催した高校進学相談会の様子

33



いきいき

ャレンジチ
いきいき

在
留
相
談
の
報
告
や
日
本
の
入
管
制
度
に
関
す
る
状

況
や
課
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
情
報
発
信
を
行
っ
た
。

　高
校
入
試
に
関
す
る
調
査
で
は
、
都
道
府
県
立
高

校
に
お
け
る
特
別
措
置
や
特
別
入
学
枠
の
有
無
や
枠

数
な
ど
に
つ
い
て
、
地
域
別
の
設
置
状
況
を
一
覧
表

に
ま
と
め
て
い
る
。

　調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
全
国
各
地
で
外
国
に
つ
な

が
る
子
ど
も
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
約
60
の
団
体
や

個
人
が
、
各
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
に
調

査
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
り
、
支
援
者

目
線
の
き
め
細
や
か
な
デ
ー
タ
の
集
計
・
分

析
を
行
う
と
と
も
に
、
教
育
委
員
会
と
の
パ

イ
プ
を
つ
く
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
で
は
、
調
査
結
果
や
各
地
域
の
課
題

を
共
有
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
教
育
環
境
の
改
善
に
つ

な
が
る
の
か
、
参
加
者
同
士
で
意
見
交
換
を

行
い
、
全
国
の
支
援
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

包
括
的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の

事
業
化
を
目
指
す

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
外
国
に
つ

な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括
的
支
援
を

行
う
仕
組
み
づ
く
り
と
と
も
に
、
行
政
や

支
援
機
関
と
の
連
携
・
協
力
体
制
を
構
築

し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
広
く
発
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　「『
多
文
化
子
ど
も
・
若
者
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
』
を
実
施
し
、
支
援
体
制
の
整
備

や
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
た
こ
と
で
、

行
政
か
ら
外
国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若
者
の
包
括

的
支
援
を
行
う
セ
ン
タ
ー
の
運
営
依
頼
に
対
し
、
い

つ
で
も
実
施
で
き
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
は
大

き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
は
、
行
政
か
ら

委
託
を
受
け
、
セ
ン
タ
ー
と
し
て
運
営
し
て
い
く
と

い
う
モ
デ
ル
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　モ
デ
ル
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、
神
奈
川
県
教

育
委
員
会
か
ら
、
外
国
に
つ
な
が
る
若
者
の
高
校
進

学
後
の
中
退
を
防
止
す
る
と

と
も
に
、
将
来
的
に
日
本
で

活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
校
生

向
け
の
日
本
語
学
習
教
室
の

運
営
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。

現
在
は
川
崎
市
で
運
営
を
開

始
し
、
今
後
は
県
内
3
カ
所

に
増
や
し
て
い
く
予
定
だ
と

い
う
。

　行
政
や
関
係
機
関
と
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
外

国
に
つ
な
が
る
子
ど
も
・
若

者
の
包
括
的
支
援
を
実
施
す

る
同
法
人
の
取
り
組
み
が
全

国
に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　

　当法人は、単年度の WAM 助成を活
用した経験もありますが、今回は 3 年
間のモデル事業として実施しました。こ
れにより NPO としての力を高める効果
があったと考えます。3年間あることで、
基盤が安定するとともに、その期間に財
政基盤の見直しができることは大きかっ
たと思います。モデル事業を通じてネッ

トワークが拡大したことに伴い、委託事業や寄付金、講師業務
などが増え、自立して事業を運営することができています。
　WAM 助成への要望としては、助成を受けた団体同士がつな
がり、互いに情報交換ができる仕組みをつくることで、支援団
体のネットワークや支援の幅も広がると思います。その仲介を
WAM が担うことで、スムーズに連携を進めることができるの
ではないかと考えています。

認定 NPO 法人多文化共生教育ネットワークかながわ
事務局長　高橋  清樹氏

互いに情報交換できる
仕組みづくりを要望

〒 247−0007  神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 1−2−1
地球市民かながわプラザ NPO のための事務室内

T E L： 045−896−0015
F A X： 045−896−0015
U R L： https://me-net.or.jp
設　　立：平成 7 年 4 月
理 事 長：武　一美

◆団体概要

令和 3 年 3 月に開設したシェ
ルター（自立型シェアハウス）
は、古民家を改修して個室 4
室と共用スペースを設置した

　多文化家族は増え続けており、WAM助成事業で取り組んだ相談支援や支援団体とのネットワークづくりが活かされていま
す。例えば県教育委員会と連携して実施した、外国につながりのある高校生が多く在籍する高校への多文化教育コーディネー
ター派遣事業は、WAM助成時には25校でしたが、31校まで拡大しました。各高校のSSWやSCとの連携も拡大しています。
今後は高校を卒業していく若者たちが一人でも多く、日本社会で自立し、活躍できるよう活動を進めていきたいと思います。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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重
度
知
的
障
害
者
の

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
る

　同
法
人
は
、
令
和
3
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
重
度
知
的
障
害
者
の
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
の
提
言
作
成
事
業
」
に
取
り
組

ん
だ
。

　同
事
業
は
、
重
度
知
的
障
害
者
が
地
域
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
で
の
実
装
と
課
題
整
理
、
②
重
度
訪
問
介
護

等
、
現
行
制
度
の
改
良
点
の
提
言
、
③
重
度
知
的
障

害
者
を
地
域
共
生
の
主
役
と
し
て
と
ら
え
る
暮
ら
し

方
提
言
を
計
画
し
た
。

　「重
度
知
的
障
害
者
の

暮
ら
し
は
、
家
族
と
の
同

居
、
入
所
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
と
、
選

択
肢
が
限
ら
れ
て
お
り
、

と
く
に
家
族
へ
の
依
存
度

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
現
行
制
度
で
実
施

で
き
る
生
活
の
一
例
と
し

て
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の

利
用
者
の
生
活
や
取
り
組

み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
整
理
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
久
保
田
理
事
長
）。

　3
階
建
て
の
「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」

は
、1
～
2
階
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
介
護
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
3
階
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
て
い
る
。

　シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
個
室
4
室
と
2
段
ベ
ッ
ド
を

設
け
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
定
員
2
人
）
の
ほ
か
、
共

有
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
壮
氏
を

含
む
、
重
度
知
的
障
害
者
3
人
が
生
活
し
て
い
る
。

　利
用
対
象
は
、
重
度
知
的
障
害
者
に
限
定
せ
ず
、

誰
も
が
利
用
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
や
支
援
者
以
外
の
多
様
な

人
た
ち
と
関
わ
り
、「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
」
以
外

の
関
係
を
も
つ
機
会
を
つ
く
っ
た
。

生
活
支
援
は
複
数
の
事
業
者
と
連
携

　利
用
者
は
、
日
中
の
9
～
16
時
ま
で
は
併
設
す
る

生
活
介
護
、
16
時
以
降
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で
は
重
度

訪
問
介
護
を
利
用
し
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介

助
、
外
出
時
の
移
動
支
援
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い

認定NPO法人
クリエイティブサポートレッツ
重度知的障害者の健康で文化的な暮らしを実現するための
提言作成事業

令和3年度事業

【事業概要】
　重度知的障害者が地域で健康に文化的な暮らしを実現することを目的に、
現行制度で実施できる生活の例として、重度訪問介護を利用しながらシェ
アハウスで暮らす生活や取り組みを当事者や支援関係者に周知する事業

【実施内容】
◆�シェアハウスでの実
装の継続と課題整理
運営するシェアハウス
で、重度知的障害者3
人が重度訪問介護を利
用しながら、地域での
自立生活を継続

◆重度訪問介護等、現行制度の改良
点の提言
重度知的障害者の重度訪問介護等
の利用について、サービス提供を
行う事業所や行政、有識者と意見
交換し、課題の共有を図る

◆重度知的障害者を地域共生の主役
としてとらえる暮らし方提言
文化的な暮らしの一例として、シ
ェアハウスでの利用者の生活や取
り組みを掲載した冊子を作成し、
当事者や家族、支援関係者に周知
する

事業概要

【成果】
◆シェアハウスを利用する重度知的障害者3人に対し、
他事業所と連携して支援することにより、その人らし
い地域生活を継続することができた
　　併設するゲストハウスは、障害者の自立生活の体験
の場や親のレスパイト支援として
活用するほか、利用対象を限定せ
ず、シェアメイトとして多様な人
たちを受け入れることにより、利
用者が家族や支援者以外と関わり
をもつ機会をつくった

◆シェアハウスでの利用者の暮らしや取り組みを掲載し
た冊子（2万部を発行）は、市内の特別支援学校や自
立支援センターのほか、全国の福祉施設や知的障害者
の親の会を通じて1056カ所に配布した
　　冊子の配布を通じて、自宅や入所施設、グループホ
ーム以外にも重度知的障害者がその人らしく生活でき
る選択肢があることを、当事者・家族、支援関係者に具
体的にイメージしてもらうことにつながった
　　配布した冊子は、県内外から大きな反響があり、追加
の依頼が寄せられるとともに、全国から当事者家族や
支援関係者がシェアハウスの見学に訪れている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

276万5千円

平成 30年に開設した「たけ
し文化センター連尺町」。重度
知的障害者の活動拠点と、地域
の多様な人たちが集う文化セ
ンターとしての機能を有する

建物は3階建てで、1～2階は障害福祉サー
ビスの生活介護、放課後等デイ、3階はシェ
アハウスとゲストハウスを併設

いきいき

ャレンジチ
いきいき

重
度
知
的
障
害
者
の

自
立
生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
る

静
岡
県
浜
松
市
・
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ

す
べ
て
の
人
た
ち
が
共
に
生
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

　静
岡
県
浜
松
市
に
あ
る
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
は
、
障
害
者
と
健
常
者

が
互
い
に
理
解
し
、
認
め
あ
い
な
が
ら
共
生
で
き
る

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　と
く
に
知
的
障
害
の
あ
る
人
が
、
ア
ー
ト
や
音
楽

な
ど
の
文
化
活
動
を
通
し
て
、
自
分
を
表
現
す
る
力

を
身
に
つ
け
、
文
化
的
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と

の
で
き
る
自
立
生
活
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　知
的
障
害
者
の
自
立
生
活
支
援
に
取
り
組
ん
だ
経

緯
と
し
て
、理
事
長
の
久
保
田
翠
氏
は
、長
男
の
壮た
け
し 

氏
に
重
度
の
知
的
障
害
と
自
閉
症
が
あ
り
、
言
葉
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
ず
、
生
活
で
は
24

時
間
３
６
５
日
の
介
護
が
必
要
と
な
る
な
か
で
、
地

域
で
孤
立
す
る
経
験
を
し
た
こ
と
か
ら
、
障
害
の
あ

る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　平
成
12
年
に
任
意
団
体
を
立
ち
上
げ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
化
を
経
て
、
平
成
27
年
に
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
認
可
を

受
け
て
い
る
。 

　主
な
事
業
と
し
て
は
、居
場
所
の
運
営
と
と
も
に
、

平
成
20
年
に
重
度
知
的
障
害
者
を
文
化
創
造
の
核
と

す
る
「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
」事
業
を
開
始
。
現

在
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
生
活
介
護
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
重
度

訪
問
介
護
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
26
年

に
は
、
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
誰
で
も
利
用
で

き
る
私
設
公
民
館
の
「
の
ヴ
ぁ
公
民
館
」、「
ち
ま
た

公
民
館
」
を
開
設
し
、
地
域
に
開
か
れ
た
居
場
所
と

し
て
運
営
し
て
い
る
。

　「た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
」
事
業
に
つ
い
て
、
久

保
田
理
事
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「セ
ン
タ
ー
名
の
由
来
と
な
っ
た
壮
は
、
音
楽
が

好
き
な
27
歳
の
若
者
で
、
容
器
に
石
を
入
れ
て
鳴
ら

し
続
け
る
と
い
う
行
為
を
一
日
中
行
う
と
い
う
特
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
個
性
と
も
い
え
る
行
為
は
、
社

会
や
学
校
、
そ
の
他
の
施
設
で
は
問
題
行
動
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
実
際
に
入
所
施
設
を
利
用
で

き
な
か
っ
た
理
由
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
の
こ
だ
わ

り
や
容
器
を
叩
き
続
け
る
と
い
う
行
為
を
『
彼
に
し

か
で
き
な
い
表
現
』
と
し
て
捉
え
、『
あ
る
が
ま
ま

の
姿
を
認
め
あ
い
な
が
ら
、
個
人
の
や
り
た
い
こ
と

を
や
り
き
る
熱
意
』
を
文
化
創
造
の
柱
に
し
た
も
の

が
、『
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
』
の
基
本
的
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

　こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
土
台
と
し
、
平
成
30
年
に
は

浜
松
市
の
市
街
地
に
新
た
な
拠
点
と
し
て
「
た
け
し

文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」を
開
設
し
た
。
同
施
設
は
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
音

楽
ス
タ
ジ
オ
の
ほ
か
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
を
併
設
し
た
複
合
施
設
で
、
地
域
の
文
化
創
造

発
信
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
重
度
知
的
障
害
者
が
重
度
訪

問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
で
自
立
生
活
を
し
て
い
る
。

 WAMから　 ひと言

　重度の知的障害がある者は、自宅で家
族が介護するか、入所施設またはグルー
プホームに入るという選択肢しかない
と思われてきました。そのようななか
WAM助成を活用し、「訪問介護を利用し、
シェアハウスで暮らす」という新しい選
択肢を作り、自立生活を実現できたこと
で、障害当事者だけでなく、その家族の
支援にもつながっていることを高く評価
します。
　本事業で得られた成果を、全国の重度
障害者やその家族、障害者団体、行政、
また協力者に向けて発信し、重度障害者
の自立生活という概念や制度そのものを
動かすところまで発展していくことを期
待します。

15 ●WAMー2023.10

障
害
者
と
健
常
者
が
互
い
に
理
解
し
、
認
め
あ
い
な

が
ら
共
生
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
実
装
と
課
題
整
理
、
重
度
訪
問
介
護
等
の

現
行
制
度
の
改
良
点
の
提
言
、
重
度
知
的
障
害
者
を

地
域
共
生
の
主
役
と
し
て
と
ら
え
る
暮
ら
し
方
提
言

の
計
画
を
実
施
し
た
静
岡
県
浜
松
市
の
認
定
N
P
O

法
人
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
レ
ッ
ツ
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
ま
す
。

8
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重
度
知
的
障
害
者
の

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
る

　同
法
人
は
、
令
和
3
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
重
度
知
的
障
害
者
の
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
を
実
現
す
る
た
め
の
提
言
作
成
事
業
」
に
取
り
組

ん
だ
。

　同
事
業
は
、
重
度
知
的
障
害
者
が
地
域
で
文
化
的

な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
で
の
実
装
と
課
題
整
理
、
②
重
度
訪
問
介
護

等
、
現
行
制
度
の
改
良
点
の
提
言
、
③
重
度
知
的
障

害
者
を
地
域
共
生
の
主
役
と
し
て
と
ら
え
る
暮
ら
し

方
提
言
を
計
画
し
た
。

　「重
度
知
的
障
害
者
の

暮
ら
し
は
、
家
族
と
の
同

居
、
入
所
施
設
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
と
、
選

択
肢
が
限
ら
れ
て
お
り
、

と
く
に
家
族
へ
の
依
存
度

が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
現
行
制
度
で
実
施

で
き
る
生
活
の
一
例
と
し

て
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の

利
用
者
の
生
活
や
取
り
組

み
を
周
知
す
る
と
と
も
に
、
課
題
を
整
理
す
る
こ
と

に
取
り
組
み
ま
し
た
」（
久
保
田
理
事
長
）。

　3
階
建
て
の
「
た
け
し
文
化
セ
ン
タ
ー
連
尺
町
」

は
、1
～
2
階
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
生
活
介
護
、

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
3
階
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
併
設
し
て
い
る
。

　シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
個
室
4
室
と
2
段
ベ
ッ
ド
を

設
け
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
（
定
員
2
人
）
の
ほ
か
、
共

有
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
し
、
令
和
元
年
度
か
ら
壮
氏
を

含
む
、
重
度
知
的
障
害
者
3
人
が
生
活
し
て
い
る
。

　利
用
対
象
は
、
重
度
知
的
障
害
者
に
限
定
せ
ず
、

誰
も
が
利
用
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
や
支
援
者
以
外
の
多
様
な

人
た
ち
と
関
わ
り
、「
支
援
す
る
・
さ
れ
る
」
以
外

の
関
係
を
も
つ
機
会
を
つ
く
っ
た
。

生
活
支
援
は
複
数
の
事
業
者
と
連
携

　利
用
者
は
、
日
中
の
9
～
16
時
ま
で
は
併
設
す
る

生
活
介
護
、
16
時
以
降
か
ら
翌
朝
9
時
ま
で
は
重
度

訪
問
介
護
を
利
用
し
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
の
介

助
、
外
出
時
の
移
動
支
援
な
ど
の
支
援
を
受
け
て
い

認定NPO法人
クリエイティブサポートレッツ
重度知的障害者の健康で文化的な暮らしを実現するための
提言作成事業

令和3年度事業

【事業概要】
　重度知的障害者が地域で健康に文化的な暮らしを実現することを目的に、
現行制度で実施できる生活の例として、重度訪問介護を利用しながらシェ
アハウスで暮らす生活や取り組みを当事者や支援関係者に周知する事業

【実施内容】
◆�シェアハウスでの実
装の継続と課題整理
運営するシェアハウス
で、重度知的障害者3
人が重度訪問介護を利
用しながら、地域での
自立生活を継続

◆重度訪問介護等、現行制度の改良
点の提言
重度知的障害者の重度訪問介護等
の利用について、サービス提供を
行う事業所や行政、有識者と意見
交換し、課題の共有を図る

◆重度知的障害者を地域共生の主役
としてとらえる暮らし方提言
文化的な暮らしの一例として、シ
ェアハウスでの利用者の生活や取
り組みを掲載した冊子を作成し、
当事者や家族、支援関係者に周知
する

事業概要

【成果】
◆シェアハウスを利用する重度知的障害者3人に対し、
他事業所と連携して支援することにより、その人らし
い地域生活を継続することができた

　　併設するゲストハウスは、障害者の自立生活の体験
の場や親のレスパイト支援として
活用するほか、利用対象を限定せ
ず、シェアメイトとして多様な人
たちを受け入れることにより、利
用者が家族や支援者以外と関わり
をもつ機会をつくった

◆シェアハウスでの利用者の暮らしや取り組みを掲載し
た冊子（2万部を発行）は、市内の特別支援学校や自
立支援センターのほか、全国の福祉施設や知的障害者
の親の会を通じて1056カ所に配布した

　　冊子の配布を通じて、自宅や入所施設、グループホ
ーム以外にも重度知的障害者がその人らしく生活でき
る選択肢があることを、当事者・家族、支援関係者に具
体的にイメージしてもらうことにつながった

　　配布した冊子は、県内外から大きな反響があり、追加
の依頼が寄せられるとともに、全国から当事者家族や
支援関係者がシェアハウスの見学に訪れている

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

276万5千円

平成 30年に開設した「たけ
し文化センター連尺町」。重度
知的障害者の活動拠点と、地域
の多様な人たちが集う文化セ
ンターとしての機能を有する

建物は3階建てで、1～2階は障害福祉サー
ビスの生活介護、放課後等デイ、3階はシェ
アハウスとゲストハウスを併設
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

ま
す
。
ま
た
、
壮
さ
ん
は
偏
食
で
健
康
を
考
え
た
食

事
に
も
気
を
遣
い
ま
す
。
同
じ
ヘ
ル
パ
ー
が
食
事
の

支
援
を
し
て
い
る
と
、
食
べ
な
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
生
活
支
援
で

は
複
数
の
事
業
所
か
ら
多
様
な
支
援
者
が
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
新
し
い
食
文
化
に
た
ど
り
着
い
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま

す
」。　冊

子
は
2
万
部
発
行
し
、
市
内
の
特
別
支
援
学
校

や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、全
国
の
福
祉
施
設
や

知
的
障
害
者
の
親
の
会
を
通
じ
て
１
０
５
６
カ
所
に

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
に
よ
り
当
事
者
・
家

族
や
支
援
関
係
者
に
、自
宅
や
入
所
施
設
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
以
外
に
も
生
活
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

保
護
者
へ
の
利
用
に
向
け
た

説
明
が
必
要

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
の
様
子

や
サ
ー
ビ
ス
利
用
・
運
用

を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
・

配
布
を
通
し
て
、
自
立
生

活
の
選
択
肢
を
当
事
者
・

家
族
、
支
援
関
係
者
に
周

知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
冊
子
の
配
布
を
通
じ

て
、
重
度
の
知
的
障
害
が

あ
っ
て
も
市
街
地
に
あ
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
が

で
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

宿
泊
体
験
や
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
に
利
用
す
る

な
ど
、
事
業
自
体
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
一
度
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

利
用
す
る
と
、
定
期
的
に
活
用
す
る
も
の
の
、
最
初

に
利
用
す
る
ま
で
は
子
ど
も
に
対
す
る
罪
悪
感
が
あ

る
た
め
、
利
用
に
踏
み
切
れ
な
い
保
護
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
親
は
子
ど
も

の
一
生
を
支
え
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
親
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト

と
と
も
に
、
親
元
を
離
れ
た

生
活
体
験
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
久
保
田
理
事

長
）。　重

度
知
的
障
害
者
の
自
立

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
、
当

事
者
の
生
活
支
援
だ
け
で
な

く
家
族
の
支
援
に
つ
な
げ
る

同
法
人
の
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

〒 430−0939　静岡県浜松市中区連尺町 314−30
T E L： 053−451−1355
F A X： 053−451−1356
U R L： http://cslets.net
設　　立：平成 16 年 2 月（任意団体設立：平成 12 年）
理 事 長：久保田　翠

◆団体概要

　

　WAM 助成で作成した冊子は、県
内外から大きな反響があり、追加の
配布依頼が相次ぐとともに、全国の
保護者や支援関係者からの問い合わ
せやシェアハウスの見学者が急増し
ています。シェアハウスやゲストハ
ウスの利用希望者が増える一方で、
居室が埋まっていたり、ヘルパーが
足りず、利用できないケースも出て

いるため、ヘルパーの養成研修事業を開始しています。
　今後の目標としては、障害のあるなしに関わらず、ともに助
けあいながら地域で生活していく新しいコミュニティをつくり
たいと考えています。共生社会の実現をいちばん望んでいるの
は我々ですので、自分たちから働きかけていきたいと思います。

認定 NPO 法人クリエイティブサポートレッツ

理事長　久保田  翠氏

共生社会の実現に向け、
新たなコミュニティをつくる

作成した冊子では、利用者が日中に古
着屋で買い物をしたり、夜にクラブに
遊びに行くなど、一般の若者と変わら
ない生活を実現していることを紹介

る
。　重

度
訪
問
介
護
を
利
用
し
て
い
る
重
度
知
的
障
害

者
は
、
身
体
障
害
者
の
1
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
浜

松
市
で
は
壮
氏
が
第
1
号
で
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生

活
す
る
こ
と
も
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
、

利
用
者
は
障
害
が
重
度
な
た
め
、
地
域
の
複
数
の
事

業
所
が
支
援
に
入
っ
て
い
た
が
、
令
和
元
年
か
ら
同

法
人
で
も
重
度
訪
問
介
護
事
業
を
立
ち
上
げ
、
助
成

事
業
時
に
は
同
法
人
を
含
む
、
3
事
業
所
が
連
携
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
同
法

人
ヘ
ル
パ
ー
事
業
担
当
の
佐
々
木
雄
一
氏
は
次
の
よ

う
に
語
る
。

　「重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
支
援
で
は
、
当
事
者

の
意
思
決
定
が
課
題
に
な
り
ま
す
。
本
人
は
『
こ
の

よ
う
な
暮
ら
し
を
し
た
い
』、『
何
を
食
べ
た
い
』
な

ど
と
い
っ
た
思
い
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
が
難
し

い
た
め
、
家
族
や
ス
タ
ッ
フ
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
、
利

用
者
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
た
ち
で
、
一
人
ひ
と
り

の
生
活
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
て
い
く
場
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
複
数
の
事
業
所
と
連
携
し
、
多
様
な
ヘ
ル

パ
ー
が
関
わ
る
こ
と
は
本
人
の
意
思
決
定
を
考
え
て

い
く
う
え
で
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
街
地
で

の
買
い
物
や
余
暇
活
動
な
ど
、
そ
の
人
ら
し
い
地
域

生
活
を
支
援
し
て
い
ま
す
が
、
支
援
者
が
属
し
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
紹
介
し
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
た
ち
と
交
流
を
図
る
こ
と
で
多
く
の
関
わ
り
が
生

ま
れ
て
い
ま
す
」。

　

　ま
た
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
は
、
県
外
の
若
者
が
シ

ェ
ア
メ
イ
ト
と
し
て
4
カ
月
間
生
活
し
な
が
ら
、
ヘ

ル
パ
ー
と
し
て
支
援
に
関
わ
っ
た
。
シ
ェ
ア
メ
イ
ト

と
利
用
者
の
交
流
を
図
る
と
と
も
に
、
一
緒
に
外
出

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
利
用
者
の
活
動
の
機
会
が
広

が
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
は
親
の
レ
ス

パ
イ
ト
ケ
ア
と
と
も
に
、
障
害
者
の
自
立
生
活
に
向

け
た
宿
泊
体
験
を
行
い
、
親
元
か
ら
離
れ
た
経
験
の

な
い
生
活
介
護
の
利
用
者
を
中
心
に
、
延
べ
8
人
が

利
用
し
た
。

事
業
者
や
行
政
、
有
識
者
と

意
見
交
換
し
、
課
題
を
整
理

　「重
度
訪
問
介
護
等
、
現
行
制
度
の
改
良
点
の
提

言
」で
は
、サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
や
行
政
、
有
識
者

と
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
、課
題
の
整
理
を
行
っ
た
。

　「重
度
訪
問
介
護
は
、
支
援
の
考
え
方
が
利
用
者
・

家
族
に
よ
り
異
な
る
た
め
、自
由
度
が
あ
る
一
方
で
、

制
度
の
認
知
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
利
用
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
か
な
い
こ
と
か
ら
、
利
用
が
進
ん
で
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
主
に
身
体
障
害
者
の
生
活
支
援

を
行
っ
て
い
る
事
業
所
か
ら
は
、
身
体
障
害
者
の
利

用
者
は
、
自
分
が
受
け
た
い
支
援
を
決
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
に
対
し
、
重
度
知
的
障
害
者
の
場
合
、
本

人
が
希
望
を
伝
え
る
こ
と
は
な
く
、
ヘ
ル
パ
ー
を
含

め
て
周
り
で
関
わ
る
人
た
ち
が
、
利
用
者
一
人
ひ
と

り
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

ず
、
そ
の
考
え
る
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
も
難
し
い

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
重
度
知
的
障
害
者
の

自
立
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担
う
役
割
が
明
確

で
は
な
く
、
そ
の
あ
た
り
が
課
題
と
し
て
み
え
ま
し

た
」（
久
保
田
理
事
長
）。

　当
初
、
助
成
事
業
で
は
現
行
制
度
に
関
す
る
課
題

整
理
を
行
い
、
行
政
へ
の
提
言
書
を
ま
と
め
る
計
画

で
あ
っ
た
が
、
有
識
者
と
の
意
見
交
換
の
な
か
で
、

「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
文

化
的
な
生
活
が
実
現
で
き
る
こ
と
を
周
知
し
た
ほ
う

が
有
益
で
は
な
い
か
」と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
の
利
用
者
の
生
活
や
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
冊
子
を
作
成
し
、
当
事
者
・
家
族
、
支
援

関
係
者
な
ど
に
周
知
す
る
こ
と
に
計
画
を
変
更
し

た
。現

行
制
度
で
実
施
で
き
る

生
活
例
を
周
知

　作
成
し
た
冊
子
『
た
け
し
と
生
活
研
究
会
Ｍ
Ａ
Ｇ

Ａ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
』
は
、
重
度
知
的
障
害
者
の
文
化
的
な

生
活
の
様
子
や
取
り
組
み
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
運

用
に
つ
い
て
の
知
見
な
ど
を
掲
載
し
た
。

　冊
子
の
掲
載
内
容
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
の
高
林

洋
臣
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「特
集
で
は
、
生
活
の
一
例
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
や

ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
、
日
中
は
古
着
屋
で
買
い
物
を

し
て
、
夜
は
購
入
し
た
服
を
着
て
ク
ラ
ブ
に
遊
び
に

行
く
と
い
っ
た
、
一
般
の
若
者
が
当
た
り
前
に
行
っ

て
い
る
こ
と
を
実
現
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
し
て
い

17 ●WAMー2023.10

シェアハウスは、個室4室とゲストハウス
（定員2人）を設置。利用対象を制限しない
ことで、多様な人たちと関わることのできる
環境をつくった
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ま
す
。
ま
た
、
壮
さ
ん
は
偏
食
で
健
康
を
考
え
た
食

事
に
も
気
を
遣
い
ま
す
。
同
じ
ヘ
ル
パ
ー
が
食
事
の

支
援
を
し
て
い
る
と
、
食
べ
な
い
と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
が
ち
で
す
が
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
生
活
支
援
で

は
複
数
の
事
業
所
か
ら
多
様
な
支
援
者
が
関
わ
る
こ

と
に
よ
り
、
食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。
新
し
い
食
文
化
に
た
ど
り
着
い
た
エ

ピ
ソ
ー
ド
や
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て
い
ま

す
」。　冊

子
は
2
万
部
発
行
し
、
市
内
の
特
別
支
援
学
校

や
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、全
国
の
福
祉
施
設
や

知
的
障
害
者
の
親
の
会
を
通
じ
て
１
０
５
６
カ
所
に

配
布
す
る
こ
と
が
で
き
た
。こ
れ
に
よ
り
当
事
者
・
家

族
や
支
援
関
係
者
に
、自
宅
や
入
所
施
設
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
以
外
に
も
生
活
の
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
を
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

保
護
者
へ
の
利
用
に
向
け
た

説
明
が
必
要

　助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
重
度
訪
問
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
重
度
知
的
障
害
者
の
生
活
の
様
子

や
サ
ー
ビ
ス
利
用
・
運
用

を
ま
と
め
た
冊
子
の
作
成
・

配
布
を
通
し
て
、
自
立
生

活
の
選
択
肢
を
当
事
者
・

家
族
、
支
援
関
係
者
に
周

知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
冊
子
の
配
布
を
通
じ

て
、
重
度
の
知
的
障
害
が

あ
っ
て
も
市
街
地
に
あ
る

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
が

で
き
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

宿
泊
体
験
や
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト
ケ
ア
に
利
用
す
る

な
ど
、
事
業
自
体
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
一
度
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

利
用
す
る
と
、
定
期
的
に
活
用
す
る
も
の
の
、
最
初

に
利
用
す
る
ま
で
は
子
ど
も
に
対
す
る
罪
悪
感
が
あ

る
た
め
、
利
用
に
踏
み
切
れ
な
い
保
護
者
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
親
は
子
ど
も

の
一
生
を
支
え
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
親
自
身
の
レ
ス
パ
イ
ト

と
と
も
に
、
親
元
を
離
れ
た

生
活
体
験
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
丁
寧
に
説
明
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」（
久
保
田
理
事

長
）。　重

度
知
的
障
害
者
の
自
立

生
活
の
選
択
肢
を
広
げ
、
当

事
者
の
生
活
支
援
だ
け
で
な

く
家
族
の
支
援
に
つ
な
げ
る

同
法
人
の
取
り
組
み
が
全
国

に
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

〒 430−0939　静岡県浜松市中区連尺町 314−30
T E L： 053−451−1355
F A X： 053−451−1356
U R L： http://cslets.net
設　　立：平成 16 年 2 月（任意団体設立：平成 12 年）
理 事 長：久保田　翠

◆団体概要

　

　WAM 助成で作成した冊子は、県
内外から大きな反響があり、追加の
配布依頼が相次ぐとともに、全国の
保護者や支援関係者からの問い合わ
せやシェアハウスの見学者が急増し
ています。シェアハウスやゲストハ
ウスの利用希望者が増える一方で、
居室が埋まっていたり、ヘルパーが
足りず、利用できないケースも出て

いるため、ヘルパーの養成研修事業を開始しています。
　今後の目標としては、障害のあるなしに関わらず、ともに助
けあいながら地域で生活していく新しいコミュニティをつくり
たいと考えています。共生社会の実現をいちばん望んでいるの
は我々ですので、自分たちから働きかけていきたいと思います。

認定 NPO 法人クリエイティブサポートレッツ

理事長　久保田  翠氏

共生社会の実現に向け、
新たなコミュニティをつくる

作成した冊子では、利用者が日中に古
着屋で買い物をしたり、夜にクラブに
遊びに行くなど、一般の若者と変わら
ない生活を実現していることを紹介

　助成終了後コロナ禍において一日も閉じることなく「たけし文化センター」事業を継続してきました。また、共に生きる新し
いコミュニティづくりのために、地元企業や市民とまちづくりを行う「浜松ちまた会議」、社会教育関係者と障害のある人の学
びの場をつくる「ともにいるだけで学びになる（文科省委託事業）」等に取り組んできました。自立生活を希望する当事者や家
族が後を絶たない中、十分に行政からケアサービスの支給決定を受けられない等の課題にも直面しています。そこで、現在法人
では現行制度を組み合わせた新しい暮らし方を実践できる、まちに開かれた暮らしの拠点整備を計画しています。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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動
制
限
が
あ
る
な
ど
の
不
安
定
な
生
活
に
よ
り
、
身

体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
仮
放
免
中
の
難
民

認
定
申
請
者
に
対
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
の
将
来
を
自
己
決
定
で
き
る
ま
で

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、
自
立
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
地
域
住
民
に
難
民

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
関
係
性
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ

必
要
な
衣
食
住
を
提
供

　「
回
復
の
た
め
の
場
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
主
に

入
管
施
設
か
ら
仮
放
免
を
受
け
て
い
る
難
民
認
定
申

請
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー
に
お

い
て
、
20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
、
必
要
な
衣
食
住

を
提
供
し
た
。

　
利
用
経
路
と
し
て
は
、
本
人
か
ら
の
相
談
を
は
じ

め
、
難
民
支
援
団
体
や
弁
護
士
の
紹
介
で
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
の
生
活
環
境
と
し
て
は
、
施
設
内
に

は
30
室
の
個
室
が
あ
り
、
各
部
屋
に
は
寝
具
や
机
、

冷
暖
房
器
具
、
洗
面
台
、
タ
ン
ス
な
ど
を
完
備
。
1

階
は
男
性
棟
、
2
階
は
女
性
棟
と
な
り
、
各
フ
ロ
ア

に
は
共
同
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
濯
機
、
談
話
室

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　
食
事
支
援
で
は
、
近
隣
の
農
家
や
青
果
店
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
食
材

の
提
供
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
調
理
し
た
食

事
を
1
日
3
食

提
供
し
て
い

る
。
利
用
者
が

母
国
の
料
理
を

つ
く
り
、
交
流

し
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
こ
と

も
あ
る
と
い

う
。

　
医
療
支
援
と
し
て
は
、地
元
医
師
に
よ
る
往
診（
毎

週
）
や
、
医
師
2
人
と
鍼
灸
師
に
よ
る
医
療
相
談
を

毎
月
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診

同
行
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
日
々
の
悩
み
に
応
え
る
た
め
、
専
従
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
に
も
常
時

対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
生
活
支
援
だ
け
で
な
く
日
本
に
お
け
る

将
来
的
な
自
立
に
向
け
、
日
本
語
の
個
別
学
習
と
と

も
に
、
英
語
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に

NPO法人アルペなんみんセンター
難民のエンパワメントと社会参画を通した回復から自立
までの支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　難民認定申請者を保護し、社会参画を通して身体的・精神的な回復と自
立を促すことを目的に、回復のための場づくりやエンパワメントプログラ
ムの実施、難民自らによる社会への発信を行う事業

【実施内容】
◆�回復のための場づくり事業
主に仮放免中の難民認定申請者を対象
に、衣食住を提供するとともに、音楽
セラピーやカ
ウンセリング
などの支援を
通して身体
的・精神的な
回復を図る

◆難民自らによる社会への発信事業
イベントやSNS、ニュースレター等を
通して、難民が自らの状況について社
会に発信し、難民への理解を深めるこ
とで地域参画や自立を促進する
◆難民の社会参画と支援モジュールの
提供事業
事業で実施する難民の回復プロセス
や地域における参画を、行政との連
携・政策化に結びつけ、全国の難民
支援団体や自治体が活用できる支援
モジュールの確立を目指す

事業概要

【成果】
◆運営する難民シェルターで20人の難民を受け入れ、
衣食住の提供とともに、カウンセリングや医療支援
を実施した。難民の身体的・精神的な回復に向け、
音楽セラピーや農作業、日本文化を学ぶ体験活動な
どを行い、活動を通して地域住民との交流を図るこ
とにつながった
◆「世界難民の日」にオン
ラインイベントを開催
し、活動の紹介や難民
のインタビューなどの
プログラムを配信。そ
の様子はテレビ、新聞
など多くのメディアに取り上げられ、広く発信する
ことができた
◆市民グループや社会福祉協議会、社会福祉施設、市
議会議員、警察などが参加する学習会を開催したこ
とをきっかけに、「鎌倉なんみん共生フォーラム」
が創設され、地域における難民の受け入れや支援の
ための連携が始まった
　　鎌倉市議会での議論が高まり、難民政策に関する
国への提言「人道的見地で難民政策の見直しを求め
ることに関する意見書」が提出されることにつなが
った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

888万4千円

同法人は、鎌倉市にある修道院を拠点に、日本
最大規模の難民シェルター（個室30室）を運
営し、主に仮放免中の難民認定申請者への支援
に取り組んでいる
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社
会
参
画
を
通
し
て

難
民
認
定
申
請
者
を
支
援

神
奈
川
県
鎌
倉
市
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー

日
本
最
大
規
模
の

難
民
シ
ェ
ル
タ
ー
を
運
営

　
紛
争
や
政
治
的
、
経
済
的
な
理
由
等
か
ら
母
国
で

の
迫
害
を
逃
れ
、
難
民
と
し
て
の
受
け
入
れ
を
求
め

て
来
日
す
る
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
。
出
入
国
在

留
管
理
庁
が
公
表
す
る
令
和
４
年
の
難
民
認
定
申
請

者
数
は
３
７
７
２
人
（
前
年
比
１
３
５
９
人
、
56
％

増
）
で
、
令
和
5
年
8
月
現
在
の
難
民
認
定
申
請
者

は
す
で
に
1
万
人
を
超
え
、
過
去
最
多
を
更
新
す
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
日
本
で
は
難
民
申
請
の
手
続
き
か

ら
結
果
が
出
る
ま
で
に
2
～
3
年
か
か
り
、
難
民
認

定
率
は
1
％
以
下
と
諸
外
国
と
比
べ
て
厳
し
い
と
い

う
現
実
が
あ
る
。
そ
の
間
、
外
務
省
が
保
護
費
を
支

給
し
、
財
政
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
公
的

支
援
が
十
分
で
な
い
こ
と
や
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
か
ら
生
活
に
困
窮
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
状
態
に
陥

る
難
民
も
少
な
く
な
い
。

　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
ペ
な

ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
（
理
事
長
：
榎
川
勝
也
氏
）
は
、「
難

民
の
友
に
、
難
民
と
共
に
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
難
民
支
援
の
現
場
で
長
年
活
動
し
て
き
た

民
間
団
体
関
係
者
が
集
ま
り
、
令
和
２
年
２
月
に
設

立
さ
れ
た
。

　
主
な
支
援
活
動
は
、
鎌
倉
市
に
あ
る
修
道
院
を
活

動
拠
点
と
し
、
日
本
最
大
規
模
の
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー

を
運
営
し
、
難
民
へ
の
緊
急
支
援
、
定
住
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
緊
急
支
援
で
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
衣
食
住
の
提
供
や
医
療
支
援
な
ど
を

行
い
、
定
住
支
援
で
は
弁
護
士
と
連
携
し
た
難
民
申

請
手
続
き
の
支
援
、
日
本
語
学
習
支
援
、
通
訳
・
翻

訳
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

難
民
認
定
申
請
者
を
保
護
し

回
復
と
自
立
を
促
す

　
同
法
人
は
、
令
和
３
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
難
民
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
社
会
参
画
を
通
し

た
回
復
か
ら
自
立
ま
で
の
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
主
に
仮
放
免
中
の
難
民
認
定
申
請
者

を
保
護
し
、
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復
と
自
立
を
促

す
こ
と
を
目
的
に
、
①
回
復
の
た
め
の
場
づ
く
り
事

業
、
②
難
民
自
ら
に
よ
る
発
信
事
業
、
③
難
民
の
社

会
参
画
の
政
策
化
と
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
提
供
事
業

に
取
り
組
ん
だ
。

　
事
業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、同
法
人
理
事
・

事
務
局
長
の
有
川
憲
治
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す

る
。

　「
母
国
で
の
迫
害
か
ら
逃
れ
て
来
日
し
た
難
民
は
、

空
港
で
難
民
申
請
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
多
く
は
帰

国
を
迫
ら
れ
る
か
、
入
管
施
設
に
収
容
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
入
管
施
設
か
ら
仮
放
免
を
受
け
て
い
る
難

民
認
定
申
請
者
は
、
再
収
容
さ
れ
た
り
、
強
制
送
還

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
不
安
が
常
に
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
仮
放
免
中
は
就
労
許
可
が
な
く
、
健

康
保
険
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
受
け
ら
れ
ず
、
移

 WAMから　 ひと言

　「難民の社会参画の政策化と支援モ
ジュールの提供事業」で、市内で運用さ
れている「地域通貨」を活用し、「なん
みんカフェ」を開催したことは、対象者
の生きがいに繋がる活動になったといえ
ます。
　また、市民グループや社協、市議会議
員などの連携で開催した意見交換を行う
学習会から、「鎌倉なんみん共生フォー
ラム」の創設、そして市議会で難民政策
についての国への提言に繋がっていった
ことは本事業からの大きな波及効果であ
り、貴団体の活動が今後も難民の方との
相互理解に寄与することを期待します。

17 ●WAMー2023.11

「
難
民
の
友
に
、
難
民
と
共
に
！
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
、
難
民
認
定
申
請
者
の
身
体
的
・
精
神
的

な
回
復
と
自
立
を
促
す
こ
と
を
目
的
に
、
回
復
の
た

め
の
場
づ
く
り
事
業
を
は
じ
め
、
難
民
自
ら
に
よ
る

発
信
事
業
、
難
民
の
社
会
参
画
の
政
策
化
と
支
援
モ

ジ
ュ
ー
ル
の
提
供
事
業
な
ど
を
実
施
し
た
神
奈
川
県

鎌
倉
市
の
N
P
O
法
人
ア
ル
ペ
な
ん
み
ん
セ
ン
タ
ー

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

9
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動
制
限
が
あ
る
な
ど
の
不
安
定
な
生
活
に
よ
り
、
身

体
的
・
精
神
的
・
経
済
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
助
成
事
業
で
は
仮
放
免
中
の
難
民

認
定
申
請
者
に
対
し
、
シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
す
る
だ

け
で
な
く
、
自
ら
の
将
来
を
自
己
決
定
で
き
る
ま
で

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
社
会
と
つ
な
が
り

な
が
ら
、
自
立
す
る
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
と
く
に
地
域
住
民
に
難
民

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
関
係
性
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ

必
要
な
衣
食
住
を
提
供

　「
回
復
の
た
め
の
場
づ
く
り
事
業
」
で
は
、
主
に

入
管
施
設
か
ら
仮
放
免
を
受
け
て
い
る
難
民
認
定
申

請
者
を
対
象
に
、
運
営
す
る
難
民
シ
ェ
ル
タ
ー
に
お

い
て
、
20
人
の
難
民
を
受
け
入
れ
、
必
要
な
衣
食
住

を
提
供
し
た
。

　
利
用
経
路
と
し
て
は
、
本
人
か
ら
の
相
談
を
は
じ

め
、
難
民
支
援
団
体
や
弁
護
士
の
紹
介
で
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

　
シ
ェ
ル
タ
ー
の
生
活
環
境
と
し
て
は
、
施
設
内
に

は
30
室
の
個
室
が
あ
り
、
各
部
屋
に
は
寝
具
や
机
、

冷
暖
房
器
具
、
洗
面
台
、
タ
ン
ス
な
ど
を
完
備
。
1

階
は
男
性
棟
、
2
階
は
女
性
棟
と
な
り
、
各
フ
ロ
ア

に
は
共
同
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
、
洗
濯
機
、
談
話
室

な
ど
を
設
置
し
て
い
る
。

　
食
事
支
援
で
は
、
近
隣
の
農
家
や
青
果
店
、
フ
ー

ド
バ
ン
ク
団
体
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
か
ら
食
材

の
提
供
を
受
け
、
ス
タ
ッ
フ
や
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
調
理
し
た
食

事
を
1
日
3
食

提
供
し
て
い

る
。
利
用
者
が

母
国
の
料
理
を

つ
く
り
、
交
流

し
な
が
ら
食
事

を
楽
し
む
こ
と

も
あ
る
と
い

う
。

　
医
療
支
援
と
し
て
は
、地
元
医
師
に
よ
る
往
診（
毎

週
）
や
、
医
師
2
人
と
鍼
灸
師
に
よ
る
医
療
相
談
を

毎
月
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ
の
受
診

同
行
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
利

用
者
の
日
々
の
悩
み
に
応
え
る
た
め
、
専
従
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
相
談
に
も
常
時

対
応
で
き
る
体
制
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
生
活
支
援
だ
け
で
な
く
日
本
に
お
け
る

将
来
的
な
自
立
に
向
け
、
日
本
語
の
個
別
学
習
と
と

も
に
、
英
語
の
グ
ル
ー
プ
学
習
を
実
施
す
る
こ
と
に

NPO法人アルペなんみんセンター
難民のエンパワメントと社会参画を通した回復から自立
までの支援事業

令和3年度事業

【事業概要】
　難民認定申請者を保護し、社会参画を通して身体的・精神的な回復と自
立を促すことを目的に、回復のための場づくりやエンパワメントプログラ
ムの実施、難民自らによる社会への発信を行う事業

【実施内容】
◆�回復のための場づくり事業
主に仮放免中の難民認定申請者を対象
に、衣食住を提供するとともに、音楽
セラピーやカ
ウンセリング
などの支援を
通して身体
的・精神的な
回復を図る

◆難民自らによる社会への発信事業
イベントやSNS、ニュースレター等を
通して、難民が自らの状況について社
会に発信し、難民への理解を深めるこ
とで地域参画や自立を促進する
◆難民の社会参画と支援モジュールの
提供事業
事業で実施する難民の回復プロセス
や地域における参画を、行政との連
携・政策化に結びつけ、全国の難民
支援団体や自治体が活用できる支援
モジュールの確立を目指す

事業概要

【成果】
◆運営する難民シェルターで20人の難民を受け入れ、
衣食住の提供とともに、カウンセリングや医療支援
を実施した。難民の身体的・精神的な回復に向け、
音楽セラピーや農作業、日本文化を学ぶ体験活動な
どを行い、活動を通して地域住民との交流を図るこ
とにつながった

◆「世界難民の日」にオン
ラインイベントを開催
し、活動の紹介や難民
のインタビューなどの
プログラムを配信。そ
の様子はテレビ、新聞
など多くのメディアに取り上げられ、広く発信する
ことができた

◆市民グループや社会福祉協議会、社会福祉施設、市
議会議員、警察などが参加する学習会を開催したこ
とをきっかけに、「鎌倉なんみん共生フォーラム」
が創設され、地域における難民の受け入れや支援の
ための連携が始まった

　　鎌倉市議会での議論が高まり、難民政策に関する
国への提言「人道的見地で難民政策の見直しを求め
ることに関する意見書」が提出されることにつなが
った

WAM助成
e -ライブラリー

助成額

888万4千円

同法人は、鎌倉市にある修道院を拠点に、日本
最大規模の難民シェルター（個室30室）を運
営し、主に仮放免中の難民認定申請者への支援
に取り組んでいる
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

か
け
に

「
鎌
倉
な

ん
み
ん
共

生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が

創
設
さ
れ

た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
に

は
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
警
察
署
や
地
元
企
業

も
参
画
し
、
地
域
に
お
け
る
難
民
の
受
け
入
れ
と
支

援
の
た
め
の
検
討
や
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
が
強
化

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
難
民
認
定
申
請
者
に

シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
し
、
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
へ
の
発
信
や
交
流
を

通
じ
て
、
地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
互
い
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、『
鎌
倉
な
ん
み

ん
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

鎌
倉
市
議
会
で

の
議
論
が
高
ま

り
、
難
民
政
策

に
つ
い
て
の
国

へ
の
提
言
『
人

道
的
見
地
で
難

民
政
策
の
見
直

し
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
意

見
書
』
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」（
有
川
氏
）。

　
さ
ら
に
、
令
和
5
年
6
月
に
は
、
同
法
人
の
働
き

か
け
に
よ
り
、
鎌
倉
市
が
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
難
民
を
支
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の

賛
同
署
名
を
行
っ
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
自
治

体
と
し
て
可
能
な
難
民
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
令

和
５
年
８
月
末
時
点
で
、
日

本
を
含
め
た
55
カ
国
、
２
９ 

１
自
治
体
が
参
加
し
て
お

り
、
日
本
で
は
鎌
倉
市
が
11

番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
鎌
倉
市
、
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
地
域
の
関
係
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
難
民

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
市
民
活
動
へ
の
支

援
や
理
解
・
啓
発
に
関
す
る

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

〒 248−0001
神奈川県鎌倉市十二所 80　イエズス会殉教者修道院
T E L： 0467−55−5422
F A X： 0467−55−5423
U R L： https://arrupe-refugee.jp
設　　立：令和 2 年 2 月
理 事 長：榎川　勝也

◆団体概要

　　

　難民支援に関しては、40 年近く取
り組んできましたが、政府や日本社会
のほうで難民を受け入れる素地がなか
なか育たないという印象があります。
私自身は難民を受け入れられるように
なること自体が、日本社会を豊かにす
ると考えているため、世界的な困難に

ある人を受け入れることを進めていきたいと思っています。
　ただ、日本で難民として認められるのは1％以下という現状を
みても、いまの生活に耐えて、「もう少し頑張れば何とかなる」と
いうことは現実的ではなく、グローバルなネットワークのなかで、
難民の居場所を日本以外でも探すようなスキームも必要だと考
えています。現在はミャンマーの問題をアジアのなかで考える
ネットワークが構築されており、日本での受け入れが難しい人
の居場所を探すことにも取り組んでいきたいと思っています。

NPO 法人アルペなんみんセンター
理事・事務局長　有川  憲治氏

日本以外で難民の居場所を探す
スキームが必要

多様な主体が参画する「鎌倉なんみん
共生フォーラム」が創設され、地域に
おける難民の受け入れや支援に関する
連携が図られている

市内の小中学校にポスターを配布した
ことをきっかけに、学校の授業として
難民と生徒が交流する活動に発展。若
年層から難民への理解を深めることに
つながった

NPO法人
アルペなんみんセンター

地域連携コーディネーター

漆原  比呂志氏

よ
り
、
日
本
語
の
習
得
や
利
用
者
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
支
援
し
て
い
る
。

　
通
訳
・
翻
訳
支
援
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語

等
の
通
訳
・
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
生
活

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
に
は
日
本
語
の
学

習
に
な
る
た
め
、
基
本
的
に
は
わ
か
り
や
す
い
日
本

語
を
用
い
て
対
応
し
て
い
る
と
い
う
。

　
利
用
者
の
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復
に
向
け
た
活

動
と
し
て
は
、
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
や
農
作
業
の
ほ
か
、

利
用
者
同
士
や
地
域
住
民
が
つ
な
が
る
こ
と
を
目
的

に
日
本
文
化
を
学
ぶ
体
験
活
動
の
機
会
を
提
供
し

た
。

　
体
験
活
動
に
つ
い
て
、
同
法
人
地
域
連
携
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
の
漆
原
比
呂
志
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明

す
る
。

　「
音
楽
セ
ラ
ピ
ー
で
は
、
地
域
の
音
楽
家
に
指
導

し
て
も
ら
い
、
多
言
語
の
歌
を
通
し
て
利
用
者
が
交

流
し
な
が
ら
、
互
い
に
励
ま
し
あ
う
場
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
農
作
業
は
、
敷
地
内
に
あ
る
畑
で
毎
週

土
曜
日
に
、
地
域
住
民
を
招
い
て
利
用
者
と
交
流
し

な
が
ら
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
活
動
を
通
し
て

難
民
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
も
ら
え
る
機
会
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」。

難
民
自
ら
の
発
信
に
よ
り

理
解
を
深
め
る

　「
難
民
自
ら
に
よ
る
社
会
へ
の
発
信
事
業
」
で
は
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
難
民
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ほ

か
、作
成
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
配
布
を
行
っ
た
。
同
法
人
の
活
動

紹
介
を
は
じ
め
、
難
民
自
身
が
自
ら
の
状
況
や
日
本

で
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
社
会
に
発
信
す
る
こ
と
に

よ
り
、
難
民
に
つ
い
て
の
関
心
や
理
解
を
高
め
る
こ

と
で
、
難
民
の
地
域
参
画
や
自
立
が
促
進
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
。

　
国
連
が
定
め
た「
世
界
難
民
の
日
」に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ル
ペ
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
２ 

０
２
１
」
を
開
催
し
、
施
設
の
紹
介
や
難
民
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
配
信
し
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
約
１
５
０
０
回
視
聴
さ
れ
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
の
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
広
く
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

　
さ
ら
に
、
同
法
人
の
主

催
や
全
国
の
学
校
・
関
係

機
関
と
連
携
し
た
「
難
民

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
地
域
住
民
に

施
設
を
開
放
し
て
難
民
と

の
交
流
を
図
る
オ
ー
プ
ン

デ
ー
を
実
施
し
、
延
べ

２
４
９
７
人
が
参
加
し

た
。
ま
た
、
作
成
し
た
ポ

ス
タ
ー
は
、
鎌
倉
市
内
の

全
小
中
学
校
に
配
布
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
難

民
と
生
徒
が
交
流
し
な
が
ら
難
民
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
学
校
の
授
業
に
発
展
し
て
い
る
。

地
域
通
貨
「
ク
ル
ッ
ポ
」
を
活
用
し
た

社
会
参
画
の
取
り
組
み

　「
難
民
の
社
会
参
画
の
政
策
化
と
支
援
モ
ジ
ュ
ー
ル

の
提
供
事
業
」
で
は
、
事
業
を
通
し
て
実
施
す
る
難

民
の
回
復
プ
ロ
セ
ス
や
地
域
に
お
け
る
社
会
参
画
を
、

地
域
行
政
と
の
連
携
・
政
策
化
に
結
び
つ
け
、
将
来

的
に
は
全
国
の
難
民
支
援
団
体
や
自
治
体
で
活
用
で

き
る
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
令

和
3
年
度
は
活
動
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
だ
。

　「
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
鎌
倉
市
の
地
域

通
貨『
ク
ル
ッ
ポ
』を
活
用
し
た『
な
ん
み
ん
カ
フ
ェ
』

を
開
催
し
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
出
身
の
難

民
が
母
国
の
料
理
を
提
供
し
ま
し
た
。『
な
ん
み
ん
カ

フ
ェ
』
は
大
変
好
評
で
、
食
を
通
じ
て
地
域
住
民
と

交
流
し
な
が
ら
、
難
民
問
題
に
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
地
元

企
業
と
協
働
し
、
不
用
品
を
再
利
用
し
た
消
臭
袋
の

開
発
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、『
ク
ル

ッ
ポ
ア
ワ
ー
ド
２
０
２
１
』
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
部
門
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。
支
援
を
受
け
る
側
の
難
民
が
、
地

域
通
貨
を
活
用
し
た
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
に
与

え
る
側
に
な
る
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
有
川
氏
）。

　
関
係
機
関
と
の
連
携
で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
や
社

協
、
社
会
福
祉
施
設
、
市
議
会
議
員
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
が
集
ま
り
、
難
民
受
け
入
れ
の
事
例
を
学
び
、

意
見
交
換
を
行
う
学
習
会
を
開
催
し
た
こ
と
を
き
っ

19 ●WAMー2023.11

利用者の精神的な回復を目的に、音楽家
の指導による音楽セラピーを実施

敷地内にある畑では、毎週土曜日に利用
者が地域住民と交流を図りながら、野菜
の栽培に取り組んだ
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か
け
に

「
鎌
倉
な

ん
み
ん
共

生
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
が

創
設
さ
れ

た
。
フ
ォ

ー
ラ
ム
に

は
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
警
察
署
や
地
元
企
業

も
参
画
し
、
地
域
に
お
け
る
難
民
の
受
け
入
れ
と
支

援
の
た
め
の
検
討
や
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

行
政
や
関
係
機
関
と
の

連
携
が
強
化

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
難
民
認
定
申
請
者
に

シ
ェ
ル
タ
ー
を
提
供
し
、
身
体
的
・
精
神
的
な
回
復

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
社
会
へ
の
発
信
や
交
流
を

通
じ
て
、
地
域
と
つ
な
が
り
な
が
ら
互
い
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　「
助
成
事
業
の
波
及
効
果
と
し
て
、『
鎌
倉
な
ん
み

ん
共
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

鎌
倉
市
議
会
で

の
議
論
が
高
ま

り
、
難
民
政
策

に
つ
い
て
の
国

へ
の
提
言
『
人

道
的
見
地
で
難

民
政
策
の
見
直

し
を
求
め
る
こ

と
に
関
す
る
意

見
書
』
が
提
出

さ
れ
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
し
た
」（
有
川
氏
）。

　
さ
ら
に
、
令
和
5
年
6
月
に
は
、
同
法
人
の
働
き

か
け
に
よ
り
、
鎌
倉
市
が
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事

務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
「
難
民
を
支
え
る
自
治
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の

賛
同
署
名
を
行
っ
た
。
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
自
治

体
と
し
て
可
能
な
難
民
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
令

和
５
年
８
月
末
時
点
で
、
日

本
を
含
め
た
55
カ
国
、
２
９ 

１
自
治
体
が
参
加
し
て
お

り
、
日
本
で
は
鎌
倉
市
が
11

番
目
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
鎌
倉
市
、
Ｕ
Ｎ

Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
地
域
の
関
係
団
体

と
の
連
携
を
強
化
し
、
難
民

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
の
市
民
活
動
へ
の
支

援
や
理
解
・
啓
発
に
関
す
る

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
し
て
い
る
。

〒 248−0001
神奈川県鎌倉市十二所 80　イエズス会殉教者修道院
T E L： 0467−55−5422
F A X： 0467−55−5423
U R L： https://arrupe-refugee.jp
設　　立：令和 2 年 2 月
理 事 長：榎川　勝也

◆団体概要

　　

　難民支援に関しては、40 年近く取
り組んできましたが、政府や日本社会
のほうで難民を受け入れる素地がなか
なか育たないという印象があります。
私自身は難民を受け入れられるように
なること自体が、日本社会を豊かにす
ると考えているため、世界的な困難に

ある人を受け入れることを進めていきたいと思っています。
　ただ、日本で難民として認められるのは1％以下という現状を
みても、いまの生活に耐えて、「もう少し頑張れば何とかなる」と
いうことは現実的ではなく、グローバルなネットワークのなかで、
難民の居場所を日本以外でも探すようなスキームも必要だと考
えています。現在はミャンマーの問題をアジアのなかで考える
ネットワークが構築されており、日本での受け入れが難しい人
の居場所を探すことにも取り組んでいきたいと思っています。

NPO 法人アルペなんみんセンター
理事・事務局長　有川  憲治氏

日本以外で難民の居場所を探す
スキームが必要

多様な主体が参画する「鎌倉なんみん
共生フォーラム」が創設され、地域に
おける難民の受け入れや支援に関する
連携が図られている

市内の小中学校にポスターを配布した
ことをきっかけに、学校の授業として
難民と生徒が交流する活動に発展。若
年層から難民への理解を深めることに
つながった

NPO法人
アルペなんみんセンター

地域連携コーディネーター

漆原  比呂志氏

　「鎌倉なんみん共生フォーラム」が継続的に開催され、ウクライナ写真展や世界難民の日in鎌倉の実施などフォーラム主催の
活動展開がみられました。
　また、ウクライナ支援に関する神奈川県及びかながわ国際交流財団との連携協定や、鎌倉市および神奈川県のUNHCR「難
民を支える自治体ネットワーク」参加に寄与するなど自治体連携も強化されました。
　今後も様々なセクターとの連携構築により、難民が受け入れられる地域づくりに貢献していきます。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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築
後
優
友
舎
（
福
岡
市
）
の
５
団
体
と
連
携
・
協
働

し
、各
地
域
で
包
括
的
支
援
の
実
践
に
取
り
組
ん
だ
。

　「連
携
団
体
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
駆
的
な
実

践
を
し
て
い
る
団
体
と
、
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

も
の
の
意
欲
が
あ
る
団
体
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

団
体
だ
け
で
進
め
る
と
、『
そ
の
団
体
だ
か
ら
で
き

る
』
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
制
度
化
に
つ
な
が
ら
な
い

か
ら
で
す
。
意
欲
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
団
体
で
も

実
践
で
き
る
と
い
う
か
た
ち
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」（
川
原
氏
）。

　３
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
流
れ
と
し
て
は
、
１
年

目
は
全
国
６
カ
所
で
小
規
模
多
機
能
の
包
括
的
支
援

機
能
を
探
る
実
践
を
行
い
、
２
年
目
は
抽
出
さ
れ
た

要
素
を
踏
ま
え
た
実
践
と
事
例
収
集
、
３
年
目
は
実

践
の
継
続
と
と
も
に
制
度
提
案
を
ま
と
め
、
行
政
や

全
国
の
事
業
者
へ
働
き
か
け
る
こ
と
に
取
り
組
ん

だ
。

　事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
ス
タ

ッ
フ
や
連
携
団
体
、
モ
デ
ル
事
業
の
伴
走
支
援
者
、

外
部
評
価
者
で
構
成
す
る
委
員
会
を
開
催
し
、
情
報

共
有
や
課
題
の
整
理
、事
業
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

事
業
内
容
は
、
地
域
ご
と
に
課
題
や
地
域
資
源
が
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
ロ
ジ
ッ

ク
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
実
践
を
行
っ
た
。

生
活
支
援
を
担
う
住
民
主
体
の

組
織
を
立
ち
上
げ

　同
法
人
の

包
括
的
支
援

モ
デ
ル
の
実

践
は
、
熊
本

県
山
鹿
市
で

運
営
す
る
小

規
模
多
機
能

「
い
つ
で
ん
く
る
ば
い
」
で
実
施
し
た
。

　「山
鹿
市
の
現
状
と
し
て
、
人
口
と
と
も
に
働
き

手
も
減
少
し
、
現
在
10
人
で
介
護
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
10
年
後
に
は
6
～
7
人
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
う
体

制
を
つ
く
り
、
介
護
の
専
門
職
が
ケ
ア
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
困
り
ご
と
の
相
談
に
対
応

し
き
れ
な
い
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
か
ら
着
手
し
ま
し

た
」（
川
原
氏
）。

委員会は、連携団体や事業の評価者、伴走者で構成し、
課題整理や情報共有、実施内容について検討を行った

熊本県山鹿市
では、生活支
援を担う住民
主体の組織を
立ち上げ、令
和 4 年 3 月
に一般社団法
人を設立した

特定非営利活動法人コレクティブ
小規模多機能の包括的支援機能の強化事業

令和2～4年度WAM助成モデル事業
助成額

令和2年度　1000万円
令和3年度　1000万円
令和4年度　1000万円

【事業概要】
　小規模多機能型居宅介護が地域共生社会の推進に寄与できるよ
う、包括的支援機能を強化することを目的に、全国の事業者と連
携協働し、モデルとして包括的支援を実践するとともに、支援機
能について制度提案を行う事業

【実施内容】
◆�事業の連携協働を推進する委員会
の開催
全国で小規模多機能を実践する連携
団体で構成する委員会を開催し、情
報共有や課題の整理、事業内容の検
討を行う
◆包括的支援モデルの実践
同法人（熊本県山鹿市）をはじめ、
全国 6カ所（石川県加賀市、東京
都青梅市、福岡県大牟田市、福岡市、
鳥取市）で、小規模多機能の包括
的支援を実践
◆制度提案に向けたイベントの開催
全国フォーラムや研修・意見交換
会を開催し、モデル事業の成果を
広く周知
するとと
もに、支
援機能に
関する制
度提案を
行う

事業概要

【成果】
◆包括的支援モデルの実践では、地域の多様な課題に対し、
生活圏域内の小規模多機能のなかで相談支援や地域コー
ディネート機能を行うモデ
ルを創ることができた
　　熊本県山鹿市では、支援
の担い手が不足するなか、
生活支援を担う住民主体の
組織を立ち上げ、ボランテ
ィアの育成研修を実施した
　

◆制度提案に向けたイベントでは、石川県と加賀市の協力で
全国フォーラムを開催し、行政関係者や全国の事業者など
203人が参加した
　　そのほかにも、九州・中四国・近畿・東北ブロックで「研
修・意見交換会」、東京都で報告会を開催し、制度化の必
要性を広く周知することができた

▼
　モデル事業の波及効果として、加賀市の事例が社会保障審
議会介護保険部会（令和4年11月14日）の参考資料とし
て例示された。また、厚生労働省の令和5年度老人保健健康
増進等事業「地域密着型サービス事業所の拠点機能を活用し
た地域包括支援センターの効果的な運営に関する調査研究」
に採択され、普及を図っている

WAM助成
e -ライブラリー

いきいき
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いきいき

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
実
践

小
規
模
多
機
能
の

包
括
的
支
援
の
強
化
に
取
り
組
む

　熊
本
市
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
レ
ク
テ

ィ
ブ
は
、
要
援
護
者
や
そ
の
家
族
に
対
し
、
医
療
・

保
健
・
福
祉
の
増
進
と
と
も
に
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
地
域
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
11
年
6

月
に
設
立
さ
れ
た
。

　主
な
事
業
と
し
て
は
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
事
業
所
（
以
下
、
小
規
模
多
機
能
）
5
カ
所
、
介

護
予
防
・
地
域
交
流
拠
点
の
「
地
域
の
縁
が
わ
」、「
地

域
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ム
」な
ど
を
運
営
し
て
い
る
。「
地

域
の
縁
が
わ
」
は
、
空
き
家
な
ど
を
活
用
し
た
地
域

の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、交
流
で
き
る
拠
点
と
し
て
、

同
法
人
の
活
動
を
モ
デ
ル
に
熊
本
県
の
独
自
事
業
と

な
っ
て
お
り
、
県
内
５
８
７
カ
所
に
活
動
が
広
が
っ

て
い
る
（
令
和
5
年
9
月
現
在
）。

　同
法
人
は
、
令
和
2
～
4
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の

モ
デ
ル
事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
金
を
活
用
し
、「
小

規
模
多
機
能
の
包
括
的
支
援
機
能
の
強
化
事
業
」
を

実
施
し
て
い
る
。

　同
事
業
は
、
小
規
模
多
機
能
の
包
括
的
支
援
機
能

の
強
化
を
目
的
に
、
①
事
業
の
連
携
協
働
を
推
進
す

る
委
員
会
の
開
催
、②
包
括
的
支
援
モ
デ
ル
の
実
践
、

③
制
度
提
案
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
実
施
し

た
。　事

業
を
実
施
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、
代
表
の
川
原

秀
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「小
規
模
多
機
能
は
、
地
域
を
支
え
る
も
の
と
し

て
平
成
18
年
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
実
践
し
て

い
る
事
業
者
は
少
な
く
、
整
備
自
体
も
進
ん
で
い
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包

括
的
支
援
と
多
様
な
参
加
・
協
働
に
寄
与
で
き
る
よ

う
、
全
国
の
事
業
所
と
連
携
・
協
働
し
、
モ
デ
ル
と

し
て
包
括
的
支
援
の
取
り
組
み
を
実
践
し
、
地
域
を

支
え
る
付
加
機
能
を
備
え
た
小
規
模
多
機
能
の
仕
組

み
を
つ
く
り
、
支
援
機
能
に
つ
い
て
制
度
提
案
を
行

う
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
た
」。

全
国
５
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、

包
括
的
支
援
を
実
践

　モ
デ
ル
事
業
で
は
、
連
携
団
体
と
し
て
全
国
で
小

規
模
多
機
能
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
共
友
会

（
石
川
県
加
賀
市
）、
地
域
で
く
ら
す
会
（
鳥
取
市
）、

株
式
会
社
や
ま
な
み
介
適
生
活
（
福
岡
県
大
牟
田

市
）、
有
限
会
社
心
の
ひ
ろ
ば
（
東
京
都
青
梅
市
）、

WAM助成
モデル事業

 WAMから ひと言

　地域共生社会に向けた小規模多機能
型居宅介護事業の普及に向けて、関係
団体とネットワークを形成し、包括的
支援の実践に取り組むとともに、実践
で得た知見を活かし、全国的なイベン
トの開催や行政に対する制度化へのア
クションを行ったことは大いに評価で
きます。
　今後も、実践内容と効果を確実なエ
ビデンスとして蓄積し、全国の団体に
対し情報発信・普及活動を行うととも
に、当該事業の更なる発展に向け、地
域住民との協働を通じ活動の輪を広げ
ていくことを期待します。

17 ●WAMー2024.1

熊
本
県
熊
本
市
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
レ
ク
テ
ィ
ブ

地
域
共
生
社
会
に
向
け
た
包
括
的
支
援
と
多
様
な

参
加
・
協
働
に
寄
与
で
き
る
よ
う
、
小
規
模
多
機
能

の
包
括
的
支
援
機
能
の
強
化
を
目
的
に
、
事
業
の
連

携
協
働
を
推
進
す
る
委
員
会
の
開
催
、
包
括
的
支
援

モ
デ
ル
の
実
践
、
制
度
提
案
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
を
は
じ
め
と
す
る
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
た
熊

本
県
熊
本
市
の
特
定
非
営
利
活
動
法
人
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

10
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築
後
優
友
舎
（
福
岡
市
）
の
５
団
体
と
連
携
・
協
働

し
、各
地
域
で
包
括
的
支
援
の
実
践
に
取
り
組
ん
だ
。

　「連
携
団
体
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
先
駆
的
な
実

践
を
し
て
い
る
団
体
と
、
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い

も
の
の
意
欲
が
あ
る
団
体
に
声
を
か
け
ま
し
た
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る

団
体
だ
け
で
進
め
る
と
、『
そ
の
団
体
だ
か
ら
で
き

る
』
と
思
わ
れ
て
し
ま
い
制
度
化
に
つ
な
が
ら
な
い

か
ら
で
す
。
意
欲
が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
団
体
で
も

実
践
で
き
る
と
い
う
か
た
ち
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

ま
し
た
」（
川
原
氏
）。

　３
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
流
れ
と
し
て
は
、
１
年

目
は
全
国
６
カ
所
で
小
規
模
多
機
能
の
包
括
的
支
援

機
能
を
探
る
実
践
を
行
い
、
２
年
目
は
抽
出
さ
れ
た

要
素
を
踏
ま
え
た
実
践
と
事
例
収
集
、
３
年
目
は
実

践
の
継
続
と
と
も
に
制
度
提
案
を
ま
と
め
、
行
政
や

全
国
の
事
業
者
へ
働
き
か
け
る
こ
と
に
取
り
組
ん

だ
。

　事
業
の
円
滑
な
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
法
人
ス
タ

ッ
フ
や
連
携
団
体
、
モ
デ
ル
事
業
の
伴
走
支
援
者
、

外
部
評
価
者
で
構
成
す
る
委
員
会
を
開
催
し
、
情
報

共
有
や
課
題
の
整
理
、事
業
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。

事
業
内
容
は
、
地
域
ご
と
に
課
題
や
地
域
資
源
が
異

な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
わ
せ
た
ロ
ジ
ッ

ク
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
実
践
を
行
っ
た
。

生
活
支
援
を
担
う
住
民
主
体
の

組
織
を
立
ち
上
げ

　同
法
人
の

包
括
的
支
援

モ
デ
ル
の
実

践
は
、
熊
本

県
山
鹿
市
で

運
営
す
る
小

規
模
多
機
能

「
い
つ
で
ん
く
る
ば
い
」
で
実
施
し
た
。

　「山
鹿
市
の
現
状
と
し
て
、
人
口
と
と
も
に
働
き

手
も
減
少
し
、
現
在
10
人
で
介
護
し
て
い
る
と
こ
ろ

を
10
年
後
に
は
6
～
7
人
で
担
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。
地
域
住
民
に
協
力
し
て
も
ら

い
、
地
域
の
困
り
ご
と
な
ど
の
生
活
支
援
を
行
う
体

制
を
つ
く
り
、
介
護
の
専
門
職
が
ケ
ア
に
専
念
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
困
り
ご
と
の
相
談
に
対
応

し
き
れ
な
い
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
か
ら
着
手
し
ま
し

た
」（
川
原
氏
）。

委員会は、連携団体や事業の評価者、伴走者で構成し、
課題整理や情報共有、実施内容について検討を行った

熊本県山鹿市
では、生活支
援を担う住民
主体の組織を
立ち上げ、令
和 4 年 3 月
に一般社団法
人を設立した

特定非営利活動法人コレクティブ
小規模多機能の包括的支援機能の強化事業

令和2～4年度WAM助成モデル事業
助成額

令和2年度　1000万円
令和3年度　1000万円
令和4年度　1000万円

【事業概要】
　小規模多機能型居宅介護が地域共生社会の推進に寄与できるよ
う、包括的支援機能を強化することを目的に、全国の事業者と連
携協働し、モデルとして包括的支援を実践するとともに、支援機
能について制度提案を行う事業

【実施内容】
◆�事業の連携協働を推進する委員会
の開催
全国で小規模多機能を実践する連携
団体で構成する委員会を開催し、情
報共有や課題の整理、事業内容の検
討を行う
◆包括的支援モデルの実践
同法人（熊本県山鹿市）をはじめ、
全国 6カ所（石川県加賀市、東京
都青梅市、福岡県大牟田市、福岡市、
鳥取市）で、小規模多機能の包括
的支援を実践
◆制度提案に向けたイベントの開催
全国フォーラムや研修・意見交換
会を開催し、モデル事業の成果を
広く周知
するとと
もに、支
援機能に
関する制
度提案を
行う

事業概要

【成果】
◆包括的支援モデルの実践では、地域の多様な課題に対し、
生活圏域内の小規模多機能のなかで相談支援や地域コー
ディネート機能を行うモデ
ルを創ることができた

　　熊本県山鹿市では、支援
の担い手が不足するなか、
生活支援を担う住民主体の
組織を立ち上げ、ボランテ
ィアの育成研修を実施した
　

◆制度提案に向けたイベントでは、石川県と加賀市の協力で
全国フォーラムを開催し、行政関係者や全国の事業者など
203人が参加した

　　そのほかにも、九州・中四国・近畿・東北ブロックで「研
修・意見交換会」、東京都で報告会を開催し、制度化の必
要性を広く周知することができた

▼
　モデル事業の波及効果として、加賀市の事例が社会保障審
議会介護保険部会（令和4年11月14日）の参考資料とし
て例示された。また、厚生労働省の令和5年度老人保健健康
増進等事業「地域密着型サービス事業所の拠点機能を活用し
た地域包括支援センターの効果的な運営に関する調査研究」
に採択され、普及を図っている

WAM助成
e -ライブラリー
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

能
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
、
地

域
づ
く
り
と
総

合
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
包
括
支
援
型
・
包
括
報
酬
型
の
地

域
ケ
ア
拠
点
『
地
域
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
仮
称
：

丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
）
を
つ
く
り
、地
域
全
体
の
人
的
・

物
的
資
源
を
活
用
す
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

す
る
こ
と
、
小
規
模
多
機
能
と
地
域
支
援
事
業
の
両

方
を
実
施
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
」（
川
原
氏
）。

　さ
ら
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
制
度
提
案
の
内

容
を
全
国
に
広
め
る
た
め
、
同
年
10
月
か
ら
全
国
4

カ
所
（
九
州
、
中
四
国
、
近
畿
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

で
「
研
修
・
意
見
交
換
会
」、
令
和
5
年
3
月
に
は

報
告
会
（
東
京
都
）
を
開
催
し
、実
践
報
告
と
行
政
・

事
業
者
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
予
定

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
の
多
様
な
課

題
を
抱
え
る
人
た
ち
へ
の
相
談
支
援
を
生
活
圏
域
内

の
身
近
な
小
規
模
多
機
能
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
モ

デ
ル
を
創
り
、
実
践
内
容
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　さ
ら
に
、国
や
行
政
に
働
き
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
4
年

11
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護

保
険
部
会
の
参
考
資
料
と
し
て

加
賀
市
の
実
践
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
ほ
か
、
令
和
5
年
度
の
老

人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
に
お

い
て
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拠
点
機
能

を
活
用
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な

運
営
に
関
す
る
調
査
研
究
」が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　今
後
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
個
別
給
付
）
と
地
域

支
援
事
業
、
地
域
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
包
括
支
援
型
・

包
括
報
酬
型
の
地
域
ケ
ア
拠
点「
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
」

を
熊
本
市
内
で
開
設
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　「『
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
』
は
令
和
7
年
3
月
の
開
設

予
定
で
、
小
規
模
多
機
能
に
加
え
、
相
談
窓
口
や
地

域
交
流
の
場
を
設
け
、
近
隣

に
は
地
域
食
堂
を
つ
く
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
開
設
に
向
け
、
市
内

３
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
、

地
域
に
必
要
な
支
援
・
機
能

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
定
期
的
な
見
守

り
機
能
、
緊
急
時
の
対
応
、

子
ど
も
の
居
場
所
の
創
出
な

ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
と
協
働
し

な
が
ら
、
地
域
を
支
え
る
拠

点
を
つ
く
り
、
機
能
を
発
揮

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
川
原
氏
）。

　

　モデル事業では、新たな包括的支援に
取り組み、地域を支える小規模機能多機
能を創るという目的に対し、一定の方向
性を示せたことは成果となりました。制
度提案に向けた実践を積み重ねることは
1 年間では難しく、助成期間が 3 年間

あったからこそ取り組むことができたと考えています。
　今後の展望として、熊本市内に「丸ごとセンター（仮称）」の
開設を予定していますが、同時に支援の担い手を育成していく
必要があります。モデル事業では、山鹿市で生活支援を担う住
民主体の組織をつくりましたが、熊本市でも立ち上げることを
考えています。やはり、私たち事業者だけがどんなに頑張っても、
限界がありますので、一緒に地域づくりに取り組んでくれる人
たちを集め、さまざまな活動をしていきたいと考えています。

特定非営利活動法人コレクティブ
代表　川原  秀夫氏

住民と一緒に地域づくりを推進

〒 861−8043  熊本市東区戸島西 1−23−63
T E L： 096−285−6312
F A X： 096−285−6342
U R L： https://www.kinasse.jp/
設　　立：平成 11 年 6 月
代　　表：川原　秀夫

◆団体概要

全国 4 カ所（九州・中四国・近畿・
東北ブロック）で「研修・意見交換会」
を開催し、モデル事業の実践報告や
意見交換を行った

特定非営利活動法人
コレクティブ

統括管理者

山下  順子氏

　介
護
人
材
が
不
足
す
る
な
か
、
老
人
会
や
民
生
委

員
、自
治
会
な
ど
の
協
力
を
受
け
、生
活
支
援
を
担
う

住
民
主
体
の
組
織
を
立
ち
上
げ
、
食
事
づ
く
り
や
配

食
、清
掃
、洗
濯
、外
出
支
援
な
ど
の
生
活
支
援
を
担

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
研
修
を
実
施
し
、受
講
者
の

う
ち
14
人
が
支
援
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
と
い
う
。

相
談
機
能
と

地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
備
え
る

　1
年
目
の
手
探
り
の
実
践
の
な
か
で
、
小
規
模
多

機
能
の
包
括
的
支
援
と
し
て
相
談
機
能
と
地
域
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、

2
年
目
は
小
規
模
多
機
能
の
な
か
に
独
自
の
相
談
窓

口
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
配
置
し
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
ぐ

体
制
を
整
備
し
た
。
さ
ら
に
、
介
護
予
防
を
は
じ
め

と
す
る
多
様
な
住
民
の
参
加
を
図
る
集
い
の
場
を
創

出
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
。

　包
括
的
支
援
の
実
践
に
つ
い
て
、
統
括
管
理
者
の

山
下
順
子
氏
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「相
談
支
援
は
、
相
談
窓
口
を
設
け
る
だ
け
で
な

く
、
夜
間
で
も
相
談
が
あ
れ
ば
地
域
に
出
向
き
、
相

談
対
応
や
見
守
り
を
す
る
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
で
き
る
の
も
地
域
住
民
が
生
活
支
援
を
担
っ

て
く
れ
て
い
る
た
め
で
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
専
門

職
が
ケ
ア
や
相
談
対
応
に
専
念
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
予
防
に
限
ら
ず
、
誰
で
も
活
用
で
き
る
集

い
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
住
民
が
集
ま

り
、
交
流
を
通
じ
て
自
身
や
家
族
、
近
所
の
困
り
ご

と
を
話
し
て
も
ら
い
、
そ
こ
か
ら
早
期
発
見
・
早
期

対
応
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
支
援
の
担
い
手
に
な

っ
て
も
ら
え
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
」。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
生
活
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
に

連
絡
先
を
記
載
し
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
配
布
し
、事
業

所
に
困
り
ご
と
の
電
話
が
入
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
24

時
間
３
６
５
日
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。
夜
間
に
警

察
を
通
じ
て
連
絡
が
入
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
も
常
時
ス
タ
ッ
フ
を

配
置
し
て
い
る
小
規
模
多
機
能
の
強
み
と
い
え
る
。

　連
携
団
体
の
加
賀
市
で
の
実

践
で
は
、
市
行
政
の
機
構
改
革

に
つ
な
が
っ
た
。

　「加
賀
市
は
、
平
成
27
年
か
ら

小
規
模
多
機
能
を
は
じ
め
、
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ブ

ラ
ン
チ
（
出
先
の
相
談
窓
口
）

と
し
て
位
置
づ
け
、
相
談
機
能

や
生
活
支
援
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
機
能
、
地
域
づ
く
り
に
関
す

る
業
務
を
委
託
し
、
地
域
包
括

ケ
ア
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て

の
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。
身
近
な
と
こ
ろ

に
地
域
を
支
え
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、
相
談

件
数
は
増
加
し
て
い
ま
し
た
。モ
デ
ル
事
業
で
は
、高

齢
者
だ
け
で
な
く
、
障
害
に
関
す
る
相
談
対
応
を
行

う
と
と
も
に
、
企
業
と
連
携
し
て
高
齢
者
と
障
害
者

が
一
緒
に
就
労
す
る
機
会
を
つ
く
り
、
生
き
が
い
支

援
を
行
っ
た
り
、
地
域
の
資
源
マ
ッ
プ
を
住
民
と
一

緒
に
作
成
し
、
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
人
た
ち
を

把
握
し
な
が
ら
支
え
る
新
し
い
活
動
を
付
加
さ
せ
て

い
ま
す
。こ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
く
た
め
、令
和

4
年
度
に
相
談
支
援
課
が
新
設
さ
れ
、
高
齢
者
に
限

ら
ず
、
障
害
者
や
生
活
保
護
の
相
談
な
ど
、
す
べ
て

の
相
談
窓
口
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
」（
山
下
氏
）。

制
度
提
案
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　3
年
目
は
、
モ
デ
ル
事
業
の
実
践
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
行
政
や
全
国
の
事
業
者
に
対
し
、
事
業
の

実
践
報
告
や
制
度
提
案
を
行
う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
制
度
化
の
必
要
性
を
周
知
す
る
こ
と
に
取
り
組

ん
だ
。

　令
和
4
年
8
月
28
日
に
は
、
石
川
県
と
加
賀
市
の

協
力
の
も
と
、「
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
地
域
づ
く
り
を

つ
な
ぐ
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
加
賀
」を
開
催
し
、行
政
関
係

者
や
全
国
の
事
業
者
な
ど
、２
０
３
人
が
参
加
し
た
。

　制
度
提
案
で
は
、
行
政
が
き
ち
ん
と
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
ち
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
加
賀
市
で
の
取
り

組
み
を
モ
デ
ル
と
し
て
全
国
に
周
知
・
普
及
さ
せ
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　「制
度
提
案
の
内
容
と
し
て
は
、
地
域
の
相
談
・

支
援
機
能
と
地
域
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を
も
つ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
り
身
近
な
小
規
模
多
機

19 ●WAMー2024.1

令和4年8月には「介護サービスと地域づくりをつ
なぐフォーラム in 加賀」を開催。行政関係者や全国
の事業者など203人が参加した

山鹿市で実施した介護予防プログラムの様子
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いきいき

ャレンジチ
いきいき

能
が
整
備
さ
れ

る
こ
と
で
、
地

域
づ
く
り
と
総

合
事
業
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
包
括
支
援
型
・
包
括
報
酬
型
の
地

域
ケ
ア
拠
点
『
地
域
ケ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
』（
仮
称
：

丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
）
を
つ
く
り
、地
域
全
体
の
人
的
・

物
的
資
源
を
活
用
す
る
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進

す
る
こ
と
、
小
規
模
多
機
能
と
地
域
支
援
事
業
の
両

方
を
実
施
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
も
ら
う
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
」（
川
原
氏
）。

　さ
ら
に
、
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や
制
度
提
案
の
内

容
を
全
国
に
広
め
る
た
め
、
同
年
10
月
か
ら
全
国
4

カ
所
（
九
州
、
中
四
国
、
近
畿
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

で
「
研
修
・
意
見
交
換
会
」、
令
和
5
年
3
月
に
は

報
告
会
（
東
京
都
）
を
開
催
し
、実
践
報
告
と
行
政
・

事
業
者
を
交
え
た
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

「
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
予
定

　モ
デ
ル
事
業
の
成
果
と
し
て
、
地
域
の
多
様
な
課

題
を
抱
え
る
人
た
ち
へ
の
相
談
支
援
を
生
活
圏
域
内

の
身
近
な
小
規
模
多
機
能
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
モ

デ
ル
を
創
り
、
実
践
内
容
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　さ
ら
に
、国
や
行
政
に
働
き
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
4
年

11
月
の
社
会
保
障
審
議
会
介
護

保
険
部
会
の
参
考
資
料
と
し
て

加
賀
市
の
実
践
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
ほ
か
、
令
和
5
年
度
の
老

人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
に
お

い
て
、「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拠
点
機
能

を
活
用
し
た
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
効
果
的
な

運
営
に
関
す
る
調
査
研
究
」が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

　今
後
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
個
別
給
付
）
と
地
域

支
援
事
業
、
地
域
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
包
括
支
援
型
・

包
括
報
酬
型
の
地
域
ケ
ア
拠
点「
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
」

を
熊
本
市
内
で
開
設
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　「『
丸
ご
と
セ
ン
タ
ー
』
は
令
和
7
年
3
月
の
開
設

予
定
で
、
小
規
模
多
機
能
に
加
え
、
相
談
窓
口
や
地

域
交
流
の
場
を
設
け
、
近
隣

に
は
地
域
食
堂
を
つ
く
る
こ

と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
開
設
に
向
け
、
市
内

３
０
０
０
世
帯
を
対
象
に
、

地
域
に
必
要
な
支
援
・
機
能

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
定
期
的
な
見
守

り
機
能
、
緊
急
時
の
対
応
、

子
ど
も
の
居
場
所
の
創
出
な

ど
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
地
域
住
民
と
協
働
し

な
が
ら
、
地
域
を
支
え
る
拠

点
を
つ
く
り
、
機
能
を
発
揮

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
川
原
氏
）。

　

　モデル事業では、新たな包括的支援に
取り組み、地域を支える小規模機能多機
能を創るという目的に対し、一定の方向
性を示せたことは成果となりました。制
度提案に向けた実践を積み重ねることは
1 年間では難しく、助成期間が 3 年間

あったからこそ取り組むことができたと考えています。
　今後の展望として、熊本市内に「丸ごとセンター（仮称）」の
開設を予定していますが、同時に支援の担い手を育成していく
必要があります。モデル事業では、山鹿市で生活支援を担う住
民主体の組織をつくりましたが、熊本市でも立ち上げることを
考えています。やはり、私たち事業者だけがどんなに頑張っても、
限界がありますので、一緒に地域づくりに取り組んでくれる人
たちを集め、さまざまな活動をしていきたいと考えています。

特定非営利活動法人コレクティブ
代表　川原  秀夫氏

住民と一緒に地域づくりを推進

〒 861−8043  熊本市東区戸島西 1−23−63
T E L： 096−285−6312
F A X： 096−285−6342
U R L： https://www.kinasse.jp/
設　　立：平成 11 年 6 月
代　　表：川原　秀夫

◆団体概要

全国 4 カ所（九州・中四国・近畿・
東北ブロック）で「研修・意見交換会」
を開催し、モデル事業の実践報告や
意見交換を行った

特定非営利活動法人
コレクティブ

統括管理者

山下  順子氏

　国の老健事業「地域密着型サービス事業所の拠点機能を活用した地域包括支援センターの効果的な運営に関する調査研究事
業」に取り組み、全国アンケートとヒアリングを実施し、自治体向けハンドブックを作成し全自治体へ配布しました。
　また、報告会を行いWeb配信を行うとともに報告書を作成しました。
　現在は、実践を継続しながら新たに「丸ごとセンター」を整備し新たなモデルづくりを行っています。

助 成 終 了 後 の 活 動 ・ 展 望
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説
明
さ
れ
た
。

　
直
近
の
こ
ど
も
家
庭
庁
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令

和
5
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
に
基
づ
き
、「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
3
年

間
（
令
和
6
～
8
年
度
）
の
集
中
取
組
期
間
に
お
い

て
、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
子
育
て
に
係
る

経
済
的
支
援
の
強
化
や
若
い
世
代
の
所
得
向
上
に
向

け
た
取
組
」、「
全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
す
る
支
援
の
拡
充
」、「
共
働
き
・
共
育
て
の
推

進
」、「
こ
ど
も
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り

の
た
め
の
意
識
改
革
」
の
重
点
的
な
実
施
。
こ
ど
も

や
若
者
の
最
善
の
利
益
を
第
一
と
考
え
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
ど
も
基
本

法
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
中
長
期
的
な

方
針
や
重
要
事
項
を
一
元
的
に
定
め
る
「
こ
ど
も
大

綱
」
を
年
内
に
策
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ

た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
組
織
と
の
連
携
と
し
て
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
や
貧
困
家
庭
等
を
対
象
に
、
民
間
団
体
等

が
学
習
支
援
、
食
事
の
提
供
を
す
る
た
め
の
費
用
支

援
を
行
う
「
こ
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業
」、「
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
の
食
事
等
支
援
事
業
」
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、『
マ
ッ
チ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
同
庁
と
３
団
体
が
連
携
し

て
企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
や
支
援
に
関
す
る
相
談

に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
宮
崎
氏
は
「
こ
ど
も
に
関
す
る
政
策
は
、
行
政
機

関
で
は
直
接
支
援
を
届
け
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
た

め
、
民
間
組
織
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
当
庁
の
『
こ
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業
』

な
ど
を
通
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
上
智
大
学
総

合
人
間
科
学
部
福
祉
学
科
准
教
授
の
鏑
木
奈
津
子
氏

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活

用
し
た
団
体
か
ら
の
成
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
当
法
人
は
、
親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
ず
孤
立
す

る
若
者
に
対
し
、「
居
場
所
づ
く
り
」、「
住
ま
い
の

サ
ポ
ー
ト
」、「
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
本
日
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
モ
デ
ル
事
業
（
令
和
元

～
３
年
度
）
で
実
施
し
た
「
こ
ど
も
の
孤
立
を
防
ぐ

居
場
所
を
拠
点
と
し
た
地
域
連
携
の
包
括
支
援
事

業
」
の
成
果
報
告
と
と
も
に
、
現
在
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
不

登
校
の
中
・
高
校
生
の
な
か
で
も
、
と
く
に
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
孤
立
し
た
若
者
を
対
象
に
家
庭

訪
問
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
家
庭
訪
問
支
援
は
、
東
京
都
文
京
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
当
法
人
は
こ

ど
も
た
ち
、
社
協
と
教
育
セ
ン
タ
ー
は
保
護
者
を
支

援
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
家
族
以
外
の
第
三
者
が
介
入
し
た
関
係
づ
く
り
か

ら
始
ま
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
進
路
の
こ
と

を
考
え
て
い
く
伴
走
型
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
行

政
の
専
門
職
で
は
関
係
性
を
築
き
に
く
い
こ
ど
も
た

ち
に
対
し
、
年
齢
の
近
い
私
た
ち
が
訪
問
す
る
こ
と

で
、
関
係
性
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ま
た
、
行
政
や
支
援
者
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
若

者
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
例

え
ば
、
単
な
る
学
習
支
援
や
進
路
相
談
と
い
う
か
た

ち
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
な
か
な
か
参
加
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
相
談
対
応
を
行
う
進
路
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
実
際
は
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
せ
ず
に
、
持
ち
込
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

ず
っ
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
話
し
て
み
る
と
、
家

に
ひ
き
こ
も
り
誰
と
も
話
さ
な
い
け
れ
ど
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
の
友
達
は
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
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基
調
講
演
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
支
援
局
家
庭
福

祉
課
企
画
官
・
ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援
室
長
の
宮
崎

千
晶
氏
か
ら
、
こ
ど
も
家
庭
庁
は
こ
ど
も
施
策
の
司

令
塔
と
し
て
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
こ
ど
も
や
子
育
て
当
事
者
の
意
見
を
聴
き
、
政

策
に
反
映
す
る
こ
と
、
保
健
・
福
祉
分
野
を
中
心
と

す
る
事
業
を
省
庁
横
断
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

　令和 5 年 9 月 26 日、独立行政法人福祉医療機構主催の「令和 5 年
度 WAM 助成シンポジウム」をオンラインで開催しました。
　こども家庭庁の施策動向やこどもを中心とした支援を行う NPO 団
体の活動事例の紹介により、「こどもまんなか」社会の実現とともに、
NPO や行政、地域住民の役割について考える今回のシンポジウムでは、
宮崎千晶氏（こども家庭庁支援局家庭福祉課企画官・ひとり親家庭等支
援室長）による基調講演に続き、WAM 助成を活用した団体の成果報告
や質疑応答が行われました。今回は、このなかから成果報告の内容を中
心に紹介します。

令
和
５
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

令
和
５
年
度 

Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

～
地
域
を
巻
き
込
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
在
り
方
～

いきいき

ャレンジチ
いきいき

令和5年度WAM助成シンポジウム報告

≫ ≫ ≫ ≫ ≫ ≫ ≫  プログラム  ≪ ≪ ≪ ≪ ≪ ≪ ≪
 ●基調講演　こども家庭庁の役割と NPO 等民間組織の意義

宮崎  千晶氏（こども家庭庁 支援局家庭福祉課企画官・ひとり親家庭等支援室長）

 ●パネルディスカッション

ファシリテーター　鏑木  奈津子氏（上智大学 総合人間科学部社会福祉学科 准教授）
 　 　成果報告①

こどもの孤立を防ぐ居場所を拠点とした地域連携の包括的支援事業
荒井  佑介氏（特定非営利活動法人サンカクシャ 代表理事）

 　 　成果報告②
食物アレルギーをこども同士で支えあう事業

服部  佳苗氏（特定非営利活動法人ピアサポート F.A.cafe 会長）

 ●質疑応答／まとめ

◇アーカイブ配信…………………………………………………………………………
　シンポジウムの当日動画をYouTubeで配信しています。ぜひご覧くださ
い。（説明資料は概要欄からダウンロード可能です）

   ▶https://www.wam.go.jp/hp/r5_wam_josei_symposium/

こどもまんなか社会の実現を目指して  
～地域を巻き込むNPOの在り方～

●日時 … 令和 5 年 9 月 26 日（火）オンライン開催
〈主催〉独立行政法人福祉医療機構　〈後援〉厚生労働省、こども家庭庁

WAM 助成シンポジウム 検 索
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説
明
さ
れ
た
。

　
直
近
の
こ
ど
も
家
庭
庁
の
取
り
組
み
と
し
て
、
令

和
5
年
6
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
未
来
戦

略
方
針
」
に
基
づ
き
、「
加
速
化
プ
ラ
ン
」
の
3
年

間
（
令
和
6
～
8
年
度
）
の
集
中
取
組
期
間
に
お
い

て
、「
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
た
子
育
て
に
係
る

経
済
的
支
援
の
強
化
や
若
い
世
代
の
所
得
向
上
に
向

け
た
取
組
」、「
全
て
の
こ
ど
も
・
子
育
て
世
帯
を
対

象
と
す
る
支
援
の
拡
充
」、「
共
働
き
・
共
育
て
の
推

進
」、「
こ
ど
も
・
子
育
て
に
や
さ
し
い
社
会
づ
く
り

の
た
め
の
意
識
改
革
」
の
重
点
的
な
実
施
。
こ
ど
も

や
若
者
の
最
善
の
利
益
を
第
一
と
考
え
る
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
こ
ど
も
基
本

法
に
基
づ
き
、
こ
ど
も
施
策
に
関
す
る
中
長
期
的
な

方
針
や
重
要
事
項
を
一
元
的
に
定
め
る
「
こ
ど
も
大

綱
」
を
年
内
に
策
定
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
示
さ
れ

た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
民
間
組
織
と
の
連
携
と
し
て
は
、
ひ
と

り
親
家
庭
や
貧
困
家
庭
等
を
対
象
に
、
民
間
団
体
等

が
学
習
支
援
、
食
事
の
提
供
を
す
る
た
め
の
費
用
支

援
を
行
う
「
こ
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業
」、「
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
子
ど
も
の
食
事
等
支
援
事
業
」
の

取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、『
マ
ッ
チ
ン
グ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

協
議
会
』
を
立
ち
上
げ
、
同
庁
と
３
団
体
が
連
携
し

て
企
業
や
個
人
か
ら
の
寄
付
や
支
援
に
関
す
る
相
談

に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
結
び
つ
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
宮
崎
氏
は
「
こ
ど
も
に
関
す
る
政
策
は
、
行
政
機

関
で
は
直
接
支
援
を
届
け
る
こ
と
に
限
界
が
あ
る
た

め
、
民
間
組
織
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
な
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用

し
た
当
庁
の
『
こ
ど
も
の
生
活
・
学
習
支
援
事
業
』

な
ど
を
通
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
事
業

を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
上
智
大
学
総

合
人
間
科
学
部
福
祉
学
科
准
教
授
の
鏑
木
奈
津
子
氏

が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活

用
し
た
団
体
か
ら
の
成
果
報
告
が
行
わ
れ
た
。

◆
　
　
◆
　
　
◆

　
当
法
人
は
、
親
や
身
近
な
大
人
を
頼
れ
ず
孤
立
す

る
若
者
に
対
し
、「
居
場
所
づ
く
り
」、「
住
ま
い
の

サ
ポ
ー
ト
」、「
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
本
日
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
モ
デ
ル
事
業
（
令
和
元

～
３
年
度
）
で
実
施
し
た
「
こ
ど
も
の
孤
立
を
防
ぐ

居
場
所
を
拠
点
と
し
た
地
域
連
携
の
包
括
支
援
事

業
」
の
成
果
報
告
と
と
も
に
、
現
在
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
支
援
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
不

登
校
の
中
・
高
校
生
の
な
か
で
も
、
と
く
に
支
援
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
孤
立
し
た
若
者
を
対
象
に
家
庭

訪
問
支
援
と
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
家
庭
訪
問
支
援
は
、
東
京
都
文
京
区
の
社
会
福
祉

協
議
会
、
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
当
法
人
は
こ

ど
も
た
ち
、
社
協
と
教
育
セ
ン
タ
ー
は
保
護
者
を
支

援
す
る
と
い
う
仕
組
み
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
家
族
以
外
の
第
三
者
が
介
入
し
た
関
係
づ
く
り
か

ら
始
ま
り
、
寄
り
添
い
な
が
ら
一
緒
に
進
路
の
こ
と

を
考
え
て
い
く
伴
走
型
の
支
援
を
行
い
ま
し
た
。
行

政
の
専
門
職
で
は
関
係
性
を
築
き
に
く
い
こ
ど
も
た

ち
に
対
し
、
年
齢
の
近
い
私
た
ち
が
訪
問
す
る
こ
と

で
、
関
係
性
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
活
用
し
た

若
者
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　
ま
た
、
行
政
や
支
援
者
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い
若

者
た
ち
と
関
わ
る
こ
と
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
例

え
ば
、
単
な
る
学
習
支
援
や
進
路
相
談
と
い
う
か
た

ち
で
は
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
な
か
な
か
参
加
し
て
も

ら
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
な
が

ら
相
談
対
応
を
行
う
進
路
相
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
実
際
は
、
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
せ
ず
に
、
持
ち
込
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を

ず
っ
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
話
し
て
み
る
と
、
家

に
ひ
き
こ
も
り
誰
と
も
話
さ
な
い
け
れ
ど
、
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
の
友
達
は
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

成
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①
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祉課企画官・ひとり親家庭等
支援室長

48



　
当
法
人
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
で
す
。
当
事
者
や
経
験
者
同
士
が
互
い
を
支
え
あ

い
な
が
ら
、
大
人
に
守
ら
れ
て
い
た
患
児
が
、
い
ず

れ
自
分
で
判
断
し
対
応
で
き
る
よ
う
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
つ
に
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ

レ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
医
療
機
関
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
と
診
断
さ
れ
た
患
児
に
配
布
す
る
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
配
布
と
し
て
い
る
の
は
、

自
己
診
断
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
、
大
切
な
栄
養
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
で
す
が
、
配
布
の
本
当
の
目
的
は
本
人
の
自
覚

と
理
解
を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
が
行
わ
れ
、
患
児
に
は
安
全
な
給
食
が
提
供
さ
れ

た
り
、
生
活
支
援
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
こ
ど
も
た
ち
は
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
学
級
内
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
び
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
よ
り
安

心
安
全
な
学
校
生
活
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

こ
ど
も
同
士
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
こ
ど
も
同
士
で
支
え
あ
う
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
学
校
や
地
域
に
出
向

き
、
出
前
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
こ
ど

も
た
ち
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
採
択

後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
始
ま

り
、
多
く
の
人
を
集
め
る
活
動
が
困
難
な
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
結
果
、
学
校
の
授
業
等
で
活
用
し
て
も
ら
う

教
材
づ
く
り
に
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
完
成
し
た
の
が
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
低

学
年
向
け
啓
発
教
材
セ
ッ
ト
」
で
す
。
啓
発
教
材
セ

ッ
ト
は
、
学
校
給
食
の
導
入
時
期
に
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
動
画
を
メ
イ
ン
に
、
視
聴
後

に
活
用
で
き
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ク
イ
ズ
、
小
学

校
の
教
室
内
に
貼
る
ポ
ス
タ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基

礎
を
学
べ
る
絵
本
な
ど
を
盛
り
込
み
、
教
育
委
員
会

の
協
力
を
受
け
、
藤
沢
市
と
平
塚
市
の
す
べ
て
の
小

学
校
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
、
担
任
の
先
生
が
予
習
を
し

な
く
て
も
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
動
画
を
視
聴
す
る
だ
け
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
理
解
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
で
、
学
校
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

た
ち
が
教
材
づ
く
り
で
意
識
し
た
こ
と
は
、「
患
児

は
こ
ど
も
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
そ
ば
に
い
る
同
級
生

が
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
が
患
児
に
と
っ
て
い
ち
ば

ん
の
心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
材
づ

く
り
で
は
、こ
ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

言
葉
選
び
に
は
小
学
校
で
長
年
教
師
を
し
て
い
た
方

や
、
こ
ど
も
た
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
小
学
校
低
学
年
に
向
け
た
教
材
で
す

が
、
こ
ど
も
た
ち
は
日
々
成
長
し
て
い
く
と
行
動
範

囲
が
広
が
り
、
食
事
を
伴
う
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
機

会
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
小
学
校
高
学
年
向

け
に
学
習
漫
画
形
式
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
は
、学
校
行
事
を
テ
ー
マ
に
給
食
、

運
動
会
、
調
理
実
習
、
宿
泊
行
事
、
防
災
の
5
種
類

を
作
成
し
、
各
テ
ー
マ
に
応
じ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
特
徴
や
注
意
点
、
関
連
情
報
な
ど
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
冒
頭
に
説
明

し
た
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
を
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
を
行
う
５
０
０
カ
所
を
超
え

る
全
国
の
医
療
機
関
に
配
布
し
、
診
断
を
受
け
た
患

児
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
啓
発
教
材
と

と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
の
配

布
を
通
じ
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
を
広
く

発
信
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

成
果
と
は
別
に
得
ら
れ
た
信
頼
に
つ
い
て
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
患
者
家
族
で
あ
り
、
医
療

の
知
識
に
関
し
て
は
素
人
で
す
。
た
だ
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
と
い
う
事
業
の
な
か
で
、
き
ち
ん
と
審
査
を
受
け

て
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

成
果
報
告
②
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た
。
こ
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
課
題
を

抱
え
る
若
者
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
や
、
関
係
づ
く

り
に
お
い
て
非
常
に
有
効
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

実
際
に
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
若
者
に
ア
プ

ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
関
わ
る
こ

と
の
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
若
者
と
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
居
場
所
づ
く
り
で
は
、
地
元
の
企
業
か
ら
居
場
所

ス
ペ
ー
ス
の
提
供
を
受
け
、
週
2
回
、
家
庭
訪
問
支

援
で
出
会
っ
た
若
者
を
中
心
に
開
放
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
居
場
所
ス
ペ
ー
ス
の
入
る
建
物
の
1
階

に
あ
っ
た
閉
店
し
た
カ
フ
ェ
を
活
用
し
て
、
就
労
体

験
の
一
環
と
し
て
若
者
と
一
緒
に
カ
フ
ェ
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
地
元
の
飲
食
店
に
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
協

力
や
地
域
住
民
に
冷
蔵
庫
を
寄
贈
し
て
も
ら
う
な

ど
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
は
多
く
の
地

域
住
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
若
者
が
多
世
代
と

つ
な
が
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
居
場
所
で
は
大
学
の
ゼ
ミ
と
連

携
し
て
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
流
し
た
り
、
カ

フ
ェ
で
提
供
し
て
い
る
メ
ニ
ュ
ー
を
商
店
街
で
販
売

す
る
機
会
を
い
た
だ
い
た
り
、
地
域
の
多
様
な
人
た

ち
と
つ
な
が
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
若
者
の
居
場
所
の
必
要
性
を
地
域
に
訴
え
る
と
と

も
に
、
活
動
を
通
じ
て
自
立
に
向
か
っ
て
い
く
若
者

の
事
例
づ
く
り
が
で
き
た
こ
と
は
、
地
域
に
お
い
て

非
常
に
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
モ
デ
ル
事
業
終
了
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
現
在
、
当
法
人
は
15
～
25

歳
く
ら
い
ま
で
の
若
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
大
き
く
、
家
庭
の
問
題
な
ど

で
家
で
過
ご
す
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
居

場
所
を
利
用
し
た
い
と
い
う
依
頼
が
多
く
な
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
親
か
ら
虐
待
を
受
け
、
家
出
を
し
た

り
、
家
を
追
い
出
さ
れ
た
若
者
が
大
半
で
、
と
く
に

20
歳
以
上
の
支
援
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

全
国
で
高
校
生
年
齢
ま
で
の
居
場
所
支
援
が
広
が
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
20
歳
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き
る

若
者
の
居
場
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
実
態
が
あ

る
こ
と
が
理
由
だ
と
推
察
さ
れ
、
全
国
各
地
か
ら
居

場
所
や
住
ま
い
支
援
の
利
用
依
頼
が
入
っ
て
い
ま

す
。

　
現
在
、
居
場
所
は
都
内
に
複
数
あ
っ
た
拠
点
を
1

カ
所
に
集
約
し
、
東
京
都
豊
島
区
に
30
人
ほ
ど
が
利

用
で
き
る
広
い
拠
点
を
つ
く
り
、活
動
し
て
い
ま
す
。

大
手
家
具
メ
ー
カ
ー
か
ら
内
装
の
提
案
や
家
具
を
寄

付
し
て
い
た
だ
き
、
初
期
費
用
を
ほ
と
ん
ど
か
け
ず

に
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
居
場
所

に
は
ゲ
ー
ミ
ン
グ
Ｐ
Ｃ
を
８
台
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ゲ
ー
ム
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
若
者
と
つ
な
が

り
な
が
ら
、
相
談
支
援
の
実
施
や
交
流
機
会
を
創
出

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
文
京
区
や
豊
島

区
、
北
区
、
板
橋
区
の
30
社
ほ
ど
の
企
業
と
連
携
し
、

若
者
に
仕
事
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
人
と

会
話
す
る
こ
と
が
苦
手
な
若
者
が
ほ
と
ん
ど
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体
験
す
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
分
に
向
い
て
い
る
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
ち
ば
ん
問
い
合
わ
せ
が
多
い
の
が
、

住
ま
い
の
支
援
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
地
元
の

企
業
、不
動
産
会
社
に
物
件
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

都
内
に
シ
ュ
ア
ハ
ウ
ス
4
カ
所
、
シ
ェ
ル
タ
ー
7
部

屋
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
53
人
が
利
用

し
、9
人
の
若
者
の
自
立
生
活
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
最
近
は
、
夜
9
時
か
ら
朝
5
時
ま
で
居
場
所
を
開

放
す
る
「
ヨ
ル
キ
チ
」
と
い
う
取
り
組
み
も
行
っ
て

い
ま
す
。
不
登
校
の
若
者
は
昼
夜
逆
転
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
な
か
に
は
希
死
念
慮
を
も
つ
ケ
ー
ス
も

あ
る
た
め
、
夜
間
帯
の
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
開
始

し
ま
し
た
。
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
若
者
た
ち
が
集

い
、
一
人
ひ
と
り
と
じ
っ
く
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
負

担
は
あ
り
ま
す
が
、
夜
間
帯
の
支
援
を
し
て
い
る
団

体
は
少
な
く
、
重
要
な
取
り
組
み
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
次
に
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
支
援
が
ど
の
よ
う
に
進
化

し
た
か
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
居
場
所
や
住
ま
い

に
関
す
る
相
談
は
月
15
～
20
件
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
当

法
人
に
つ
な
が
る
ル
ー
ト
と
し
て
は
、
行
政
や
支
援

団
体
か
ら
の
紹
介
が
6
割
、
本
人
か
ら
の
直
接
の
相

談
が
4
割
で
す
。
民
間
団
体
に
行
政
が
依
頼
す
る
こ

と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
側
面
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に

よ
り
、信
頼
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
現
在
は
50
団
体
・

機
関
か
ら
依
頼
を
受
け
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
相
互
に

紹
介
し
あ
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
豊
島
区
と
協
働
し
て
「
若
者
の
居
場
所

会
議
」
と
い
う
も
の
を
立
ち
上
げ
、
若
者
支
援
を
実

践
す
る
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行
っ
て
お

り
、
併
せ
て
居
住
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
東
京
都
に
限
ら
ず
、
若

者
が
地
方
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
仕
事
体
験
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
つ
く
り
、
活
動
を
全
国
各
地
に
広
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
　
　
◆
　
　
◆
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当
法
人
は
、
神
奈
川
県
藤
沢
市
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
で
す
。
当
事
者
や
経
験
者
同
士
が
互
い
を
支
え
あ

い
な
が
ら
、
大
人
に
守
ら
れ
て
い
た
患
児
が
、
い
ず

れ
自
分
で
判
断
し
対
応
で
き
る
よ
う
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
活
動
の
一
つ
に
、「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ

レ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
医
療
機
関
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
と
診
断
さ
れ
た
患
児
に
配
布
す
る
取
り
組
み
が
あ

り
ま
す
。
医
療
機
関
で
の
配
布
と
し
て
い
る
の
は
、

自
己
診
断
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
思
い
込
ん
で
し
ま

い
、
大
切
な
栄
養
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
を
避
け
る

た
め
で
す
が
、
配
布
の
本
当
の
目
的
は
本
人
の
自
覚

と
理
解
を
促
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
が
行
わ
れ
、
患
児
に
は
安
全
な
給
食
が
提
供
さ
れ

た
り
、
生
活
支
援
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
だ
け
で
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
の
こ
ど
も
た
ち
は
守
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
た
と
き
に
、
こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
す
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
に
、
学
級
内
で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
学
び
、
理
解
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が
、
よ
り
安

心
安
全
な
学
校
生
活
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。

こ
ど
も
同
士
で

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

　
そ
こ
で
私
た
ち
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
、「
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
こ
ど
も
同
士
で
支
え
あ
う
事
業
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
学
校
や
地
域
に
出
向

き
、
出
前
授
業
や
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
多
く
の
こ
ど

も
た
ち
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
採
択

後
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
始
ま

り
、
多
く
の
人
を
集
め
る
活
動
が
困
難
な
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
た
結
果
、
学
校
の
授
業
等
で
活
用
し
て
も
ら
う

教
材
づ
く
り
に
計
画
を
大
幅
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
完
成
し
た
の
が
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
低

学
年
向
け
啓
発
教
材
セ
ッ
ト
」
で
す
。
啓
発
教
材
セ

ッ
ト
は
、
学
校
給
食
の
導
入
時
期
に
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
へ
の
理
解
を
深
め
る
動
画
を
メ
イ
ン
に
、
視
聴
後

に
活
用
で
き
る
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ク
イ
ズ
、
小
学

校
の
教
室
内
に
貼
る
ポ
ス
タ
ー
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
基

礎
を
学
べ
る
絵
本
な
ど
を
盛
り
込
み
、
教
育
委
員
会

の
協
力
を
受
け
、
藤
沢
市
と
平
塚
市
の
す
べ
て
の
小

学
校
に
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ば
ん
の
特
徴
は
、
担
任
の
先
生
が
予
習
を
し

な
く
て
も
取
り
組
め
る
こ
と
で
す
。
こ
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
動
画
を
視
聴
す
る
だ
け
で
、
食
物
ア
レ
ル
ギ

ー
を
理
解
で
き
る
内
容
と
す
る
こ
と
で
、
学
校
に
負

担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私

た
ち
が
教
材
づ
く
り
で
意
識
し
た
こ
と
は
、「
患
児

は
こ
ど
も
社
会
の
な
か
で
生
き
て
い
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。
大
人
だ
け
で
な
く
、
そ
ば
に
い
る
同
級
生

が
理
解
し
て
く
れ
る
こ
と
が
患
児
に
と
っ
て
い
ち
ば

ん
の
心
の
支
え
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
材
づ

く
り
で
は
、こ
ど
も
た
ち
が
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
、

言
葉
選
び
に
は
小
学
校
で
長
年
教
師
を
し
て
い
た
方

や
、
こ
ど
も
た
ち
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
小
学
校
低
学
年
に
向
け
た
教
材
で
す

が
、
こ
ど
も
た
ち
は
日
々
成
長
し
て
い
く
と
行
動
範

囲
が
広
が
り
、
食
事
を
伴
う
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
機

会
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
こ
で
小
学
校
高
学
年
向

け
に
学
習
漫
画
形
式
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
ポ

ス
タ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
啓
発
ポ
ス
タ
ー
は
、学
校
行
事
を
テ
ー
マ
に
給
食
、

運
動
会
、
調
理
実
習
、
宿
泊
行
事
、
防
災
の
5
種
類

を
作
成
し
、
各
テ
ー
マ
に
応
じ
た
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患

の
特
徴
や
注
意
点
、
関
連
情
報
な
ど
を
盛
り
込
み
ま

し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
冒
頭
に
説
明

し
た
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
」
を
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
を
行
う
５
０
０
カ
所
を
超
え

る
全
国
の
医
療
機
関
に
配
布
し
、
診
断
を
受
け
た
患

児
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
啓
発
教
材
と

と
も
に
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
サ
イ
ン
プ
レ
ー
ト
の
配

布
を
通
じ
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
を
広
く

発
信
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
、Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
取
り
組
み
に
よ
り
、

成
果
と
は
別
に
得
ら
れ
た
信
頼
に
つ
い
て
お
伝
え
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
あ
く
ま
で
も
患
者
家
族
で
あ
り
、
医
療

の
知
識
に
関
し
て
は
素
人
で
す
。
た
だ
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助

成
と
い
う
事
業
の
な
か
で
、
き
ち
ん
と
審
査
を
受
け

て
社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
支
援
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

成
果
報
告
②

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ピ
ア
サ
ポ
ー
トF.A

.cafe

会
長  

服
部
　佳
苗
氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき

ャレンジ

服部  佳苗氏
特定非営利活動法人
ピアサポート F.A.cafe  会長
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い
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

服
部
氏
　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
申
請
書

の
作
成
と
い
う
の
は
と
て
も
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
度
、
き
ち
ん
と
申
請
書
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
目
的
や
方
向
性
を
確
認

で
き
ま
す
し
、
申
請
書
に
記
載
す
る
内
容
は
、
助
成

団
体
が
異
な
っ
て
も
事
業
の
内
容
以
外
は
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
す
べ
て
を
書
き
直
さ
な
く
て
は

い
け
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
作
業
の
担

当
者
に
つ
い
て
は
、
人
に
は
得
意
・
不
得
意
が
あ
り

ま
す
の
で
、
得
意
な
人
に
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
し
な
が
ら
作
成
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
助
成
事
業
の
終
了
後
、
事
業
を
継
続
す
る

と
と
も
に
質
を
担
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
難
し
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
荒
井
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

荒
井
氏
　
私
た
ち
は
単
年
度
の
助
成
金
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
モ
デ
ル
事
業
で
3
年
間
の

助
成
金
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
と
く
に
新
し
い
拠
点
を
立
ち
上
げ
る
場

合
、
１
年
間
で
定
着
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
３
年
間

で
し
っ
か
り
と
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
昨
年
、
当
法
人
の
支
出
ベ
ー
ス
は
８
０
０

０
万
円
く
ら
い
で
、
収
入
の
約
８
割
を
助
成
金
が
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
不
安
定
な
経
営
と
い

う
こ
と
で
、今
年
か
ら
よ
う
や
く
活
動
と
並
行
し
て
、

寄
付
を
集
め
る
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

よ
い
活
動
を
す
る
だ
け
で
は
事
業
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
助
成
金
が
あ
る
と
助

か
り
ま
す
。

服
部
氏
　
助
成
事
業
が
終
わ
っ
た
後
の
活
動
財
源

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
助
成

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
次
の
助
成
申
請
の
準
備
を

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
常
に
申
請
が
つ
い
て
回
り
ま

す
。
た
だ
、
W
A
M
助
成
の
取
り
組
み
で
啓
発
教

材
を
作
成
し
て
活
動
を
「
可
視
化
」
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
企
業
や
個
人
に
伝
え
る
こ
と
で

寄
付
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
お
二
人
と
も
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た

取
り
組
み
を
「
可
視
化
」
す
る
こ
と
で
、
寄
付
な
ど

協
力
者
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。
本
日
の
テ
ー
マ
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

社
会
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
展
望
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
胡
内
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

胡
内
氏
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
は
、
み
ん
な
で
実

現
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
こ
ど
も
家
庭

庁
と
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
民
間
や
地

域
と
い
っ
た
社
会
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
実
践
し
て
き
た
取
り
組
み
を
大
事
に

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
よ
り
も
、
も
う

少
し
踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
声
を

聞
い
て
い
く
こ
と
に
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
最
後
に
、
私
自
身

も「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
第
11
条
に
、
こ
ど
も
等
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
当
事
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
施

策
化
し
て
い
く
と
い
う
大
き

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
覚

悟
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
成
果
報
告
を
お

聞
き
し
て
共
通
し
て
い
た
こ

と
は
「
大
人
が
ど
ん
な
支
援

や
活
動
を
し
た
い
の
か
」
で

始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
し

た
。
実
践
の
起
点
が
当
事
者

の
声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

聞
き
続
け
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
な
か

で
は
そ
う
い
っ
た
こ
ど
も
や

関
係
者
の
声
に
寄
り
添
う
こ

と
が
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
は
そ
れ
は
こ
ど
も
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
、
障

害
分
野
も
同
様
で
、
み
ん
な

が
当
事
者
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
社
会
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

胡内  敦司氏
こども家庭庁　支援局
家庭福祉課　課長補佐
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は
大
き
な
信
頼
に
つ
な
が
り
、
活
動
の
後
押
し
に
な

り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
作
成
し
た
啓
発
教
材
は
、
ア

レ
ル
ギ
ー
専
門
医
の
推
薦
に
よ
り
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー

学
会
と
日
本
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
の
後
援
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
専
門
学
会
に
内
容
を
確

認
し
て
も
ら
い
、お
墨
付
き
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で
、

学
校
の
先
生
方
に
安
心
し
て
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
東
京
都
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
飲
食
店
事
業
者
向
け
の
講
習
会
で
、
講
演
の
機
会

を
い
た
だ
く
な
ど
、Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
通
じ
て
活
動
に
対

す
る
信
頼
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
申
請
を
通
し
て

活
動
を
可
視
化

　
次
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ

い
て
、
別
の
視
点
で
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
助

成
金
を
受
け
る
た
め
に
は
当
然
審
査
が
あ
り
、
そ
の

た
め
の
書
類
作
成
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
多
く
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
は
負
担
に
感
じ
て
い
る
作
業
だ
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
助
成
事
業
と
い
う
の
は
資
金
面

の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
意
味

で
団
体
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
可
視
化
で
す
。
申

請
書
を
作
成
す
る
過
程
で
活
動
の
目
的
や
社
会
的
意

義
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
成
し
遂
げ
た
と
き
、
ど
の
よ
う

に
社
会
に
働
き
か
け
て
い
く
か
と
い
う
目
標
を
確
認

す
る
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
実
際
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
と
い
う
の
は
、
当
事
者
や
そ

の
周
囲
の
人
た
ち
か
ら
始
ま
り
、
ひ
た
す
ら
に
活
動

を
続
け
て
き
た
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
の
か
、
そ
し
て

独
り
よ
が
り
で
は
な
く
、
他
の
誰
か
の
た
め
の
支
援

に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
申
請
書
を
作
成

す
る
な
か
で
考
え
て
い
く
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を

し
て
い
く
う
え
で
大
事
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
予
算
書
の
作
成
・
会
計
報
告
を
す
る
こ

と
は
、
必
要
な
経
費
を
認
識
し
て
計
画
を
立
て
る
こ

と
に
な
り
、
何
よ
り
も
自
分
の
家
族
、
周
囲
の
理
解

を
得
ら
れ
て
い
る
活
動
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う

振
り
返
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ
に
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
患
者
は
小
さ
い
こ
ど
も
た
ち
が
圧
倒
的
に

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
大
人
が
こ
ど
も
を
守
る
だ
け

で
は
な
く
、こ
ど
も
が
主
体
と
な
っ
て
考
え
た
と
き
、

患
児
や
当
事
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
周
囲
の
こ
ど

も
た
ち
も
含
め
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
意
識

を
も
ち
、
年
齢
相
応
な
言
葉
で
働
き
か
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
今
後
も
こ
ど
も
に
伝
わ
る
言
葉
を
使
い

な
が
ら
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
啓
発
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
疑
応
答
／
ま
と
め

鏑
木
奈
津
子
氏
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
）　
こ
こ
か

ら
は
、
視
聴
者
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問
に
対

し
て
、
登
壇
し
た
お
二
方
と
と
も
に
、
こ
ど
も
家
庭

庁
支
援
局
家
庭
福
祉
課
課
長
補
佐
の
胡
内
敦
司
さ
ん

を
お
招
き
し
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
胡
内
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
報

告
を
聞
い
て
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
の
か
、
率
直
な

ご
感
想
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

胡
内
氏
　
ど
ち
ら
の
取
り
組
み
も
、
こ
れ
ま
で
行
政

の
手
が
届
き
に
く
か
っ
た
課
題
に
対
し
、
力
強
く
支

援
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材

で
、
行
政
と
し
て
考
え
て
い
く
う
え
で
も
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

鏑
木
氏
　
荒
井
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。
若
者

の
居
場
所
を
継
続
し
て
い
く
重
要
性
が
あ
る
一
方

で
、
ど
う
し
て
も
支
援
者
側
も
年
齢
を
重
ね
る
こ
と

で
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
て
し
ま
う

と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

荒
井
氏
　
私
は
18
歳
か
ら
こ
の
活
動
を
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
33
歳
と
も
な
る
と
努
力
し
な
い
と
若
者
と

仲
良
く
な
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
は
正
直
な
と
こ
ろ
で

す
。
私
た
ち
は
専
門
職
で
は
な
い
の
で
、
年
齢
の
差

と
い
う
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
や
は
り
、
次
世
代
の
ス
タ
ッ
フ
に
バ
ト
ン
を
渡

し
て
い
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
し
、
こ
れ
ま
で
関
わ

っ
て
き
た
若
者
た
ち
が
支
援
の
担
い
手
に
な
る
こ
と

は
あ
り
得
る
と
思
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
次
に
服
部
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

報
告
の
な
か
で
Ｗ
Ａ
Ｍ
の
申
請
書
や
予
算
書
の
作

成
、
会
計
報
告
と
い
っ
た
事
務
的
な
作
業
に
力
を
注

い
で
い
る
と
あ
り
ま
し
た
。
日
々
の
活
動
に
取
り
組

む
な
か
で
、
事
務
作
業
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
。
事
務
作
業
で
工
夫
し
て

鏑木  奈津子氏
上智大学　総合人間科学部
福祉学科　准教授
　　

上智大学　総合人間科学部
社会福祉学科　准教授
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い
る
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

服
部
氏
　
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、
申
請
書

の
作
成
と
い
う
の
は
と
て
も
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
度
、
き
ち
ん
と
申
請
書
を
作
成
す
る
こ

と
で
、
自
分
た
ち
の
活
動
の
目
的
や
方
向
性
を
確
認

で
き
ま
す
し
、
申
請
書
に
記
載
す
る
内
容
は
、
助
成

団
体
が
異
な
っ
て
も
事
業
の
内
容
以
外
は
共
通
し
て

い
る
こ
と
が
多
く
、
す
べ
て
を
書
き
直
さ
な
く
て
は

い
け
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
事
務
作
業
の
担

当
者
に
つ
い
て
は
、
人
に
は
得
意
・
不
得
意
が
あ
り

ま
す
の
で
、
得
意
な
人
に
ベ
ー
ス
を
つ
く
っ
て
も
ら

い
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
で
共
有
し
な
が
ら
作
成
す
る
こ

と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
助
成
事
業
の
終
了
後
、
事
業
を
継
続
す
る

と
と
も
に
質
を
担
保
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
難
し
さ

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
荒
井
さ
ん
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

荒
井
氏
　
私
た
ち
は
単
年
度
の
助
成
金
を
い
た
だ
く

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
モ
デ
ル
事
業
で
3
年
間
の

助
成
金
を
い
た
だ
け
た
の
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
と
く
に
新
し
い
拠
点
を
立
ち
上
げ
る
場

合
、
１
年
間
で
定
着
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
３
年
間

で
し
っ
か
り
と
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
昨
年
、
当
法
人
の
支
出
ベ
ー
ス
は
８
０
０

０
万
円
く
ら
い
で
、
収
入
の
約
８
割
を
助
成
金
が
占

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
非
常
に
不
安
定
な
経
営
と
い

う
こ
と
で
、今
年
か
ら
よ
う
や
く
活
動
と
並
行
し
て
、

寄
付
を
集
め
る
体
制
を
つ
く
り
ま
し
た
。
や
は
り
、

よ
い
活
動
を
す
る
だ
け
で
は
事
業
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
含
め

て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
助
成
金
が
あ
る
と
助

か
り
ま
す
。

服
部
氏
　
助
成
事
業
が
終
わ
っ
た
後
の
活
動
財
源

は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
助
成

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
、
次
の
助
成
申
請
の
準
備
を

し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
常
に
申
請
が
つ
い
て
回
り
ま

す
。
た
だ
、
W
A
M
助
成
の
取
り
組
み
で
啓
発
教

材
を
作
成
し
て
活
動
を
「
可
視
化
」
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
企
業
や
個
人
に
伝
え
る
こ
と
で

寄
付
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
お
二
人
と
も
、
こ
れ
ま
で
実
践
し
て
き
た

取
り
組
み
を
「
可
視
化
」
す
る
こ
と
で
、
寄
付
な
ど

協
力
者
を
増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。
本
日
の
テ
ー
マ
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」

社
会
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
展
望
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
つ
い
て
、
胡
内
さ
ん
に
お
う
か
が
い
し
ま
す
。

胡
内
氏
　
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
は
、
み
ん
な
で
実

現
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
と
い
う
こ
と
が
非
常

に
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
、
こ
ど
も
家
庭

庁
と
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
行
政
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
民
間
や
地

域
と
い
っ
た
社
会
全
体
と
し
て
の
取
り
組
み
と
し
て

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
皆
さ
ん
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
実
践
し
て
き
た
取
り
組
み
を
大
事
に

し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
い
ま
ま
で
よ
り
も
、
も
う

少
し
踏
み
込
ん
だ
か
た
ち
で
、
こ
ど
も
た
ち
の
声
を

聞
い
て
い
く
こ
と
に
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

鏑
木
氏
　
最
後
に
、
私
自
身

も「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

の
実
現
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
た
。「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
第
11
条
に
、
こ
ど
も
等
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
当
事
者
の

声
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
を
施

策
化
し
て
い
く
と
い
う
大
き

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
り
、
覚

悟
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
お
二
人
の
成
果
報
告
を
お

聞
き
し
て
共
通
し
て
い
た
こ

と
は
「
大
人
が
ど
ん
な
支
援

や
活
動
を
し
た
い
の
か
」
で

始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
で
し

た
。
実
践
の
起
点
が
当
事
者

の
声
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

聞
き
続
け
る
こ
と
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
な
か

で
は
そ
う
い
っ
た
こ
ど
も
や

関
係
者
の
声
に
寄
り
添
う
こ

と
が
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

実
は
そ
れ
は
こ
ど
も
分
野
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
、
障

害
分
野
も
同
様
で
、
み
ん
な

が
当
事
者
で
あ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
関
係
者
の
声
に
耳
を
傾

け
る
社
会
に
な
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

胡内  敦司氏
こども家庭庁　支援局
家庭福祉課　課長補佐

・アプローチ手法を変えていくといった工夫をすることが、新たなかかわりを作るきっかけとなる。
・団体の事業を積み重ねていくことが、行政・関係団体の信頼を得ることにつながり、協働の輪が広がっていく。
・時にはこども同士で学ぶ機会を提供することで、その周囲をサポートする主体性を育てることができる。
・大人の目線ではなく、当事者であるこどもを主とし、寄り添った支援を行うことが大切である。

こ ど も ま ん な か 社 会 の 実 現 に 向 け た ポ イ ン ト
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中
長
期
的
な
視
点
で

計
画
的
に
活
用
す
る

　
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
に

は
？
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
提
と
し
て
私
が

考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
こ
と
は
、
必
ず

し
も
取
り
組
み
を
実
行
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
り
、

実
行
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
い
ま
団
体
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
、
す
べ
て
の
団
体
活
動
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
求

め
ら
れ
る
具
体
性
と
い
う
も
の
は
、
枠
組
み
や
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
場
面
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
本

日
は
、
そ
の
な
か
で
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
受
け
た
活
動
の

具
体
性
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
事
業
は
、
通
常
1
年
、
長
く
て
も
2
～
3
年

と
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
団
体
の
普
段
の
活

動
に
継
続
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
資
金
で

す
。
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
期
や
仕
組
み
化
、
普
及

啓
発
の
段
階
に
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思

い
ま
す
。
事
業
の
計
画
だ
け
で
な
く
、団
体
・
組

織
と
し
て
助
成
金
を
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
活
用
す
る
の
か
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も
ち

な
が
ら
計
画
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
図
2
は
、
具
体
的
な
計
画
を
構
造
的
に
分
解

し
た
も
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
社
会
や
地
域
に

し
た
い
と
い
う
目
的
と
現
状
が
あ
り
、
こ
の
差

分
の
と
こ
ろ
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
題

が
起
き
て
い
る
要
因
や
背
景
が
あ
り
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
事
業
の
1
つ
が
助
成
事
業
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
よ
く
あ
る
の
は
、
解
決
策

か
ら
発
想
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
あ
と
に
お
話
い
た
だ
く
「
多
様
な
学
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、全
体
の
構
造
や
項
目
の
結

び
つ
き
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
助
成
期
間
に
ど
こ
ま
で
達
成
し

た
い
か
と
い
う
解
決
策
の
ゴ
ー
ル
・
目
標
に
つ

い
て
も
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
「
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
具
体
的
な
計
画
を
立
て

て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
生
駒
さ
ん
か
ら
お
話

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

パ
ー
ト
１
　
事
例
紹
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
代
表
理
事
　
生
駒
　
知
里
氏

　
当
法
人
は
、
私
自
身
が
不
登
校
の
子
ど
も
の
母
と

し
て
、
不
登
校
家
庭
の
心
理
的
・
物
理
的
ケ
ア
が
少

な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、平
成
29
年
に
「
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
、
任
意
団
体
を
経
て
、
令
和
４
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
不
登
校
や
ホ
ー
ム
ス
ク
ー

ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

の
情
報
サ
イ
ト
と
し
て
、
居
場
所
に
ロ
ゴ
ス
テ
ッ
カ

目的

現状

課題

要因 解決策 ゴール
目標

解決策 目標要因

ここが具体的
だと解決策も
具体的になる 「あるある」

ここから発想してしまう

事業①助成事業

事業②

図 2 「具体的な計画」をつくるには？

令和 5 年度 オンライン学習会プログラム
具体的な計画をつくるには？

～助成事業実施団体の経験の語りから～  
●開催日 …令和 5 年 12 月 7 日（木）オンライン開催

〈主催〉独立行政法人福祉医療機構

●学習会の開催趣旨
  独立行政法人福祉医療機構 NPO リソースセンター職員

●パート 1　「具体的な計画をつくるために必要な準備とは？」
  喜田　亮子氏（一般財団法人町田市地域活動サポートオフィス 事務局長）
  生駒　知里氏（特定非営利活動法人多様な学びプロジェクト 代表理事）

●パート 2「活動の経験を次の計画づくりや事業展開に活かすには？」
  永田　賢介氏（認定 NPO 法人アカツキ 理事・職員）
  松山　由美子氏（特定非営利活動法人はっぴぃ mama 応援団 代表理事）

●質疑応答

●アーカイブ配信

YouTubeにおいて、オンライン学習会の当日動画を期間限定で配信しています。
動　　画ＵＲＬ：https://www.youtube.com/watch?v=h02Tx67t_1g

15 ●WAMー2024.3

　
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
は
、
２
部
構

成
と
な
っ
て
お
り
、
パ
ー
ト
１
で
は
「
具
体
的
な
計

画
を
つ
く
る
た
め
に
必
要
な
準
備
と
は
？
」、
パ
ー

ト
２
で
は
「
活
動
の
経
験
を
次
の
計
画
づ
く
り
や
事

業
展
開
に
活
か
す
に
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
に
よ
る
視
点
共
有
と
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
た
団
体
に
よ
る
事
例
紹
介
が
行

わ
れ
た
。

　
冒
頭
の
福
祉
医
療
機
構
Ｎ
Ｐ
Ｏ
リ
ソ
ー
ス
セ
ン
タ

ー
職
員
に
よ
る
開
催
趣
旨
の
説
明
で
は
、
多
く
の
助

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
「
事
業
の
計
画
性
」
が
審

査
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、申
請
書
を
記
載
す
る
際
、

計
画
の
「
具
体
性
」、「
妥
当
性
」、「
実
現
可
能
性
」

な
ど
の
視
点
を
踏
ま
え
、
内
容
を
具
体
化
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
助
成
金
の
申
請
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し

て
、「
活
動
団
体
の
実
現
し
た
い
こ
と
」、「
助
成
元（
財

団
側
）
が
実
現
し
た
い
こ
と
」、「
受
益
者
の
ニ
ー
ズ

（
願
い
）」
の
３
つ
が
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
計
画
（
図
１
）
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
当
法
人
は
、
東
京
都
町
田
市
で
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

市
民
活
動
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
中
間
支
援
組
織
と

し
て
、
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
は
、地
域
で
活
動
す
る
団
体
同
士
の
学
び
あ
い
、

相
互
支
援
の
関
係
性
を
つ
く
る
こ
と
を
支
え
て
い
く

こ
と
。
も
う
１
つ
は
、
市
民
活
動
の
多
元
性
、
多
様

性
を
共
有
の
知
に
す
る
た
め
に
も
、
経
験
を
言
語
化

し
て
い
く
こ
と
で
す
。

　
本
日
の
学
習
会
は
、
経
験
の
語
り
か
ら
理
解
を
深

め
る
内
容
で
す
が
、
当
法
人
で
も
事
業
の
1
つ
と
し

て
「
み
ん
な
の
経
験
共
有
会
」
と
い
う
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
経
験
や
挑
戦
を
市

民
の
知
に
し
て
い
く
場
と
し
て
、
法
人
化
し
た
経
験

や
助
成
金
を
得
て
活
動
し
た
経
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
テ
ー
マ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
に
は
？

～
助
成
事
業
実
施
団
体
の
経
験
の
語
り
か
ら
～

　令和 5 年 12 月 7 日、独立行政
法人福祉医療機構主催の「令和 5
年度オンライン学習会」が開催され
ました。
　今回のオンライン学習会では、
ファシリテーターによる視点共有
と、ＷＡＭ助成プログラムを活用し
た団体による事例紹介が行われまし
た。その後、ファシリテーターと事
例紹介者との対話により経験をさら
に深掘りしました。全体の様子は左
記 QR コードより、アーカイブ動
画をご覧ください。

令
和
５
年
度 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
報
告

令
和
５
年
度 

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
報
告

パ
ー
ト
１

　 

「
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
た
め

に
必
要
な
準
備
と
は
？
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

一
般
財
団
法
人
町
田
市
地
域
活
動
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

 

事
務
局
長
　
喜
田
　
亮
子 

氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき

⇒「活動団体の実現したいこと」と「助成元の実
現したいこと」を踏まえただけの計画は「ⅰ」。

　 受益者のニーズをとらえた「ⅱ」の計画を目指
すには？

助成元（財団）が
実現したいこと

活動団体の
実現したいこと

受益者の
ニーズ（願い）

ⅰ
ⅰⅰ

図 1 助成金申請における考え方

12
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中
長
期
的
な
視
点
で

計
画
的
に
活
用
す
る

　
本
日
の
テ
ー
マ
は
「
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
に

は
？
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
提
と
し
て
私
が

考
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
る
こ
と
は
、
必
ず

し
も
取
り
組
み
を
実
行
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
具
体
的
な
計
画
を
つ
く
り
、

実
行
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
い
ま
団
体
に
と
っ
て

必
要
な
こ
と
、
す
べ
て
の
団
体
活
動
に
と
っ
て
必
要

な
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
求

め
ら
れ
る
具
体
性
と
い
う
も
の
は
、
枠
組
み
や
助
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
、
場
面
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま
す
。
本

日
は
、
そ
の
な
か
で
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
受
け
た
活
動
の

具
体
性
に
つ
い
て
お
話
を
聞
い
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
助
成
事
業
は
、
通
常
1
年
、
長
く
て
も
2
～
3
年

と
期
間
が
決
ま
っ
て
い
る
た
め
、
団
体
の
普
段
の
活

動
に
継
続
し
て
活
用
す
る
こ
と
は
難
し
い
資
金
で

す
。
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
期
や
仕
組
み
化
、
普
及

啓
発
の
段
階
に
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
思

い
ま
す
。
事
業
の
計
画
だ
け
で
な
く
、団
体
・
組

織
と
し
て
助
成
金
を
ど
の
よ
う
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
活
用
す
る
の
か
、
中
長
期
的
な
視
点
を
も
ち

な
が
ら
計
画
的
に
考
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
図
2
は
、
具
体
的
な
計
画
を
構
造
的
に
分
解

し
た
も
の
で
す
。
ど
の
よ
う
な
社
会
や
地
域
に

し
た
い
と
い
う
目
的
と
現
状
が
あ
り
、
こ
の
差

分
の
と
こ
ろ
が
課
題
と
な
り
ま
す
。
そ
の
課
題

が
起
き
て
い
る
要
因
や
背
景
が
あ
り
、
そ
れ
を

解
決
す
る
た
め
の
事
業
の
1
つ
が
助
成
事
業
に

な
り
ま
す
。
こ
こ
で
よ
く
あ
る
の
は
、
解
決
策

か
ら
発
想
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
あ
と
に
お
話
い
た
だ
く
「
多
様
な
学
び

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、全
体
の
構
造
や
項
目
の
結

び
つ
き
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
、
助
成
期
間
に
ど
こ
ま
で
達
成
し

た
い
か
と
い
う
解
決
策
の
ゴ
ー
ル
・
目
標
に
つ

い
て
も
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
か
ら
は
「
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
具
体
的
な
計
画
を
立
て

て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
生
駒
さ
ん
か
ら
お
話

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

パ
ー
ト
１
　
事
例
紹
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
代
表
理
事
　
生
駒
　
知
里
氏

　
当
法
人
は
、
私
自
身
が
不
登
校
の
子
ど
も
の
母
と

し
て
、
不
登
校
家
庭
の
心
理
的
・
物
理
的
ケ
ア
が
少

な
い
こ
と
を
身
を
も
っ
て
経
験
し
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、平
成
29
年
に
「
多
様
な
学
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
開
始
し
、
任
意
団
体
を
経
て
、
令
和
４
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
化
し
ま
し
た
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、
不
登
校
や
ホ
ー
ム
ス
ク
ー

ラ
ー
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

の
情
報
サ
イ
ト
と
し
て
、
居
場
所
に
ロ
ゴ
ス
テ
ッ
カ

目的

現状

課題

要因 解決策 ゴール
目標

解決策 目標要因

ここが具体的
だと解決策も
具体的になる 「あるある」

ここから発想してしまう

事業①助成事業

事業②

図 2 「具体的な計画」をつくるには？

令和 5 年度 オンライン学習会プログラム
具体的な計画をつくるには？

～助成事業実施団体の経験の語りから～  
●開催日 …令和 5 年 12 月 7 日（木）オンライン開催

〈主催〉独立行政法人福祉医療機構

●学習会の開催趣旨
  独立行政法人福祉医療機構 NPO リソースセンター職員

●パート 1　「具体的な計画をつくるために必要な準備とは？」
  喜田　亮子氏（一般財団法人町田市地域活動サポートオフィス 事務局長）
  生駒　知里氏（特定非営利活動法人多様な学びプロジェクト 代表理事）

●パート 2「活動の経験を次の計画づくりや事業展開に活かすには？」
  永田　賢介氏（認定 NPO 法人アカツキ 理事・職員）
  松山　由美子氏（特定非営利活動法人はっぴぃ mama 応援団 代表理事）

●質疑応答

●アーカイブ配信

YouTubeにおいて、オンライン学習会の当日動画を期間限定で配信しています。
動　　画ＵＲＬ：https://www.youtube.com/watch?v=h02Tx67t_1g
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成
額
が
大
き
く
、
事
業
の
柱
が
何
本
か
立
っ
て
い
る

と
き
は
、「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」、「
予
算
」、「
目
標
」

を
３
段
階
で
立
て
て
い
ま
す
。

　
確
実
に
達
成
で
き
る
こ
と
を
「
梅
」、
少
し
頑
張

れ
ば
達
成
で
き
る
こ
と
を
「
竹
」、
そ
れ
以
上
の
成

果
の
可
能
性
を
「
松
」
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

予
算
、目
標
な
ど
は
「
梅
～
竹
」
あ
た
り
で
計
画
し
、

事
業
の
柱
で
「
松
（
予
定
以
上
の
成
果
）」
に
つ
な

が
り
そ
う
な
と
き
に
は
、
そ
の
柱
立
て
で
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
中
さ
せ
、
別
の
柱
は

「
梅
（
確
実
に
達
成
で
き
る
成
果
）」
に
と
ど
め
る
な

ど
、
体
制
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
益
者
や
協
力
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
事
業
に
な

っ
て
い
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
力
者
の
協
力
も

得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
で
予
算
を
縮
小
し
て
、
重
点
的
に
行
う
項
目
を
厚

く
す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
採
択
後
に
事
業
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
早
め
に
助
成
財
団
の
担
当
者
に
相
談
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
つ
あ
り
、
計
画
が

頓
挫
し
そ
う
な
と
き
と
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
大
き

な
成
果
に
つ
な
が
り
そ
う
な
と
き
で
す
。
助
成
財
団

の
担
当
者
は
、
事
業
実
施
団
体
よ
り
も
強
み
に
な
る

知
見
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
ベ
ス
ト
な
事
業
計

画
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
め
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
最
後
に
助
成
金
採
択
後
の
負
担
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　
と
く
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
は
支
出
管
理
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の

提
出
、
中
間
・
最
終
報
告
書
、
契
約
書
、
業
務
日
報

の
提
出
な
ど
事
務
負
担
が
大
き
い
印
象
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
私
た
ち
は
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
会
計
や
契
約
書
、
謝
金
規
程
な
ど
、
団
体
が
整

え
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら

基
盤
強
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
助
成
を
受
け
た
こ
と
は
外
部
か
ら
の
信
頼

に
つ
な
が
り
、
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
効
果
を
測
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
の
改
善
や
外

部
へ
の
広
報
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
当
法
人
は
、
福
岡
県
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
の
組
織

に
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
業
務
と
し
て

い
ま
す
が
、
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
メ

イ
ン
で
は
な
く
、
団
体
メ
ン
バ
ー
同
士
の
話
し
あ
い

の
進
行
や
、
発
言
し
や
す
い
場
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
10
～
15
団
体
ほ
ど
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、
現
在
は
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
半
数
は
県
外
の
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
団
体
で
も
助
成
金
を
出
す
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
少
し
変
わ
っ
た
助
成
金
で
、
活
動
費
に
は
一

切
使
え
ま
せ
ん
。
立
ち
止
ま
り
対
話
す
る
た
め
の
助

成
金
「
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
（
ア
ケ
ボ
ノ
）
フ
ァ
ン
ド
」
と
し

て
、
20
万
円
を
年
間
4
件
く
ら
い
出
し
て
い
ま
す
。

合
宿
や
お
茶
会
を
し
た
り
、
理
屈
が
つ
け
ば
飲
み
会

で
も
構
わ
な
い
の
で
、
組
織
内
の
対
話
に
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
助
成
金
を
出
す
立
場
と
し
て
審
査
員

に
な
る
こ
と
も
、
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
助
成
金
に
関
す
る
相
談
や
悩

み
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
助
成
金
に
依
存
し
て
し
ま
う
状
況

を
よ
く
見
聞
き
し
ま
す
。
依
存
と
い
う
の
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
状
態
か
と
い
う
と
、
助
成
金
が
と
れ
な

い
年
は
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
採
択
さ
れ

な
い
こ
と
で
自
分
た
ち
の
活
動
に
価
値
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
最
初

は
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い

た
も
の
が
、
ど
う
し
た
ら
助
成
金
を
と
れ
る
事
業
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
、
い
つ
の
ま
に
か
目
的

と
手
段
が
入
れ
違
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
話
で
相
手
の
求
め
る
こ
と
を
確
認

　　
助
成
金
申
請
の
相
談
の
な
か
で
は
「
お
金
が
あ
れ

ば
可
能
性
が
広
が
る
か
ら
」
と
い
う
話
を
よ
く
お
聞

き
し
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
き
た
活
動

に
対
し
て
、
助
成
金
が
と
れ
た
か
ら
と
お
金
を
払
っ

て
専
門
家
に
仕
事
で
入
っ
て
も
ら
う
と
、
助
成
金
が

切
れ
た
後
に
は
依
頼
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
と
き

に
は
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
い
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
「
少
し
で
も
お
金

を
払
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
考
え
、
実
際
に
払
っ
て
み

る
と
「
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
誇
り
を
も
っ
て
や
っ

て
い
た
の
に
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
以

前
は
対
等
な
仲
間
と
し
て
運
営
し
て
い
た
も
の
が
、

気
づ
い
た
ら
自
分
は
雇
用
主
で 

仲
間
は
労
働
者
・

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
団
体
の
代
表
者
は
、「
お
金
が
な
い

か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
続
か
な
い
」
と
相
談
で
う
か
が
い

ま
す
が
、実
際
に
辞
め
た
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
く
と
、

パ
ー
ト
２

　 「
活
動
の
経
験
を
次
の
計
画
づ
く
り

や
事
業
展
開
に
活
か
す
に
は
？
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
カ
ツ
キ理

事
　
永
田
　
賢
介 

氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき

17 ●WAMー2024.3

ー
を
貼
っ
て
い
た
だ
き
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
紹
介
す
る

「
街
の
と
ま
り
木
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
令
和
２
年
度
と
５
年
度
に
採

択
を
受
け
、
２
年
度
は
子
ど
も
や
大
人
同
士
の
オ
ン

ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
の
立
ち
上
げ
、
5
年
度

は
不
登
校
当
事
者
ニ
ー
ズ
全
国
調
査
を
実
施
し
、
政

策
提
言
に
つ
な
げ
る
こ
と
等
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
会
に
あ
た
っ
て
、
皆
さ

ん
か
ら
は
事
前
に
助
成
金
申
請
に
ま
つ
わ
る
悩
み
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。「
助
成
金
を
申
請
し
て
も
全
く

通
ら
な
い
。
採
択
さ
れ
る
申
請
書
の
書
き
方
に
つ
い

て
知
り
た
い
」、「
助
成
終
了
後
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
プ
ラ
ン
が
な
く
、
計
画
書
に
描
け
な
い
」、「
採

択
後
、
実
行
段
階
で
体
制
や
計
画
に
問
題
が
生
じ
た

経
験
が
あ
り
、
克
服
の
策
を
知
り
た
い
」、「
助
成
金

採
択
後
に
す
べ
き
こ
と
、
体
制
、
負
担
な
ど
が
わ
か

ら
ず
心
配
。
準
備
し
て
お
き
た
い
」
と
い
っ
た
悩
み

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
最
初
は
、
私
た
ち
も
同
じ
で
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
や
り
た
い
こ
と
を
詰
め
込
み
過
ぎ

て
し
ま
い
、
実
行
す
る
だ
け
で
大
変
な
年
が
あ
り
ま

し
た
し
、
メ
ン
バ
ー
の
負
担
に
な
る
と
思
い
、
最
初

の
こ
ろ
は
私
と
副
代
表
だ
け
で
申
請
書
を
書
い
て
い

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
計
画
か
ら
一
緒
に
や
っ
て

い
な
い
た
め
、「
私
た
ち
は
生
駒
さ
ん
の
や
り
た
い

こ
と
や
る
手
足
で
す
よ
ね
」
と
メ
ン
バ
ー
か
ら
い
わ

れ
て
し
ま
う
経
験
も
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
失
敗
か
ら
学
ん
だ
計
画
づ
く
り
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
メ
ン
バ
ー
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
い
ま
す
。
雑
談

の
な
か
で
、
そ
の
人
の
実
現
し
た
い
ラ
イ
フ
ビ
ジ
ョ

ン
や
、
ど
う
し
て
団
体
の
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の

か
、
活
動
を
通
じ
て
何
を
実
現
し
た
い
の
か
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
人
の
得
意
に
し
て
い
る

こ
と
や
苦
手
な
業
務
な
ど
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
業
務
に
つ
け
る
よ
う
、

本
人
と
相
談
し
て
決
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

協
力
者
も
同
様
に
相
手
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が

ら
、
協
力
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

早
期
に
事
業
計
画
案
を

ま
と
め
る
メ
リ
ッ
ト

　
次
に
、
１
月
末
か
ら
２
月
初
旬
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の

申
請
に
向
け
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル（
図
3
）に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。前
年
10
月
頃
に
、次
年
度
か
ら
3
年
間
の

中
長
期
計
画
で
理
事
そ
れ
ぞ
れ
が
や
り
た
い
こ
と
を

自
由
に
出
し
あ
い
ま
す
。
計
画
の
段
階
か
ら
フ
ラ
ッ

ト
な
立
場
で
案
を
出
し
あ
い
、
少
数
で
決
め
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
11
月
頃
に
事
業
の
企
画
者
が
プ
レ
ゼ
ン
を
し
て
、

互
い
に
意
見
を
出
し
あ
う
と
と
も
に
、
本
当
に
そ
の

事
業
計
画

が
対
象
者

に
と
っ
て

ニ
ー
ズ
が

あ
る
の
か

を
ヒ
ア
リ

ン
グ
し
て

い
ま
す
。

12
月
頃
に

事
業
計
画

案
に
ま
と

め
、
助
成

事
業
の
説

明
会
に
参

加
し
て
事
業
計
画
が
助
成
財
団
の
求
め
る
も
の
に
合

致
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
段
階
で

事
業
計
画
案
を
ま
と
め
て
い
る
と
、
説
明
会
に
参
加

し
た
と
き
に
助
成
財
団
か
ら
意
見
を
聞
い
た
り
、
具

体
的
な
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
１
月
頃
に
申
請
書
の
下
書
き
を
作
成

し
、
運
営
メ
ン
バ
ー
が
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
書
き
直
し
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
同
時
期
に
並
行
し
て
協
力
者
に
依
頼

を
し
た
り
、見
積
も
り
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
以
前
（
通
年
）
は
、
何
を
行
っ
て
い
る
か
と

い
う
と
、
社
会
課
題
の
深
掘
り
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
課
題
と
解
決
策
の
間
に
ど
の
よ
う
な
障
害
が
あ

っ
て
解
決
に
至
ら
な
い
の
か
、
他
分
野
の
成
功
事
例

は
あ
る
の
か
を
調
べ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
デ
ー
タ

は
大
切
で
、
申
請
の
と
き
も
審
査
員
の
方
は
、
必
ず

し
も
そ
の
社
会
課
題
に
詳
し
い
わ
け
で
は
な
い
た

め
、
社
会
課
題
を
き
ち
ん
と
デ
ー
タ
で
示
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、プ
ロ
ト
タ
イ
プ
事
業
（
試
行
事
業
）

を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
小
さ
い
事
業
を
つ
く

り
、
回
し
な
が
ら
大
き
く
し
て
い
く
こ
と
を
行
っ
て

い
ま
す
。
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
協

力
者
が
集
ま
り
や
す
か
っ
た
り
、
受
益
者
ニ
ー
ズ
に

合
致
し
て
い
る
か
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
体
制
が

必
要
に
な
る
の
か
が
わ
か
り
ま
す
。
予
算
が
足
り
な

い
場
合
も
、
小
さ
い
事
業
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
回
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、予
算
、目
標
」を

３
段
階
で
立
て
る

　
私
た
ち
が
申
請
時
に
工
夫
し
て
い
る
こ
と
は
、
助

1月
1）申請書の下書きを作成し、運営メンバーで書き直しを行っていく
　　（Googleドキュメントでオンライン上で行っていく）
2）協力者に依頼する、見積もりをとる

12月
事業計画案にまとめる（主に代表理事がまとめる）
財団の説明会に参加して、事業計画が財団の求めるものに合致し
ているかを確認する

10月 次年度～3年間に理事それぞれがやりたいことを自由に出しあう

11月 企画者のプレゼン／対象者へのヒアリング（個別や集団）

図3 1月末から2月初旬の
WAM申請に向けたスケジュール

55



成
額
が
大
き
く
、
事
業
の
柱
が
何
本
か
立
っ
て
い
る

と
き
は
、「
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」、「
予
算
」、「
目
標
」

を
３
段
階
で
立
て
て
い
ま
す
。

　
確
実
に
達
成
で
き
る
こ
と
を
「
梅
」、
少
し
頑
張

れ
ば
達
成
で
き
る
こ
と
を
「
竹
」、
そ
れ
以
上
の
成

果
の
可
能
性
を
「
松
」
と
し
て
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

予
算
、目
標
な
ど
は
「
梅
～
竹
」
あ
た
り
で
計
画
し
、

事
業
の
柱
で
「
松
（
予
定
以
上
の
成
果
）」
に
つ
な

が
り
そ
う
な
と
き
に
は
、
そ
の
柱
立
て
で
成
果
を
出

せ
る
よ
う
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
集
中
さ
せ
、
別
の
柱
は

「
梅
（
確
実
に
達
成
で
き
る
成
果
）」
に
と
ど
め
る
な

ど
、
体
制
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
受
益
者
や
協
力
者
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
事
業
に
な

っ
て
い
る
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
力
者
の
協
力
も

得
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
と
こ

ろ
で
予
算
を
縮
小
し
て
、
重
点
的
に
行
う
項
目
を
厚

く
す
る
こ
と
も
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
採
択
後
に
事
業
計
画
の
変
更
が
生
じ
た
場

合
は
、
早
め
に
助
成
財
団
の
担
当
者
に
相
談
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
２
つ
あ
り
、
計
画
が

頓
挫
し
そ
う
な
と
き
と
、
当
初
の
計
画
よ
り
も
大
き

な
成
果
に
つ
な
が
り
そ
う
な
と
き
で
す
。
助
成
財
団

の
担
当
者
は
、
事
業
実
施
団
体
よ
り
も
強
み
に
な
る

知
見
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
よ
り
ベ
ス
ト
な
事
業
計

画
に
発
展
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
早
め
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
　

　
最
後
に
助
成
金
採
択
後
の
負
担
に
つ
い
て
お
話
し

ま
す
。

　
と
く
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
は
支
出
管
理
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
の

提
出
、
中
間
・
最
終
報
告
書
、
契
約
書
、
業
務
日
報

の
提
出
な
ど
事
務
負
担
が
大
き
い
印
象
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
私
た
ち
は
メ
リ
ッ
ト
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
会
計
や
契
約
書
、
謝
金
規
程
な
ど
、
団
体
が
整

え
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら

基
盤
強
化
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
助
成
を
受
け
た
こ
と
は
外
部
か
ら
の
信
頼

に
つ
な
が
り
、
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

事
業
効
果
を
測
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
の
改
善
や
外

部
へ
の
広
報
に
も
役
立
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
当
法
人
は
、
福
岡
県
に
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
の
組
織

に
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
業
務
と
し
て

い
ま
す
が
、
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
こ
と
が
メ

イ
ン
で
は
な
く
、
団
体
メ
ン
バ
ー
同
士
の
話
し
あ
い

の
進
行
や
、
発
言
し
や
す
い
場
づ
く
り
の
お
手
伝
い

を
す
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
年
間
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
10
～
15
団
体
ほ
ど
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
が
広
ま
っ
た
こ
と
で
、
現
在
は
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
の
半
数
は
県
外
の
団
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
自
団
体
で
も
助
成
金
を
出
す
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
少
し
変
わ
っ
た
助
成
金
で
、
活
動
費
に
は
一

切
使
え
ま
せ
ん
。
立
ち
止
ま
り
対
話
す
る
た
め
の
助

成
金
「
Ａ
Ｋ
Ｂ
Ｎ
（
ア
ケ
ボ
ノ
）
フ
ァ
ン
ド
」
と
し

て
、
20
万
円
を
年
間
4
件
く
ら
い
出
し
て
い
ま
す
。

合
宿
や
お
茶
会
を
し
た
り
、
理
屈
が
つ
け
ば
飲
み
会

で
も
構
わ
な
い
の
で
、
組
織
内
の
対
話
に
活
用
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
助
成
金
を
出
す
立
場
と
し
て
審
査
員

に
な
る
こ
と
も
、
助
成
金
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
か
ら
助
成
金
に
関
す
る
相
談
や
悩

み
を
聞
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
助
成
金
に
依
存
し
て
し
ま
う
状
況

を
よ
く
見
聞
き
し
ま
す
。
依
存
と
い
う
の
は
具
体
的

に
ど
う
い
う
状
態
か
と
い
う
と
、
助
成
金
が
と
れ
な

い
年
は
活
動
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
採
択
さ
れ

な
い
こ
と
で
自
分
た
ち
の
活
動
に
価
値
が
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
す
る
と
、
最
初

は
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い

た
も
の
が
、
ど
う
し
た
ら
助
成
金
を
と
れ
る
事
業
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
、
い
つ
の
ま
に
か
目
的

と
手
段
が
入
れ
違
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

対
話
で
相
手
の
求
め
る
こ
と
を
確
認

　　
助
成
金
申
請
の
相
談
の
な
か
で
は
「
お
金
が
あ
れ

ば
可
能
性
が
広
が
る
か
ら
」
と
い
う
話
を
よ
く
お
聞

き
し
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
き
た
活
動

に
対
し
て
、
助
成
金
が
と
れ
た
か
ら
と
お
金
を
払
っ

て
専
門
家
に
仕
事
で
入
っ
て
も
ら
う
と
、
助
成
金
が

切
れ
た
後
に
は
依
頼
が
で
き
な
く
な
り
、
そ
の
と
き

に
は
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
も
い
な
く
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
「
少
し
で
も
お
金

を
払
っ
て
あ
げ
た
い
」
と
考
え
、
実
際
に
払
っ
て
み

る
と
「
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
誇
り
を
も
っ
て
や
っ

て
い
た
の
に
」
と
い
わ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
や
、
以

前
は
対
等
な
仲
間
と
し
て
運
営
し
て
い
た
も
の
が
、

気
づ
い
た
ら
自
分
は
雇
用
主
で 

仲
間
は
労
働
者
・

ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
団
体
の
代
表
者
は
、「
お
金
が
な
い

か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
続
か
な
い
」
と
相
談
で
う
か
が
い

ま
す
が
、実
際
に
辞
め
た
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
く
と
、

パ
ー
ト
２

　 「
活
動
の
経
験
を
次
の
計
画
づ
く
り

や
事
業
展
開
に
活
か
す
に
は
？
」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
カ
ツ
キ理

事
　
永
田
　
賢
介 

氏

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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一
貫
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
計
画
を
立
て
る
際
は
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
て
い
る
こ
と
、法
人
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
、

で
き
る
こ
と
、
専
門
的
視
点
か
ら
地
域
に
必
要
な
支

援
を
広
げ
る
こ
と
を
計
画
に
入
れ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
必
要
以
上
に
特
化
し
た
り
、
こ
だ
わ
り
が
強
く
な

る
と
、
行
政
は
多
様
な
人
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
行
政
や
関
係
機
関

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
と
い
う
視
点
も
入
れ
て

い
ま
す
。

　
行
政
の
予
算
化
の
流
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
私
た
ち
が
平
成
25
年
に
産
後

デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
た
と
き
に
、

新
潟
市
が
宿
泊
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
協
働
事
業
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
断
ら
れ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、平
成
26
年
に
国
の
「
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国

の
事
業
が
動
き
出
し
た
こ
と
で
、
新
潟
市
も
デ
イ
ケ

ア
事
業
を
視
野
に
入
れ
始
め
ま
し
た
。
国
が
モ
デ
ル

事
業
を
進
め
る
な
か
、
平
成
30
年
に
新
潟
市
議
会
の

少
子
化
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
参
考
人
招
致
と
し
て

議
会
で
意
見
を
求
め
ら
れ
た
り
、
市
議
会
議
員
で
構

成
す
る
市
民
厚
生
常
任
委
員
会
に
よ
る
施
設
を
視
察

す
る
流
れ
が
あ
り
、
令
和
2
年
に
新
潟
市
の
産
後
ケ

ア
事
業
、
訪
問
ケ
ア
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
委
託
金
が
少
な
く
、
デ
イ

ケ
ア
開
始
当
初
は
手
上
げ
を
せ
ず
、
令
和
4
年
か
ら

新
潟
市
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
ス
タ
ッ
フ
に
無
理
が
あ
っ
て
は
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
や
り
た
い
こ
と
を

よ
く
話
し
あ
う
こ
と
で
す
。も
し
迷
っ
た
と
き
に
は
、

「
私
た
ち
ら
し
さ
」
に
立
ち
戻
り
、
誠
実
に
実
践
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
計
画
を
運
営
し
て
苦
労
し
た
こ
と
と
し
て

は
、
助
成
金
を
受
け
た
場
合
、
デ
イ
ケ
ア
や
訪
問
ケ

ア
の
自
己
負
担
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

助
成
金
が
出
な
か
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
上
が

る
と
利
用
者
が
激
減
す
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
度
化
や
使
え
る
制
度
に
す
る
た
め
の
働

き
か
け
と
し
て
、
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
行
政
や

議
員
、
母
子
保
健
関
係
者
に
毎
年
配
布
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
た
め
、
事
業
計

画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
Ｗ
Ａ
Ｍ
担
当
者
は
き
め
細
か
く
相
談

に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
支
援
の
目
的
に
沿
っ
た
活

動
で
あ
れ
ば
応
援
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
計
画
の
変
更
後
も
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

話
し
あ
い
に
よ
り

み
ん
な
で
実
践
す
る
こ
と
を
醸
成

　
活
動
の
経
験
を
次
年
度
の
計
画
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
に
、私
た
ち
が
お
伝
え
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、

理
事
会
や
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
行
い
、

そ
の
な
か
で
申
請
に
向
け
た
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
あ
い
な
が
ら
申
請
書
を
作

成
し
、
私
が
書
き
直
し
て
み
ん
な
に
戻
す
と
い
う
流

れ
の
な
か
で
、
計
画
や
申
請
内
容
を
決
め
、
み
ん
な

の
得
意
な
こ
と
や
専
門
性
を
活
か
し
た
役
割
分
担
を

入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
実
践
で
得
た
経
験
を
次
年
度
の
計
画
で
、
ど
の
よ

う
に
動
け
ば
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
の
か
、

具
体
的
に
話
し
あ
う
こ
と
で
、
計
画
書
に
具
体
的
な

事
業
内
容
や
必
要
な
経
費
を

計
上
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
際
に

は
「
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
計

画
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
実
践

す
る
」
と
い
う
ベ
ー
ス
が
で

き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
場

合
、
専
門
職
に
加
え
、
利
用

者
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
い
る
た
め
、
各

ス
タ
ッ
フ
の
立
場
や
考
え
方

を
大
切
に
、
励
ま
し
支
え
あ

っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
申
請
書
を
読
ん
で
も
立
場

に
よ
っ
て
捉
え
方
、
理
解
の

度
合
い
が
異
な
る
こ
と
は
よ

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
、
生
駒
さ
ん
が

い
わ
れ
た
よ
う
に
す
べ
て
の

審
査
員
に
専
門
的
な
知
識
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
何
度

も
書
き
換
え
る
こ
と
が
採
択

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
事
例
報
告
後
の
対
話
に
よ

る
事
例
の
深
掘
り
や
質
疑
応

答
の
内
容
は
、Ｈ
Ｐ
で
公
開
中

の
学
習
会
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき
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「
代
表
か
ら
い
わ
れ
た
言
葉
に
傷
つ
い
た
」、「
自
分

の
意
見
が
ま
っ
た
く
反
映
さ
れ
な
い
」
な
ど
、
実
は

ズ
レ
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ら
で
は
の
強
み
と
い
う

意
味
で
は
、
信
念
や
想
い
な
ど
、
お
金
以
外
の
動
機

が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
裁
量
権

が
あ
っ
た
り
、
自
分
の
価
値
観
や
信
念
と
違
わ
な
い

業
務
が
あ
り
、
仲
間
が
い
る
、
人
と
し
て
尊
重
さ
れ

る
、
活
躍
の
機
会
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
に
つ

い
て
話
し
あ
い
、
相
手
が
求
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
た
う
え
で
、
そ
こ
に
お
金
も
1
つ
の
要
素
と
し
て

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
い
ま
隣
に
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
何
を
考
え
て
い
る
の

か
を
確
認
し
て
、
一
緒
に
計
画
を
つ
く
っ
た
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
や
観
点
で
振
り
返
り
を
し
て
い
く
こ

と
が
、
具
体
性
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。＊

　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

パ
ー
ト
２
　
事
例
紹
介

特
定
非
営
利
活
動
法
人
は
っ
ぴ
い
ｍ
ａ
ｍ
ａ
応
援
団

　
代
表
理
事
　
松
山
　
由
美
子
氏

　
本
日
は
、
当
法
人
が
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
い
た
だ
き
な

が
ら
歩
ん
で
き
た
計
画
づ
く
り
の
視
点
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。

　
私
自
身
は
保
健
師
で
、
個
人
事
業
と
し
て
新
潟
市

内
で
母
親
向
け
の
居
場
所
や
子
育
て
に
関
す
る
各
種

講
座
を
開
催
し
、「
マ
マ
の
笑
顔
が
い
ち
ば
ん
!
」

と
い
う
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
想
い
に
共
感
し
て
く
れ
た
保
健
師
や
助
産
師
、

看
護
師
、
保
育
士
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
、
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
集
ま
り
任
意
団
体
を
結
成
し
、

平
成
27
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
て
い
ま
す
。

　
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
で
は
、
平
成
24
年
に
初
め
て
採
択
を

受
け
、
母
親
が
相
談
で
き
る
居
場
所
を
つ
く
り
、
平

成
25
年
度
に
産
後
デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
ケ
ア
事
業
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
子
育
て
支
援
団
体
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
小
児
科
医
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
そ
の
先
生
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
休
診
日
な
ど
を
利
用
し
て
育
児
相
談

を
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
新
潟
県
の
少
子
化
対
策

モ
デ
ル
事
業
の
公
募
に
当
法
人
と
小
児
科
医
の
協
働

事
業
と
し
て
採
択
を
受
け
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
隣
地
に

親
と
よ
い
こ
の
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
は
っ
ぴ

ぃ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
は
う
す
」
を
平
成
29
年
に
開
設
し
ま
し

た
。
令
和
４
年
に
は
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
開

設
し
て
い
ま
す
。

　「
は
っ
ぴ
ぃ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
は
う
す
」
は
、
子
育
て
サ

ロ
ン
を
開
催
す
る
多
目
的
ホ
ー
ル
、
産
後
ケ
ア
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
個
室
、
デ
イ
ケ
ア
に
来
ら
れ

た
母
親
が
休
息
す
る
部
屋
や
浴
室
を
設
置
し
て
い
ま

す
。地

域
で
の
役
割
を
明
確
に
し

共
有
認
識
に
つ
な
げ
る

　
私
た
ち
は
活
動
し
て
い
く
な
か
で
、
地
域
で
ど
の

よ
う
な
役
割
を
担
う
の
か
を
明
確
に
す
る
た
め
、
図

4
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
新
潟
市
の
特
徴
と
し
て
、

民
間
の
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど
、
比

較
的
元
気
な
母
親
の
居
場
所
は
あ
る
も
の
の
、
図
の

Ｂ
、Ｃ
段
階
に
あ
る「
身
体
が
少
し
つ
ら
か
っ
た
り
」、

「
専
門
的
な
相
談
が
必
要
」、「
外
出
が
困
難
」
と
い

う
方
へ
の
支
援
が
不
十
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
私
た
ち
が
関
わ
る
役
割
が
あ
る
と
い
う
認
識
を
深

め
て
い
ま
す
。
こ
の
図
を
作
成
し
た
こ
と
で
、
私
た

ち
の
役
割
は
「
地
域
に
あ
る
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
で
困

っ
て
い
る
マ
マ
た
ち
を
支
援
し
た
い
」
と
い
う
思
い

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
す
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
採
択
実
績
で
す
。
平
成
24

～
26
年
度
に
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
の
採
択
を
受
け
、
そ
の
後

2
年
間
の
不
採
択
の
期
間
が
あ
り
、
平
成
29
～
令
和

2
年
度
ま
で
単
年
度
の
採
択
を
受
け
、
事
業
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
計
画
を
立
て
る
際
に
意
識
し
て
き
た
こ
と
は
、
妊

娠
期
か
ら
関
わ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、「
妊

娠
期
か
ら
の
切
れ
目
な
い
支
援
」を
計
画
の
軸
と
し
、

図 4 地域での私たちの役割

連携 連携

病院
行政など

子育て支援
センター

居場所
サークル

など

地域

企業

ママの状態→

対 応 箇 所→

育
児
で
き
な
い

　
ひ
き
こ
も
り

　

自
分
の
身
の
周
り
の
こ
と
も
で
き
な
い

A つ
ら
い
け
ど

　
な
ん
と
か

自
分
の
身
の
周
り
の
こ
と
は
で
き
る

B 子
ど
も
の
世
話
や
日
常
生
活
は
お
く
れ
る

身
体
は
少
し
つ
ら
い

C 親
子
な
り
の
育
児
ス
タ
イ
ル
を
知
り
た
い

人
と
関
わ
れ
る

D つ
ら
い
と
き
も
楽
し
い
と
き
も
あ
る
よ
ね

自
分
で
選
ん
で
行
動
で
き
る

E 親
子
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立

マ
マ
の
笑
顔
が
増
え
る

子育て支援センター・居場所・サークルなど病院・行政など

地域で手をつないでママの笑顔を応援！

自
立

保健師・助産師・看護師による
産後ケア 訪問デイケア 育児相談

居場所
レクリエーション　講座
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一
貫
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
計
画
を
立
て
る
際
は
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
っ
て
い
る
こ
と
、法
人
と
し
て
や
り
た
い
こ
と
、

で
き
る
こ
と
、
専
門
的
視
点
か
ら
地
域
に
必
要
な
支

援
を
広
げ
る
こ
と
を
計
画
に
入
れ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
必
要
以
上
に
特
化
し
た
り
、
こ
だ
わ
り
が
強
く
な

る
と
、
行
政
は
多
様
な
人
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
求
め
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
行
政
や
関
係
機
関

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
と
い
う
視
点
も
入
れ
て

い
ま
す
。

　
行
政
の
予
算
化
の
流
れ
に
つ
い
て
も
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
当
時
、
私
た
ち
が
平
成
25
年
に
産
後

デ
イ
ケ
ア
・
訪
問
ケ
ア
事
業
を
開
始
し
た
と
き
に
、

新
潟
市
が
宿
泊
ケ
ア
を
実
践
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
協
働
事
業
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
断
ら
れ
た
経
緯

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、平
成
26
年
に
国
の
「
妊
娠
・

出
産
包
括
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
国

の
事
業
が
動
き
出
し
た
こ
と
で
、
新
潟
市
も
デ
イ
ケ

ア
事
業
を
視
野
に
入
れ
始
め
ま
し
た
。
国
が
モ
デ
ル

事
業
を
進
め
る
な
か
、
平
成
30
年
に
新
潟
市
議
会
の

少
子
化
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
参
考
人
招
致
と
し
て

議
会
で
意
見
を
求
め
ら
れ
た
り
、
市
議
会
議
員
で
構

成
す
る
市
民
厚
生
常
任
委
員
会
に
よ
る
施
設
を
視
察

す
る
流
れ
が
あ
り
、
令
和
2
年
に
新
潟
市
の
産
後
ケ

ア
事
業
、
訪
問
ケ
ア
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
当
時
は
委
託
金
が
少
な
く
、
デ
イ

ケ
ア
開
始
当
初
は
手
上
げ
を
せ
ず
、
令
和
4
年
か
ら

新
潟
市
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
な
か
で
、
私
た
ち
が
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
ス
タ
ッ
フ
に
無
理
が
あ
っ
て
は
継
続
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
が
や
り
た
い
こ
と
を

よ
く
話
し
あ
う
こ
と
で
す
。も
し
迷
っ
た
と
き
に
は
、

「
私
た
ち
ら
し
さ
」
に
立
ち
戻
り
、
誠
実
に
実
践
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

　
実
際
に
計
画
を
運
営
し
て
苦
労
し
た
こ
と
と
し
て

は
、
助
成
金
を
受
け
た
場
合
、
デ
イ
ケ
ア
や
訪
問
ケ

ア
の
自
己
負
担
額
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

助
成
金
が
出
な
か
っ
た
場
合
、
自
己
負
担
額
が
上
が

る
と
利
用
者
が
激
減
す
る
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
制
度
化
や
使
え
る
制
度
に
す
る
た
め
の
働

き
か
け
と
し
て
、
事
業
報
告
書
を
作
成
し
、
行
政
や

議
員
、
母
子
保
健
関
係
者
に
毎
年
配
布
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
っ
た
た
め
、
事
業
計

画
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
Ｗ
Ａ
Ｍ
担
当
者
は
き
め
細
か
く
相
談

に
対
応
し
て
く
だ
さ
り
、
支
援
の
目
的
に
沿
っ
た
活

動
で
あ
れ
ば
応
援
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
計
画
の
変
更
後
も
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

話
し
あ
い
に
よ
り

み
ん
な
で
実
践
す
る
こ
と
を
醸
成

　
活
動
の
経
験
を
次
年
度
の
計
画
づ
く
り
に
活
か
す

た
め
に
、私
た
ち
が
お
伝
え
し
た
い
こ
と
と
し
て
は
、

理
事
会
や
ス
タ
ッ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
月
行
い
、

そ
の
な
か
で
申
請
に
向
け
た
流
れ
を
つ
く
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
み
ん
な
で
意
見
を
出
し
あ
い
な
が
ら
申
請
書
を
作

成
し
、
私
が
書
き
直
し
て
み
ん
な
に
戻
す
と
い
う
流

れ
の
な
か
で
、
計
画
や
申
請
内
容
を
決
め
、
み
ん
な

の
得
意
な
こ
と
や
専
門
性
を
活
か
し
た
役
割
分
担
を

入
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
実
践
で
得
た
経
験
を
次
年
度
の
計
画
で
、
ど
の
よ

う
に
動
け
ば
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
る
の
か
、

具
体
的
に
話
し
あ
う
こ
と
で
、
計
画
書
に
具
体
的
な

事
業
内
容
や
必
要
な
経
費
を

計
上
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
が
採
択
さ
れ
た
際
に

は
「
み
ん
な
で
つ
く
っ
た
計

画
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
実
践

す
る
」
と
い
う
ベ
ー
ス
が
で

き
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
場

合
、
専
門
職
に
加
え
、
利
用

者
か
ら
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
た

メ
ン
バ
ー
が
い
る
た
め
、
各

ス
タ
ッ
フ
の
立
場
や
考
え
方

を
大
切
に
、
励
ま
し
支
え
あ

っ
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
申
請
書
を
読
ん
で
も
立
場

に
よ
っ
て
捉
え
方
、
理
解
の

度
合
い
が
異
な
る
こ
と
は
よ

い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
ほ
ど
、
生
駒
さ
ん
が

い
わ
れ
た
よ
う
に
す
べ
て
の

審
査
員
に
専
門
的
な
知
識
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
言
葉
に
何
度

も
書
き
換
え
る
こ
と
が
採
択

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊
　
＊
　
＊

　
事
例
報
告
後
の
対
話
に
よ

る
事
例
の
深
掘
り
や
質
疑
応

答
の
内
容
は
、Ｈ
Ｐ
で
公
開
中

の
学
習
会
ア
ー
カ
イ
ブ
動
画

で
ご
視
聴
い
た
だ
け
ま
す
。

いきいき

ャレンジチ
いきいき

①実現したい目標とそこに至るまでの課題を具体的にする。	 ④無理なく実施できる計画を立てる。
②団体が地域で果たす役割を明確にし団体内での共通認識をつくる。	 ⑤対話を通じてみんなで計画を検討する。
③メンバーが活動を通して実現したいことを確認する。	 ⑥規模を小さくしたプロトタイプの事業を実施してみる。

振 り 返 っ て み ま し ょ う 、 具 体 的 な 事 業 計 画 づ く り の ポ イ ン ト
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ＷＡＭ助成へのご寄付のお願い WAM助成へのご寄付には、税制上の優遇措置があります

令和6年度までの助成総額

これまでの助成実績

SINCE 令和６年度実績

助成規模（一件あたり採択額）

50～2,000万円

採択件数200件／要望件数698件1990

約814億円

約15,000件以上

独立行政法人福祉医療機構
NPOリソースセンター
〒105-8486 東京都港区虎ノ門4-3-13 ヒューリック神谷町ビル９階
TEL：03-3438-9942　FAX:03-3438-0218

https://www.wam.go.jp/hp/cat/wamjosei/WAM助成
レポートに
関する

お問い合わせ

詳細はホームページから

ご寄付のお願い

50～
300万円

未満
24％

300～
500万円

未満
16％

500～
700万円

未満
34％

700～
2,000万円
26％

アンケートに
ご協力ください

1990年（平成2年）創設以来
30年以上にわたり、民間福祉
活動を後押しすることで福祉
課題の解決の仕組みづくりを
目指しています。

近年の年間予算額は
6億円弱です。

このうち9,738件の助成実績データ・報告書は、WAMホームページで
閲覧することができます。

団体規模に関わらず、事業の目的に応じた金額の
申請が可能です。
「団体立上げ期」「新事業展開期」「全国広域展開期」
等、様々な段階にある団体の事業について、助成を
行っています。

ＷＡＭ助成レポートでは、今後の作成の参考にさせていただくため
アンケートを実施しております。ご協力の程お願いいたします。

ご支援をいただける個人、法人、
企業の皆さまを募集しています。
寄付金は、助成金の財源として
活用いたします。

皆さまの社会貢献が社会課題を解決します。
独立行政法人福祉医療機構では、国の施策と連携し、地域共生社会の実現
を目指した福祉医療の基盤整備をすすめるため、多岐にわたる事業を展開
しています。そのうちWAM助成では、事業の一層の推進を図る観点から、
個人や法人、企業の皆さまより広く寄付金を受け付けています。
多くの皆さまのご支援・ご協力をいただきますようお願い申し上げます。

数字でみるＷＡＭ助成

WAM助成レポート
2024

NPOなどの民間福祉活動を助成金で応援します！


